
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
〇
九

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、
米
国The Accountable Capitalism

 
A

ct
に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務

─
株
主
主
権
の
変
容
、
買
収
防
衛
策
の
司
法
判
断
基
準
の
接
点

─

藤
　
　
川
　
　
信
　
　
夫

一
．
問
題
意
識

二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

論
　
説

（
三
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
〇

五�

．
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

、eB
ay�D

om
estic�

H
oldings

判
決
─

六�

．
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

七
．
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
展
望
に
向
け
て
─
ま
と
め
を
か
ね
て
─

一
．
問
題
意
識

１
．
本
原
稿
は
、
英
国
や
米
国
に
お
け
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
に
動
き
に
焦
点
を
当
て
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
改
訂
、

米
国
の
企
業
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
司
法
判
断
基
準
な
ど
近
年
の
判
例
も
加
え
て
比
較
法
的
に
考
察
を
行
い
、
世
界
的
な
収
斂
化
の
傾
向

を
探
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
米
国
、
英
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
従
来
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
が
、
近
年
共
通
し

て
新
た
な
視
点
か
ら
企
業
価
値
向
上
に
向
け
取
締
役
会
の
責
任
、
変
容
す
る
株
主
主
権
等
に
各
々
対
応
せ
ん
と
し
て
い
る
。
異
な
る
法
秩

序
形
成
や
制
度
改
革
手
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
司
法
判
断
基
準
を
交
え
て
考
察
し
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
つ
い
て
俯
瞰
を
得
ん
と
す
る
。

２
．
日
本
で
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
以
来
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
環
と
し
て
機
関
投
資
家
に
対
し
て
企
業
と
の
対
話
を
行
い
、

中
長
期
的
視
点
か
ら
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
を
求
め
る
投
資
原
則
と
し
て
二
〇
一
四
年
二
月
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
上
場
企
業
に
対
し
て
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
株
主
、
従
業
員
、
顧
客
、
取
引
先
、

地
域
社
会
等
）
と
適
切
に
協
働
し
つ
つ
実
効
的
な
経
営
戦
略
に
よ
り
中
長
期
的
収
益
力
の
改
善
を
図
る
行
動
原
則
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

（
三
四
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
一

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
以
下
、「
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
」
と
い
う
）
が
策
定
さ
れ
た
（
二
〇
一
五
年
六
月
適
用
開
始
（
１
））。

３
．
日
本
版
コ
ー
ド
が
範
と
す
る
英
国
の
二
つ
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
改
訂
あ
る
い
は
改
訂
に
向
け
た
動
き
が
出
さ
れ
、
英
国

二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
た
め
の
取
締
役
の
義
務
（D

uty�to�prom
ote�the�success�of�the�com

pany

）

を
基
礎
と
す
る
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
に
あ
る
と
も
思
料
さ
れ
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
に
よ
り
株
主

第
一
主
義
を
標
榜
し
て
き
た
米
国
に
お
い
て
も
、
民
主
党
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
か
らT

he�A
ccountable�C

apitalism
�A
ct

（
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
）
が
出
さ
れ
、
米
国
社
会
に
お
い
て
拡
大
す
る
経
済
的
格
差
・
不
平
等
を
克
服
す
べ
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
利
益
に
配
慮
し
た
経
営
を
求
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
通
じ
て
資
本
主
義
の
機
能
不
全
を
解
決
せ
ん
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
民
間

ベ
ー
ス
な
が
ら
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
策
定
も
進
め
ら
れ
る
。
両
国
と
も
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
至
上
目
標
に
据
え
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
も
平
仄
が
取
れ
る
内
容
と
い
え
よ
う
。
欧
米
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
不
正
会
計
な

ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
方
向
転
換
を
図
る
過
程
に
あ
る
。
ま
た
米
国
で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
、
支

配
株
主
等
に
か
か
る
司
法
判
断
が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
関
す
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
適
用
、
株
主
の
忠
実
義
務
等
を
含

め
議
論
が
交
錯
す
る
状
況
下
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
取
締
役
の
対
株
主
責
任
の
み
な
ら
ず
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
責
任
に
か
か
る

考
察
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
英
国
や
米
国
に
お
け
る
企
業
価
値
向
上
を
共
通
項
と
す
る
新
し
い
動
き
に
焦
点
を
当
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
英
国
な
ら
び
に
米
国
に
お
け
る
最
新
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
含
む
法

制
度
の
在
り
方
、
更
に
は
司
法
判
断
等
に
焦
点
を
当
て
て
包
括
的
に
考
察
を
進
め
、
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
制
度
改
革
の
展
望
を
図
り
た
い
。

（
三
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
二

二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

１
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
と
問
題
意
識

（
１
）　
英
国
の
二
つ
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
改
訂
の
動
き
が
出
さ
れ
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る

た
め
の
取
締
役
の
義
務
を
基
礎
と
し
た
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
二
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、
三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題
の
順
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
）　
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

二
〇
一
八
年
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
に
対
し
て
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、
戦
略
と
企
業
価
値
の

整
合
・
維
持
な
ら
び
に
企
業
文
化
創
造
、
専
門
性
と
多
様
性
を
備
え
た
取
締
役
会
の
刷
新
と
後
継
者
育
成
計
画
、
報
酬
委
員
会
に
お
け
る

従
業
員
報
酬
や
関
連
ポ
リ
シ
ー
の
考
慮
等
を
求
め
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
、
後
継
者
計
画
策
定
と
監
督
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
員
報
酬
、
任
意
の
諮
問
型
委
員
会
、
取
締
役
会
構
成
の
項

目
に
お
け
る
開
示
な
ら
び
に
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
二
〇
一
八
年
改
訂
後
も
な
お
抱
え
る
課
題
と
し
て
示
唆
を
受
け

る
べ
き
内
容
と
思
料
さ
れ
る
。
特
に
取
締
役
会
議
長
と
独
立
・
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
分
担
な
ど
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
も
参
照

さ
れ
よ
う
。

我
が
国
の
場
合
、
公
開
会
社
法
を
有
さ
ず
、
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
補
完
と
合
わ
せ
、
上
場
規
則
で
あ
る
日
本
版
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
よ
っ
て

上
場
企
業
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
付
け
を
進
め
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
会
社
法
と
は
分
断
し
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
で
英
国
で
は
、

二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
非
上
場
企
業
へ
の
コ
ー
ド
適
用
拡
大
、
従
業
員
・
顧
客
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー

（
三
四
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
三

ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
リ
ス
ク
等
を
含
む
戦
略
報
告
書
策
定
の
関
連
が
示
さ
れ
、
会
社
の
成
功
促
進
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
考
慮
義
務
を
規

定
す
る
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
質
的
義
務
化
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）　
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

二
〇
一
八
年
二
月
末
に
か
け
て
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
改
訂
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
背
景
の
一
つ
に
は
、
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
改
正
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
議
決
権
行
使
助
言

会
社
の
透
明
性
の
向
上
の
た
め
の
規
制
導
入
と
国
内
法
整
備
を
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
で
は
コ
ー
ド
の
見
直
し
と
適
用
範
囲
拡
大
な
ら
び
に
一
部
はC

om
ply�or�E

xplain

か
ら
脱
却
しA

pply�and�

E
xplain

へ
と
コ
ー
ド
適
用
の
実
質
化
が
進
め
ら
れ
る
。
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ

び
議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
含
む
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
く
対
象
と
す
る
他
、
実
効
的
な
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
推
進
、
利
益
相
反
管
理
方
針
の
開
示
と
行
動
規
範
策
定
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
組
織
目
的
等
の
設
定
な
ら
び
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
の
同
質
化
が
窺
え
、
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
至
上
課
題
と
す
る
こ
と
が
一
層
明
確
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
年
金
基
金
に
対
す
る
実
質
的
な
義
務
化
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
今
後
の
改
訂
に
も
影
響
を
与
え
る
項
目

と
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

２
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
改
訂
の
構
成

F
inancial�R

eporting�C
ouncil

（
英
国
財
務
報
告
評
議
会�

Ｆ
Ｒ
Ｃ
）
は
二
〇
一
八
年
七
月
一
六
日
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
（A

�U
K
�C
orporate�G

overnance�C
ode

（
以
下
、「
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
」
と
い
う
）
の
改
訂
版
を
公
表
し
た
。
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

（
三
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
一
四

以
降
開
始
の
会
計
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。

構
成
を
み
る
と
五
章
か
ら
な
り
、
各
章
は
各
々P

rinciples

（
一
八
項
目
、
原
則
）、P

rovisions

（
四
一
項
目
、
条
項
（
各
則
））
の
二
段

階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
比
較
し
て
、P

rinciples

は
基
本
原
則
、P

rovisions

は
原
則
に
相
当
し
、
補
助
原
則
に
当

た
る
部
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
前
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
はM

ain�P
rinciples

（
一
八
項
目
）、S

upporting�P
rinciples

（
一
二
項
目
）、C

ode�

P
rovisions

（
五
五
項
目
）
の
三
段
階
構
成
で
あ
っ
た
が
、
改
訂
に
よ
り
項
目
数
も
簡
略
化
さ
れ
た
。
五
つ
の
章
は
、
一
．B

oard�

L
eadership�and�C

om
pany�P

urpose

（
取
締
役
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
会
社
の
目
的
）、
二
．D

ivision�of�R
esponsibilities

（
責
任
の
分

担
）、
三
．C

om
position,�S

uccession�and�E
valuation

（
構
成
、
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
評
価
）、
四
．A

udit,�R
isk�and�Internal�C

ontrol

（
監
査
、
リ
ス
ク
、
内
部
統
制
）、
五
．R

em
uneration

（
報
酬
）
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
各
原
則
の
適
用
（apply

）
を
義

務
付
け
、
各
条
項
は
原
則
の
実
現
手
段
と
し
（C

om
ply�or�E

xplain

）、
条
項
が
規
定
す
る
実
務
レ
ベ
ル
で
は
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
。
我
が

国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
形
式
か
ら
実
質
を
目
指
す
も
の
と
し
て
二
〇
一
八
年
六
月
改
訂
に
よ
っ
て
項
目
数
が
増
え
て
精
緻
さ
を
加
え
つ
つ
あ
る
こ
と

と
逆
方
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
は
必
ず
し
も
詳
細
な
内
容
を
規
定
せ
ず
、
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
内
容
を
委
ね
た
部
分
も
多
い
と

思
料
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
版
を
嚆
矢
と
す
る
従
前
の
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
役
割
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
点
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
内
容
自
体
で
は
全
般
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
姿
勢
が
窺
え
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
の
入
り
交
じ
っ
た
改
革
時
期
と
も
い

え
る
（
私
見
）。

３
．
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
と
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
示
唆

（
１
）　
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
改
訂
の
要
諦

英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
の
根
幹
を
纏
め
る
と
、（
ａ
）
取
締
役
会
に
対
し
て
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
求
め
る
。（
ｂ
）
取

（
三
五
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
五

締
役
会
に
戦
略
と
企
業
価
値
を
整
合
さ
せ
る
企
業
文
化
の
創
造
、
長
期
間
に
亘
り
企
業
価
値
が
維
持
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
を

求
め
る
。（
ｃ
）
能
力
、
経
験
を
有
し
、
建
設
的
な
課
題
認
識
を
持
つ
適
切
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
多
様
性
推
進
の
た
め
に
取
締
役

会
の
刷
新
と
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
継
者
育
成
）
計
画
着
手
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。（
ｄ
）
報
酬
委
員
会
は
取
締
役
報
酬
を
決
定
す
る

に
際
し
て
、
従
業
員
報
酬
や
関
連
ポ
リ
シ
ー
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
改
訂
に
よ
り
コ
ー
ド
はshorter�and�sharper

（
よ
り
簡
潔
か
つ
よ
り
明
確
）
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
遵
守
の
困
難
さ
は
逆
に
上
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
る
（
３
）

。

①
従
業
員
の
経
営
関
与
　
条
項
三
で
は
、
取
締
役
会
は
労
働
者
（w

orkforce

）
の
意
向
を
収
集
す
る
方
法
を
確
立
す
べ
き
と
す
る
。
メ

イ
首
相
は
労
働
者
代
表
の
取
締
役
選
任
を
法
制
化
す
る
と
公
約
し
て
い
た
た
が
、
任
意
の
選
択
肢
と
し
て
示
さ
れ
た
に
留
ま
る
。
②
取
締

役
の
責
務
に
関
す
る
開
示
条
項
四
で
は
、
取
締
役
会
は
労
働
者
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
の
状
況
や
会
社
法
一
七
二
条
に

関
す
る
考
慮
要
素
が
取
締
役
会
の
意
思
決
定
に
い
か
に
影
響
し
た
か
を
説
明
す
べ
き
と
す
る
。
③
株
主
総
会
に
お
け
る
反
対
票
の
考
慮
条

項
六
で
は
、
株
主
総
会
議
案
に
二
〇
％
超
の
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
た
場
合
、
株
主
に
理
由
を
調
査
す
る
た
め
に
い
か
な
る
行
動
を
と
る
か

を
説
明
す
べ
き
と
す
る
。
④
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
原
則
Ｊ
で
は
、
経
営
幹
部
の
任
命
に
当
た
り
性
別
、
社
会
、
民
族
的
背
景
、
知
識
、
経
験

等
個
人
的
長
所
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
る
べ
き
と
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
一
層
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。
条
項
二
三
で
は
、
年
次

報
告
書
に
経
営
幹
部
の
性
別
比
率
に
関
す
る
記
載
を
求
め
、
プ
ロ
セ
ス
の
適
正
化
の
み
な
ら
ず
、
結
果
の
開
示
も
求
め
て
い
る
。
⑤
取
締

役
会
の
実
効
性
評
価
条
項
二
一
で
は
、
取
締
役
会
実
効
性
評
価
を
毎
年
行
う
べ
き
で
、
三
年
毎
に
外
部
機
関
を
利
用
す
べ
き
と
し
、
全
企

業
に
外
部
評
価
を
求
め
て
い
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
で
は
外
部
評
価
の
要
件
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
務
で
は
自
社
内
評
価
、
外
部
評

価
、
外
部
評
価
か
つ
個
別
取
締
役
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
概
ね
三
段
階
に
分
け
て
取
締
役
会
評
価
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
⑥
報
酬
委
員
会
委
員
長

の
経
験
要
件
条
項
三
二
で
は
、
報
酬
委
員
会
委
員
長
は
就
任
前
に
報
酬
委
員
を
一
二
カ
月
以
上
経
験
す
べ
き
と
す
る
。
監
査
委
員
会
や
指

（
三
五
一
）
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十
五
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二
〇
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九
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二
一
六

名
委
員
会
で
は
か
か
る
要
件
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
も
、
株
主
総
会
で
多
数
の
反
対
投
票
を
受
け
た
企
業
の

対
応
策
の
開
示
（
条
項
六
）、
実
効
性
評
価
に
お
け
る
外
部
評
価
導
入
（
条
項
二
一
）
な
ど
は
検
討
課
題
と
な
ろ
う
（
４
）

。

（
２
）　
従
業
員
の
経
営
関
与
、
従
業
員
・
労
働
組
合
と
の
対
話

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
は
従
業
員
の
経
営
関
与
が
注
視
さ
れ
て
い
る
（
５
）

。
メ
イ
政
権
は
二
〇
一
六
年
発
足
当
初
か
ら
労
働
者
階
級

（ordinary�w
orking�class

）
の
た
め
の
政
治
を
標
榜
し
、
役
員
報
酬
と
取
締
役
会
の
改
革
を
唱
え
、
取
締
役
会
に
従
業
員
の
意
見
が
届
く

シ
ス
テ
ム
と
し
て
三
つ
の
手
法
が
規
定
さ
れ
た
（
条
項
五
）。
取
締
役
会
は
①
従
業
員
代
表
の
取
締
役
招
聘
、
②
従
業
員
に
諮
問
す
る
正
式

会
議
の
設
置
、
③
従
業
員
と
の
対
話
を
担
当
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
配
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
組
合
せ
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
選
択
し
な
い
場
合
は
、
代
替
策
を
実
効
的
で
あ
る
と
す
る
理
由
を
説
明
す
る
。
条
項
五
の
上
位
の
原
則
Ｄ
で
は
、
企
業
が
株

主
お
よ
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
、
取
締
役
会
は
関
係
者
に
対
し
実
効
的
対
話
を
行
う
と
共
に
取
締
役
会
の

参
画
を
働
き
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
主
要
上
場
企
業
の
取
締
役
会
は
一
〇
名
程
度
の
取
締
役
で
構
成
さ
れ
、
約
三
分
の
二
が
非

業
務
執
行
取
締
役
（
社
外
取
締
役
）、
三
分
の
一
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
な
ど
業
務
執
行
取
締
役
と
な
っ
て
い
る
。

①
従
業
員
代
表
の
取
締
役
招
聘
に
つ
い
て
、
従
業
員
を
代
表
し
選
任
さ
れ
た
取
締
役
（
従
業
員
取
締
役
（em

ployee�director

））
が
従
業

員
各
層
、
各
事
業
所
で
同
僚
と
対
話
し
、
現
場
の
取
組
や
課
題
を
理
解
し
て
取
締
役
会
に
従
業
員
の
視
点
（perspective

）
の
移
入
を
図

る
。
ド
イ
ツ
の
監
査
役
会
（supervisory�board

）
に
お
い
て
は
従
業
員
代
表
が
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
シ
ス
テ
ム
を
採
っ
て
い
る
。
従

業
員
取
締
役
は
取
締
役
と
し
て
株
主
に
対
し
特
定
の
法
的
責
任
を
負
う
た
め
、
従
業
員
代
表
の
立
場
と
の
利
益
相
反
が
懸
念
さ
れ
る
。
目

的
が
従
業
員
の
利
害
を
代
表
す
る
こ
と
よ
り
従
業
員
の
目
線
や
評
価
を
取
締
役
会
に
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
取
締
役
会
で
明
確
に

す
れ
ば
両
立
し
う
る
と
の
意
見
も
あ
る
（
６
）

。
②
従
業
員
に
諮
問
す
る
正
式
な
会
議
の
設
置
は
、
産
業
・
職
業
別
労
働
組
合
と
は
別
に
、
自
社

（
三
五
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
七

従
業
員
か
ら
直
接
意
見
や
助
言
を
求
め
る
正
式
な
場
を
設
け
、
取
締
役
会
に
対
し
て
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
各
社

の
実
情
に
則
し
柔
軟
な
設
計
、
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。
③
従
業
員
と
の
対
話
を
担
当
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
配
置
は
、
従
業
員
と
対

話
す
る
役
割
を
付
与
す
る
も
の
で
実
現
可
能
性
が
高
い
選
択
と
な
る
。
従
業
員
担
当
取
締
役
は
従
業
員
、
労
働
組
合
の
対
話
を
通
じ
て
議

論
し
、
満
足
度
調
査
な
ど
に
ア
セ
ク
ス
し
て
従
業
員
の
見
方
や
評
価
を
取
締
役
会
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
利
益
相
反
あ
る
い
は

非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
の
独
立
性
を
失
う
懸
念
も
あ
る
。
英
国
企
業
の
経
営
層
で
は
抵
抗
感
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
我
が

国
で
は
従
業
員
が
取
締
役
に
内
部
昇
進
し
取
締
役
会
の
大
半
を
占
め
る
な
ど
雇
用
慣
行
、
社
会
構
造
の
相
違
が
背
景
に
あ
り
、
従
業
員
に

比
し
株
主
の
位
置
付
け
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
是
正
を
図
る
過
程
に
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
重
視
す
る
対
象
が
英
国
と
や

や
異
な
る
感
も
あ
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
（T

he�C
om
panies�A

cts�of�the�U
K
�

二
〇
〇
六
）
第
一
七
二
条
（
１
）
で
は
（
７
）

、
株
主
優
先

は
不
変
で
あ
る
が
、
従
業
員
の
利
益
を
取
締
役
が
株
主
全
体
の
利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
場
合
の
考
慮
要
素
に
と
し
、
議
論
・
意
思
決
定

に
お
い
て
従
業
員
の
視
点
を
取
り
入
れ
ん
と
す
る
。
英
国
の
試
み
は
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
従
業
員
重
視
の
内
容
に
つ
き
示
唆

を
与
え
て
い
る
。

（
３
）　
英
国
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
に
お
け
る
開
示
な
ら
び
に
説
明
責
任

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
つ
い
て
個
別
項
目
毎
に
検
討
す
る
（
８
）

。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
二
〇
一
八
年
改
訂
を
経
て
、
な
お
も
抱
え
る
課
題
と
し
て

示
唆
を
受
け
認
識
す
べ
き
内
容
と
も
い
え
よ
う
か
。

①
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任

改
訂
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
、
取
締
役
の
選
任
は
正
式
か
つ
厳
正
で
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
原
則
Ｊ
）。

解
任
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
な
い
が
、
取
締
役
個
人
が
実
効
的
に
貢
献
を
継
続
し
て
い
る
か
が
評
価
さ
れ
、
年
次
報
告
書
で
公
表
さ
れ
る

（
三
五
三
）
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二
一
八

こ
と
（
原
則
Ｌ
）、
毎
年
評
価
が
さ
れ
（
条
項
二
一
）、
取
締
役
選
任
の
判
断
も
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
（
条
項
一
八
）、
実
効
的
な
貢
献
が
な
い

に
も
拘
わ
ら
ず
再
任
さ
れ
た
場
合
は
投
資
家
等
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
同
一
八
）
と
合
わ
せ
、
取
締
役
再
任
に
つ
い
て
は

積
極
的
、
実
質
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
も
、
原
則
三−

一
（
ⅳ
）、（
ⅴ
）、
補
充
原
則
四−

三
②
、
③
が
規
定
さ
れ
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
解
任
の
客
観
性
・
適
時
性
・

透
明
性
あ
る
手
続
き
の
確
立
を
求
め
て
い
る
。
招
集
通
知
の
参
考
書
類
に
候
補
者
と
す
る
理
由
を
記
載
す
る
上
場
企
業
が
増
加
し
つ
つ
も
、

定
型
・
雛
型
的
な
記
載
が
多
く
、
実
効
的
な
貢
献
内
容
、
候
補
者
と
す
る
積
極
的
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
に
な
る
。

②
　
後
継
者
計
画
策
定
と
監
督

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
、
指
名
委
員
会
の
責
務
と
し
て
後
継
者
計
画
整
備
が
規
定
さ
れ
（
原
則
Ｊ
）、
実
績
と
客
観
的
基
準
に
基
づ
き
多

様
性
を
促
進
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
後
継
者
計
画
の
監
督
は
指
名
委
員
会
の
責
務
で
（
条
項
一
七
）、
後
継
者
計
画
策
定
と
取
組
み

の
責
任
を
負
い
、
内
容
を
年
次
報
告
書
で
開
示
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（
原
則
二
三
）。
我
が
国
で
も
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
以
外
の

機
関
構
成
に
お
い
て
任
意
・
諮
問
型
指
名
委
員
会
設
置
が
要
請
さ
れ
て
い
る
が
（
補
充
原
則
四−

一
〇
①
）、
後
継
者
計
画
に
か
か
る
趣
旨

を
織
り
込
み
、
機
動
性
、
効
率
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

③
　
役
員
報
酬

（
ⅰ
）　
報
酬
方
針
の
策
定
　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
成
功
促
進
義
務
と
絡
め
て
報
酬
方
針

（R
em
uneration�P

olicy

）
と
実
践
が
長
期
か
つ
持
続
的
成
功
を
促
進
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
設
計
は
長
期
戦

略
達
成
と
明
確
に
結
び
つ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
原
則
Ｐ
）。
長
期
的
業
績
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
具
体
的
説
明
も
求
め
ら
れ
る
（
条
項

（
三
五
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
一
九

四
〇
、
条
項
四
一
）。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
報
酬
と
中
長
期
・
長
期
の
業
績
の
関
連
性
と
説
明
は
要
求
さ
れ
ず
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
設

計
を
図
る
上
で
関
連
性
に
か
か
る
説
明
は
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
重
要
に
な
ろ
う
。

（
ⅱ
）　
報
酬
の
決
定
手
続
き
　
報
酬
決
定
に
お
い
て
当
該
取
締
役
は
自
身
の
報
酬
決
定
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
（
原
則
Ｑ
）。
報
酬
委

員
会
の
責
務
の
中
に
は
、（
ａ
）
従
業
員
の
報
酬
お
よ
び
関
連
方
針
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
お
よ
び
賞
与
が
企
業
文
化
と
整
合
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
（
条
項
三
三
）、（
ｂ
）
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
依
頼
、（
ｃ
）
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
方
針
、
構
造
お

よ
び
業
績
基
準
に
つ
い
て
の
戦
略
的
正
当
性
の
説
明
（
条
項
四
一
）、（
ｄ
）
株
主
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
報
酬
方
針
お
よ
び
結
果
に

対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
の
監
督
（
同
）、（
ｅ
）
従
業
員
へ
の
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
と
報
酬
方
針
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
の

説
明
（
同
四
一
）、（
ｆ
）
報
酬
の
結
果
に
対
す
る
取
締
役
会
に
よ
る
裁
量
権
の
行
使
の
監
督
（
同
四
一
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
略
や

企
業
文
化
の
重
視
、
従
業
員
に
対
す
る
配
慮
な
ど
取
締
役
会
の
役
割
の
再
確
認
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

（
ⅲ
）　
非
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
　
非
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
は
定
額
と
す
べ
き
で
、
取
締
役
会
議
長
お
よ
び
非
業
務
執
行
取
締

役
の
報
酬
は
関
与
の
時
間
と
責
任
を
反
映
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
ま
た
は
業
績
連
動
的
要
素
を
含
む
べ
き
で
な
い
（
条
項
四
一
）。
我

が
国
に
お
い
て
も
考
慮
す
べ
き
内
容
と
い
え
る
。

（
ⅳ
）　
株
式
報
酬
の
導
入
　
我
が
国
の
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
自
社
株
報
酬
を
内
容
と
す
る
報
酬
制
度
導
入
が
示
さ
れ
て
い
る
（
補
充
原
則

四−

二
①
）。
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
も
業
務
執
行
取
締
役
の
株
式
長
期
保
有
を
促
進
す
べ
く
株
式
報
酬
の
導
入
が
求
め
ら
れ
（
条
項
三
六
）、

長
期
保
有
株
主
の
利
益
に
合
致
す
る
業
務
執
行
に
よ
り
長
期
株
主
の
投
資
を
招
致
せ
ん
と
す
る
。
英
国
の
長
期
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
で

は
事
後
交
付
型
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ェ
ア
（P

erform
ance�S

hare�P
S

）
が
一
般
的
で
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
９
）

。

我
が
国
会
社
法
で
は
取
締
役
報
酬
総
額
を
株
主
総
会
で
決
定
す
る
も
の
の
（
会
社
法
三
六
一
条
一
項
）、
取
締
役
間
の
分
配
は
実
務
上
代

（
三
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
〇

表
取
締
役
に
一
任
さ
れ
、
専
断
的
決
定
と
な
る
実
務
も
多
い
。
原
則
Ｑ
を
直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
も
あ
ろ
う
が
、
報
酬
決
定

な
ら
び
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
透
明
性
確
保
を
図
り
、
任
意
の
報
酬
委
員
会
設
置
な
ど
で
企
業
目
標
や
戦
略
達
成
と
整
合
性
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

④
　
任
意
の
諮
問
型
委
員
会

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
指
名
・
報
酬
・
監
査
委
員
会
の
存
在
を
前
提
と
し
、
指
名
委
員
会
で
は
独
立
業
務
執
行
取
締
役
を
過
半
数
、
報
酬

委
員
会
な
ら
び
に
監
査
委
員
会
で
は
独
立
業
務
執
行
取
締
役
を
三
名
以
上
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
小
規
模
上
場
会
社
の
特
則
で
は

指
名
委
員
会
の
規
定
は
な
い
が
、
報
酬
委
員
会
と
監
査
委
員
会
で
各
二
名
以
上
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
構
成
上
位

一
五
〇
社
で
は
三
委
員
会
設
置
会
社
が
一
〇
〇
％
、
リ
ス
ク
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
、
社
会
的
責
任
等
の
委
員
会
（
10
）

を
加
え
て
四
以
上
の
委
員
会

を
設
置
す
る
会
社
は
五
八
・
七
％
に
達
し
、
指
名
委
員
会
委
員
長
は
四
一
・
二
％
が
女
性
で
あ
る
な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
進
展
も
窺
わ
れ

る
。我

が
国
の
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
コ
ー
ド
で
は
、
任
意
の
独
立
諮
問
委
員
会
設
置
が
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
お

い
て
推
奨
さ
れ
、C

om
ply�or�E

xplain

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
後
継
者
計
画
策
定
、
客
観
性
・
透
明
性
・
適
時
性
を
持
っ
た
報
酬
体

系
の
構
築
な
ど
任
意
の
諮
問
型
委
員
会
設
置
は
有
用
で
あ
り
、
設
置
を
行
わ
な
い
こ
と
を
積
極
的
意
味
合
い
と
し
てE

xplain

す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
図
る
上
で
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
規
定
は
参
考
と
な
ろ
う
。

⑤
　
英
国
に
お
け
る
取
締
役
会
構
成

（
ⅰ
）　
英
国
に
お
け
る
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
選
任
状
況
　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
緩
和
措
置
が
な
く
な
り
、
全
プ
レ
ミ
ア
ム
上

場
会
社
に
お
い
て
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
人
数
を
半
数
以
上
と
す
べ
き
と
さ
れ
（
条
項
一
一
）、
業
務
執
行
取
締
役
は
取
締
役
会
議
長

（
三
五
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
一

を
兼
務
す
べ
き
で
な
い
（
条
項
九
、二
〇
一
六
年
コ
ー
ド
条
項A

.2.1 （11
））。

米
国
に
お
い
て
も
監
督
と
執
行
の
機
能
の
分
離
徹
底
の
主
旨
か
ら

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
会
長
（
議
長
）
の
分
離
は
従
前
よ
り
議
論
と
な
っ
て
き
た
が
、
業
務
執
行
を
担
う
代
表
取
締
役
が
議
長
を
務
め
る
事

例
も
依
然
と
し
て
多
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
限
ら
ず
業
務
執
行
取
締
役
（E

xecutive�D
irector

）
全
員
に
つ
い
て
分
離
徹
底
を
図
ら
ん
と
す
る
英

国
の
取
り
組
み
は
参
考
と
し
得
る
。

（
ⅱ
）　
取
締
役
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
　
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
多
様
性
の
内
容
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
加
え
て
社
会
的
民
族
的
背

景
、
経
験
的
知
識
や
個
人
的
長
所
（
技
能
・
経
験
）
な
ど
に
拡
大
さ
れ
（
原
則
Ｊ
）、F

T
S
E
350

銘
柄
の
九
五
％
が
一
名
以
上
の
女
性
取
締

役
を
有
し
て
い
る
（G

rant�T
hornton

調
査
）。
も
っ
と
も
女
性
取
締
役
の
多
く
は
非
業
務
執
行
取
締
役
に
留
ま
り
、
業
務
執
行
取
締
役
の

比
率
は
少
な
い
（
12
）

。
女
性
の
経
営
幹
部
育
成
に
時
間
が
か
か
り
、
先
ず
は
社
外
か
ら
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
女
性
を
招
聘
す
る
実
態
が

あ
ろ
う
。
長
期
的
視
点
に
立
ち
企
業
文
化
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
我
が
国
も
企
業
価
値
、
戦
略
と
結
び
付
け
て

議
論
す
る
必
要
性
が
高
じ
よ
う
。

４
．
二
〇
一
六
年G

reen P
aper

と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
─
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
原
則
主
義
の
変
容
─

（
１
）　
二
〇
一
六
年Green Paper

に
み
る
会
社
法
制
改
正
の
方
向
性

二
〇
一
六
年
メ
イ
政
権
はB

rexit

後
を
睨
ん
で
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper （13

）
を
策
定
し
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
規
制
の
強
化
、

英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
規
律
を
前
提
に
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
締
役
会
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
等
に

反
映
さ
せ
る
枠
組
み
の
模
索
、
大
規
模
非
公
開
企
業
（large�privately-held�businesses

）
等
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
に
つ
い
て
、
会
社
法
改
正
の
要
否
を
含
め
所
要
の
見
直
し
を
行
う
方
針
が
表
明
さ
れ
た
（
14
）

。
非
上
場
企
業
へ
の
コ
ー
ド
適
用
拡
大
、
従
業

員
・
顧
客
の
考
慮
は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
規
制
の
方
向
性
と
も
整
合
す
る
。

（
三
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
二

英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
一
項
の
義
務
を
取
締
役
が
い
か
に
履
行
し
て
い
る
か
を
株
主
が
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
、
年

次
報
告
書
の
一
部
と
し
て
戦
略
報
告
書
を
作
成
し
株
主
に
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
四
一
四
Ａ
条
・
四
一
四
Ｃ
条
一

項
）。
上
場
会
社
等
の
規
律
と
し
て
、
事
業
の
展
開
・
業
績
・
現
状
を
理
解
す
る
た
め
に
戦
略
報
告
書
に
事
業
の
基
本
的
な
方
向
性
と
将
来

の
事
業
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
、
業
績
と
事
業
状
況
、
環
境
・
雇
用
問
題
、
社
会
・
共
同
体
・
人
権
に
か
か
る
課
題
に
関
す
る
情
報

を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
に
関
す
る
情
報
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
（
同
法
四
一
四
Ｃ
条
）。
も
っ
と
も
英
国
二
〇
〇
六

年
会
社
法
一
七
二
条
一
項
は
、
義
務
の
履
行
方
法
を
詳
細
に
規
定
せ
ず
、
各
社
が
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
対
応
を
柔
軟
に
採
れ

る
と
い
う
長
所
を
有
す
る
が
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
・
利
害
を
考
慮
す
る
と
い
う
困
難
な
職
務
を
取
締
役
に
義
務
付
け
、
利
害

関
係
人
と
し
て
年
金
受
給
者
を
明
示
せ
ず
そ
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
な
い
（
15
）

リ
ス
ク
も
あ
る
（
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper,�para.2.8

）。

（
２
）　
英
国
二
〇
一
六
年Green Paper
の
提
案
と
我
が
国
へ
の
示
唆
─
私
見
を
交
え
て
─

英
国
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

が
示
す
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
し
、
①
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
報
酬
規
制
強
化
と
連
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
16
）

。
②
ド
イ
ツ
等
大
陸
諸
国
が
労
働
者
の
経
営

参
加
を
法
制
化
す
る
中
で
、
英
国
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
代
表
と
し
て
取
締
役
選
任
案
を
提
示
し
た
こ
と
は
方
針
転
換
と
い
え
、

保
護
法
益
と
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
か
と
の
新
た
な
問
題
を
提
起
す
る
（
17
）

。

英
国
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

が
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
反
映
さ
せ
る
方
法
を
探
っ
て
い
る
こ
と
は
我
が
国

会
社
法
下
で
は
馴
染
み
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
株
式
会
社
の
利
益
あ
る
い
は
企
業
価
値
の
構
成
要
素
を
如
何
に
立
法
に
織
り
込
む
か
、
会

社
本
質
論
と
も
関
連
す
る
課
題
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
実
務
（
経
済
価
値
・
社
会
価
値
、
環
境
価
値
、
統
合
報
告
）
あ
る

い
は
国
連
の
定
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable�D
evelopm

ent�G
oals

）
と
も
関
連
す
る
重
要
な
内
容
と
な
る
。
更
に
株
式
会
社
と
し
て
我

（
三
五
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
三

が
国
法
制
度
で
は
公
開
・
非
公
開
を
区
分
せ
ず
（
18
）

、
こ
れ
に
対
し
て
大
規
模
合
同
会
社
な
ど
と
の
適
切
な
区
分
け
を
如
何
に
設
定
す
る
か
等

の
本
質
的
な
規
制
強
化
の
課
題
に
も
繋
が
っ
て
く
る
。

以
下
は
私
見
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
陣
側
、
株
主
側
の
双
方
か
ら
の
改
善
提
案
を
図
る
英
国G

reen�P
aper

の
提
案
・
議
論
手
法
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
の
反
映
、
重
視
に
向
け
、
我
が
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
を
図
る
具
体
的
手
法
と
し
て
参
考
と
な

ろ
う
。
単
な
る
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
、
あ
る
い
は
独
立
社
外
取
締
役
会
議
の
設
定
に
限
ら
ず
、
明
確
に
当
該
独
立
社
外
取
締
役

が
一
般
株
主
あ
る
い
は
少
数
株
主
の
利
益
代
表
で
も
な
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
弁
者
と
し
て
の
立
場
を
法
的
に
明
確
化
す
る
点
で
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
会
社
法
上
の
根
拠
規
定
の
な
い
ま
ま
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
概
念
の
統
一
も
図
ら
ず
上
場
規
則
化
さ

れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
な
い
に
し
て
も
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
取
締
役
会
に
お
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
利
害
対
立
の
代
弁
者
と
い
う
新
た
な
問
題
が
法
的
な
根
拠
を
伴
っ
て
生
じ
、

他
の
取
締
役
と
の
利
益
相
反
問
題
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
一
般
的
義
務
と
の
相
克
な
ど
が
危
惧
さ
れ
、
更

に
多
数
決
に
向
け
て
人
数
配
分
な
ど
を
如
何
に
決
定
す
る
の
か
、
指
名
委
員
会
で
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
メ
ン
バ
ー
構
成
が
重
要
に
な
る

が
取
締
役
会
で
決
定
す
る
か
等
の
課
題
を
生
じ
る
。
特
定
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
代
弁
す
る
独
立
社
外
取
締
役
は
一
名
と
な
る

の
で
あ
れ
ば
少
数
に
留
ま
り
、
多
数
派
の
意
見
に
流
さ
れ
か
ね
な
い
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
代
表
取
締
役
と
し
て
代
表
権
を
付
与
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
非
業
務
執
行
取
締
役
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
は
法
的
に
整
合
性
が
と
れ
る
か
。
正
し
く
社
外
取
締
役
に
業
務
執
行
を
委
託
す
る

と
い
う
今
般
の
我
が
国
会
社
法
の
改
正
点
に
も
繋
が
る
議
論
と
な
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
担
う
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
部
門
な

ど
の
特
定
業
務
を
抱
え
る
業
務
執
行
取
締
役
を
充
て
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
考
え
に
く
い
。
こ
う
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
向
け
た
新
し
い
問

題
も
生
じ
て
こ
よ
う
か
。
も
っ
と
も
従
業
員
で
な
く
債
権
者
利
益
を
代
表
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
従
業
員
と

（
三
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
四

異
な
り
、
外
部
の
存
在
で
も
あ
り
会
社
の
業
績
向
上
等
と
背
反
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
場
合
も
代
表
権
付
与
ま
で
は
想
定
し
に

く
い
。
英
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
の
趣
旨
へ
の
接
近
は
、
米
国
のT
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

に
お
い
て
も
見
ら
れ
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
視
な
ど
本
来
コ
モ
ン
ロ
ー
で
あ
る
米
国
・
英
国
に
お
け
る
修
正
あ
る
い
は
世
界
的
な
収
斂
の
大
き
な
流

れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
幾
つ
か
の
克
服
す
べ
き
法
制
度
上
の
課
題
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

５
．
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
け
る
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
質
的
義
務
化
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

（
１
）　
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
開
示
と
戦
略
報
告
書

G
reen�P

aper

に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
発
表
は
二
〇
一
七
年
八
月
に
な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
会
社
法

改
正
に
よ
っ
て
英
国
年
次
報
告
書
の
一
部
分
で
あ
る
戦
略
報
告
書
（S

trategic�report

）
提
出
の
対
象
企
業
の
範
囲
が
改
訂
さ
れ
、

二
〇
一
七
年
以
降
Ｅ
Ｕ
非
財
務
開
示
指
令
（
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
が
施
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
（L

ondon�S
tock�

E
xchange

（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
））
は
新
興
市
場
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
（A

lternative�Investm
ent�M

arket

）
企
業
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
適
用
を
開
示
す
べ

き
こ
と
を
述
べ
、
二
〇
一
八
年
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
、G

uidance�on�B
oard�E

ffectiveness

改
訂
、
更
にS

trategic�report

改
訂
が
発

せ
ら
れ
た
。
英
国
会
社
法
や
Ｅ
Ｕ
法
制
を
含
め
た
制
度
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
た
い
（
19
）

。

英
国
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
と
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
二
つ
の
コ
ー
ド
を
繋
ぐ
機
能
と
し
て
開
示
が
重
視
さ
れ
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
よ
り
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
、
モ
ニ
タ
ー
す
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
二
〇
一
三
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
年
次
報
告
書
を
体
系
化
し
、

S
trategic�report

、C
orporate�governance�report

、R
em
uneration�report

、F
inancial�statem

ents

、M
anagem

ent�report

の
五
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。S

trategic�report

で
は
非
財
務
情
報
と
し
て
事
業
戦
略
、
リ
ス
ク
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（key�perform

ance�

indicator

主
要
業
績
評
価
指
標
）
等
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。

（
三
六
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
五

二
〇
一
六
年G

reen�paper

で
は
、
役
員
報
酬
が
高
額
で
企
業
が
株
主
の
声
を
聞
か
な
い
こ
と
、
経
営
者
の
資
質
と
し
て
従
業
員
あ
る

い
は
顧
客
の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
こ
と
、
非
上
場
企
業
に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
届
か
な
い
こ
と
を
示
し
、
特
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
て
、
①
報
酬
委
員
会

強
化
お
よ
び
従
業
員
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
と
の
給
与
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
記
載
す
る
こ
と
、
従
業
員
や
顧
客
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を

取
締
役
会
の
責
任
と
し
て
明
記
さ
せ
る
こ
と
、
従
業
員
代
表
を
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
、
②
報
酬
議
案
に
反
対
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
の
開
示
、
経
営
陣
報
酬
と
従
業
員
給
与
の
中
央
値
の
比
率
を
年
次
財
務
報
告
書
に
お
い
て
公
表
す
るP

ayratio

の
開
示
（P

ay�

ratio�reporting （20
））、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
の
明
確
化
、
③S
trategic�report

に
関
し
て
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
の
全
企
業
に
適
用
し
、

公
的
に
影
響
の
あ
る
企
業
等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
他
団
体
と
の
議
論
を
求
め
て
い
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
規

定
自
体
は
改
正
さ
れ
な
い
が
、
課
題
の
具
現
化
の
た
め
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
年
次
報
告
書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、S

trategic�report

に
よ
り
説

明
責
任
が
課
さ
れ
該
当
企
業
に
お
い
て
は
必
須
要
件
と
し
て
変
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　
欧
州
非
財
務
開
示
指
令
（
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
と
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
調
和

欧
州
非
財
務
開
示
指
令
（N
on-F

inancial�R
eporting�D

irective�N
F
R
D

）
は
、
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
の
上
場
企
業
、
銀
行
・
保
険
会

社
を
対
象
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
非
財
務
情
報
の
開
示
を
求
め
る
も
の
で
、
二
〇
一
八
年
年
次
報
告
書
よ
り
適
用
さ
れ
、
先
駆
的
な
国
に
対
し
て
は

国
内
法
に
よ
る
上
乗
せ
規
制
も
認
め
る
。C

om
ply�or�E

xplain
の
ス
タ
ン
ス
を
採
ら
ず
、
非
財
務
情
報
は
義
務
的
開
示
と
な
り
、
適
時

適
切
か
つ
総
合
的
な
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（environm

ent,social,governance

）
に
関
す
る
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
セ

ス
の
開
示
も
要
求
さ
れ
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
開
示
に
よ
っ
て
従
業
員
に
よ
る
犯
罪
防
止
、
企
業
の
腐
敗
活
動
の
責
任
な
ど
を
評
価
す

る
機
能
を
備
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
21
）

。

英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
要
件
の
実
現
に
つ
き
、
英
国S

trategic�report
の
方
向
性
と
大
き
な
相
違
は
な
い
と
考
え
、
会
社
法
改

（
三
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
六

正
とS

trategic�report

改
訂
に
よ
り
対
処
を
図
ら
ん
と
し
て
、
①
二
〇
一
六
年
末
会
社
法
改
正
に
よ
りS

trategic�report

開
示
対
象

企
業
を
拡
大
し
、
②S

trategic�report

は
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
な
ら
び
にG

reen�P
aper

の
双
方
に
併
せ
て
改
訂
を
図
る
べ
く
、
二
〇
一
七
年
八

月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
Ｅ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
対
処
を
両
立
さ
せ
る
べ
く
、
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の

要
求
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
要
件
に
近
接
す
る
こ
と
、G

reen�P
aper

の
求
め
るC

orporate�G
overnance�R

eform

の
施
策
はS

trategic�report

の
要
件
に
織
り
込
め
る
こ
と
か
ら
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
を
活
用
し
て
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
お
よ

びS
trategic�report

改
訂
の
形
で
実
現
す
る
手
法
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
22
）

。

報
酬
議
案
の
問
題
点
と
し
て
、G

reen�P
aper

で
は
高
額
で
あ
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
や
投
資
家
と
し
て
は
、
役
員
報
酬

が
投
資
家
の
意
見
を
反
映
せ
ず
、
複
雑
な
方
式
で
計
算
が
な
さ
れ
収
益
低
下
を
反
映
で
き
ず
収
益
改
善
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
に
く

い
こ
と
、
法
的
拘
束
力
が
な
く
ポ
リ
シ
ー
策
定
と
報
酬
支
払
い
の
年
度
が
ず
れ
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る
。

６
．
英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
課
題

（
１
）　
取
締
役
会
議
長
と
独
立
・
非
業
務
執
行
取
締
役

英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
確
定
版
が
発
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
版
か
ら
の
修
正
点
は
、
①
小
型
・
非
上
場
企
業
へ

の
適
用
と
し
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
最
終
的
にP

rem
ium
�listing

企
業
の
み
を
対
象
と
し
、F

T
S
E
350

以
外
に
つ
い
て
免
除
項
目
も
残
し
た
。

P
rivate�large

企
業
に
は
別
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
は
新
興
市
場
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
（A

lternative�Investm
ent�M

arket

）

企
業
に
対
し
て
中
小
企
業
向
け
コ
ー
ド
（Q

uoted�C
om
panies�A

lliance
：Q

C
A

公
開
企
業
連
盟
）
を
用
い
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

P
rem
ium
�listing

企
業
へ
の
改
訂
コ
ー
ド
適
用
、
Ａ
Ｉ
Ｍ
企
業
の
Ｑ
Ｃ
Ａ
コ
ー
ド
に
よ
る
報
告
は
二
〇
一
九
年
一
月
よ
り
義
務
化
さ
れ

る
。
②
取
締
役
会
議
長
の
独
立
の
定
義
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
議
長
の
分
離
に
つ
い
て
（
23
）

、
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
異
な
り
、
取
締
役
会
議
長
は
非
業
務
執

（
三
六
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
七

行
取
締
役
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
ず
と
制
約
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

条
項
九
に
お
い
て
、
取
締
役
会
議
長
は
条
項
一
〇
の
列
挙
事
項
の
該
当
性
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る
指
名
時
点
で
独
立
性
を
有
す
る
べ
き

で
あ
る
。
取
締
役
会
議
長
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
役
割
は
同
一
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
退
任
後
に
同
じ
会
社
の
取

締
役
会
議
長
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
外
的
に
取
締
役
会
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
指
名
前
に
主
要
株
主
に
相
談
す
べ
き
で
あ
る
。
取

締
役
会
は
指
名
の
際
、
全
株
主
に
理
由
を
説
明
しw

ebsite

に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
条
項
一
〇
で
は
、
取
締
役
会
は
独
立
性
を
有
す
る

と
考
え
る
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
年
次
報
告
書
で
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
傾
向
、
損
な
わ
れ
て
い
る
と
窺

わ
れ
る
状
況
は
必
ず
し
も
限
定
的
で
な
い
が
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
。（
ａ
）
直
近
五
年
間
に
お
い
て
当
該
会
社
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
会
社
の
従
業
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。（
ｂ
）
直
近
三
年
間
に
お
い
て
当
該
会
社
と
重
要
な
業
務
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

直
接
の
関
係
の
他
、
当
該
会
社
と
関
係
を
有
す
る
者
の
共
同
経
営
者
、
株
主
、
取
締
役
、
幹
部
社
員
（senior�em

ployee

）
で
あ
っ
た
場

合
も
含
む
。（
ｃ
）
当
該
会
社
か
ら
役
員
報
酬
と
別
に
追
加
報
酬
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
、
業
績
連
動
報
酬
を
受
け
ま
た
は
受
け
た
こ

と
が
あ
る
。
当
該
会
社
の
年
金
制
度
の
構
成
員
で
あ
る
。（
ｄ
）
当
該
会
社
の
顧
問
（advisor

）、
取
締
役
、
幹
部
社
員
の
近
親
者
で
あ
る
。

（
ｅ
）
他
の
会
社
ま
た
は
団
体
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
取
締
役
の
相
互
派
遣
が
あ
る
か
、
他
の
取
締
役
ら
と
重
要
な
関
係
を
有
す
る
者
で

あ
る
。（
ｆ
）
主
要
株
主
の
代
表
者
で
あ
る
。（
ｇ
）
最
初
に
指
名
さ
れ
た
日
か
ら
九
年
を
超
え
て
取
締
役
と
し
て
職
務
を
行
っ
て
い
る
。

上
記
に
該
当
す
る
か
、
他
の
関
連
す
る
事
情
に
該
当
す
る
場
合
で
、
取
締
役
会
が
な
お
当
該
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
独
立
性
を
有

す
る
と
判
断
す
る
場
合
、
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
条
項
一
一
で
は
、
取
締
役
会
議
長
を
除
く
取
締
役
会
の
構
成
員
の
う

ち
半
数
以
上
は
、
取
締
役
会
が
独
立
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
非
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
三
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二
八

（
２
）　
英
国
二
〇
一
八
年
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
向
け
た
対
応

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
実
践
に
向
け
た
対
応
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
開
示
に
関
し
、
企
業
や
投
資
家
と
議

論
し
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
構
築
を
図
る
べ
く
、F

inancial�R
eporting�L

A
B （

24
）

の
取
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
二
〇
一
八

年
八
月S

trategic�report

ガ
イ
ダ
ン
ス
最
終
版
（
25
）

に
添
付
さ
れ
た
年
次
報
告
書
の
概
要
で
は
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
な
ら

び
に
非
財
務
情
報
へ
の
言
及
が
さ
れ
、S

trategic�report

の
提
出
対
象
者
に
つ
い
て
Ｐ
Ｉ
Ｅ
（
非
上
場
企
業
）
を
含
む
も
の
へ
と
変
更
さ

れ
た
。

７
．
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
か
か
る
二
〇
一
八
年
規
則
に
よ
る
改
正
会
社
法
四
一
四
条
Ｃ
Ｚ
Ａ
条
新
設
─S

trategic 

report

の
開
示
強
制
に
か
か
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
─

二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
一
七
二
条
に
お
い
て
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
と
共
にfairness

（
株
主
間
公
平
取
扱
義
務
）
が

示
さ
れ
て
い
る
点
が
注
視
さ
れ
る
（
26
）

。
二
〇
一
八
年
規
則
に
よ
る
改
正
会
社
法
四
一
四
条
Ｃ
Ｚ
Ａ
条
新
設
に
つ
い
て
、S

trategic�report

は
取
締
役
が
会
社
の
成
功
に
向
け
て
行
動
す
る
義
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
会
社
法
一
七
二
条
の
規
定
す
る
考
慮
す
べ
き
六
つ
の
事
項

に
つ
い
て
取
締
役
が
い
か
な
る
配
慮
を
し
た
か
に
関
す
る
記
載
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

を
受
け
て
、

S
trategic�report

の
開
示
強
制
に
か
か
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
か
ら
も
図
ら
れ
た
も
の
で
、w

ebsite

の
閲
覧

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
義
務
付
け
て
い
る
。

S
trategic�report

は
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
を
統
合
し
て
情
報
提
供
を
図
り
、
関
連
性
に
つ
い
て
投
資
家
に
説
明
す
る
た
め
に
経

営
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
リ
ス
ク
、
従
業
員
、
社
会
・
環
境
に
関
す
る
情
報
等
が
記
載
さ
れ
る
。
会
社
事
業
を

公
正
に
レ
ビ
ュ
ー
し
、
直
面
し
て
い
る
主
要
リ
ス
ク
、
不
確
実
性
に
つ
き
事
業
規
模
と
複
雑
さ
に
応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
分

（
三
六
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
二
九

析
を
行
う
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
的
な
要
素
を
会
社
法
に
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
会
社
法
上
の
成
功
に
向
け
た
取
締
役
の
義
務
と
開
示
に
つ
い
て
結
合
を

図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
有
価
証
券
報
告
書
で
は
主
要
リ
ス
ク
の
他
、
類
似
の
情
報
開
示
が
大
部
分
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、

戦
略
的
視
点
か
ら
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
の
統
合
、
会
社
事
業
の
公
正
な
レ
ビ
ュ
ー
、
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

統
合
報
告
書
に
し
て
も
戦
略
的
観
点
と
い
う
位
置
付
け
は
強
い
と
は
言
え
な
い
。
開
示
の
統
一
性
も
含
め
、
投
資
家
の
視
点
か
ら
か
か
る

戦
略
報
告
書
の
開
示
強
制
を
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
行
う
こ
と
は
参
考
と
さ
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

８
．
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
利
益
の
考
慮
義
務

（
１
）　
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
義
務
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
で
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
広
範
な
受
け
皿
を
直
接
に
は
採
用
し
に
く
く
、
他
方
英
国
は
純
粋

株
主
主
義
を
脱
し
て
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
捕
捉
範
囲
を
拡
大
し
た
と
評
せ
よ
う
。
株
主
利
益
と
し
つ
つ
、
無
条
件
か
つ

短
期
的
な
も
の
で
な
く
、
長
期
的
観
点
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
、
社
会
・
環
境
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
注
意
を
用
い
て
事
業
が
構
築

さ
れ
、
初
め
て
達
成
が
さ
れ
る
（inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
）。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
第
一
項
各
号
に
お
い
て
法
文
が
限
定
列

挙
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
も
提
示
さ
れ
、
第
一
項
本
文
の
み
の
方
が
一
般
的
記
載
と
し
て
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
（
27
）

。
今
般
の
改
正
で
は
従
業
員
利
益
に
配
慮
を
見
せ
て
い
る
が
、
今
後
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
へ
の
対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
首
肯
さ
れ
る
指
摘
で
あ
ろ
う
。

（
２
）　
米
国
、
我
が
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
対
比

英
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
米
国
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
立
法
提
案
に
比
し
て
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
す
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
忠
実

義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義
務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的
株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。

（
三
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
〇

忠
実
義
務
に
拘
泥
し
た
場
合
に
支
配
株
主
に
従
属
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
こ
の
点
で
も
先
見
性
の
あ
る
優
れ
た
考
え
方
と
い
え
る
。
我
が

国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
冒
頭
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
株
主
が
併
記
さ
れ
、inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
平
仄
が
と
れ
た
内
容
に
な
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
あ

る
い
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
問
題
へ
の
対
応
に
も
柔
軟
性
を
有
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
ろ
う
（
私
見
）。

三
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
向
け
た
動
き
と
課
題

１
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

英
国
改
訂
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
並
行
し
て
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
八
年
二
月
末
に
か
け
て
英
国
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
改
訂
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
（
28
）

。
主
要
な
質
問
と
し
て
、
①

投
資
家
等
の
立
場
毎
の
相
違
を
踏
ま
え
て
期
待
さ
れ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
や
役
割
を
分
け
て
明
記
す
る
か
、
あ
る
い
は
コ
ー
ド

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
別
々
に
発
出
す
る
か
。
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
の
議
論
と
平
仄
が
合
う
も
の
で
、
年
金
基
金
に
対
し
て
は

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
義
務
化
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
回
答
は
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（
プ
ロ
ク
シ
ー
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
役
割
に
特
別
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
②
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
コ
ピ
ー
し
た
方
が
良
い
も
の
が

あ
る
か
。
多
く
の
回
答
は
、
会
社
法
一
七
二
条
が
取
締
役
に
対
し
て
求
め
る
内
容
を
投
資
家
に
も
義
務
化
す
る
こ
と
に
賛
同
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

受
入
れ
機
関
に
対
し
て
自
社
、
投
資
プ
ロ
セ
ス
、
投
資
先
企
業
の
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
如
何
に
考
慮
し
た
か
等
に
つ
き
報
告
す

る
こ
と
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
③
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
、
あ
る
い
は
よ
り
広
範
な
社
会
的
影
響
を
明
示
的
に
参
照
す
る
か
。
④

Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
投
資
家
に
対
し
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
報
告
、
業
績
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
明
示
的
に
要
求
す
る
か
。
大
半
の
回
答

（
三
六
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
一

は
、
重
要
性
に
基
づ
く
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
。
⑤
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
フ
ァ
ン
ド
の
目
的
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
フ
ァ
ン
ド
毎
に
開
示
す
る
よ
う
に
求
め
る
か
。
大
半
の
回
答
は
、
特
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
自
主
的
に
開
示
す
る
こ
と
に
つ
き
、

透
明
性
を
高
め
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
は
有
益
と
し
て
支
持
す
る
が
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
増
、
雛
型
的
記
載
（boilerplate

）

に
陥
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
特
に
②
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
コ
ー
ド
内
容
の
同
質
化
を
通
じ
、
取
締
役
に
お
け
る
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
考
慮
義
務
の
み
な
ら
ず
、
株
主
に
つ
い
て
も
会
社
に
対
す
る
成
功
促
進
あ
る
い
は
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た

忠
実
義
務
の
内
容
を
要
求
す
る
も
の
と
評
せ
よ
う
か
（
私
見
）。

２
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令

（
１
）　
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
と
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
の
関
係

英
国
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
背
景
に
二
〇
一
〇
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
策
定
し
、
二
〇
一
二
年
改
訂
を
経
て
二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
新
た
な

改
訂
案
を
公
表
し
た
。
持
続
的
価
値
を
与
え
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
発
展
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
と
し
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
合
わ
せ
構
成
の

見
直
し
を
実
施
し
、
原
則
の
み
をA

pply�and�E
xplain

と
し
て
適
用
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指

令
（S

hareholder�R
ights�D

irective�S
R
D
Ⅱ

）
は
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
透
明
性
の

向
上
の
た
め
の
規
制
（
一
部
の
規
定
に
つ
い
て
はC

om
ply�or�E

xplain

）
を
導
入
し
た
（
29
）

。

英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
と
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
等
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
①
欧
州
で
は
根
拠
法
令
等
を
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
と
し
、
二
〇
一
七
年

六
月
施
行
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
ま
で
に
加
盟
国
で
は
国
内
法
整
備
が
必
要
と
な
る
。
手
法
は
一
部
規
定
に
つ
い
て
はC

om
ply�or�

E
xplain

の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
を
導
入
し
て
い
る
（
30
）

。
②
英
国
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
正
案
を
根
拠
法
令
等
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
時
期
は
二
〇
一
九
年
一
月
に
公
表
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
に
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
手
法
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
同

（
三
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
二

様
に
一
部
の
規
定
にC

om
ply�or�E

xplain

を
導
入
し
て
い
る
が
、
適
用
を
義
務
付
け
の
是
非
に
つ
い
て
は
意
見
を
募
集
し
て
い
る
。
位

置
付
け
と
し
て
は
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
を
受
け
た
国
内
法
と
な
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
金
融
機
関
等
の
業
者
や
分
野
の
規
則
等
が
記
載
さ

れ
、
改
訂
案
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
取
組
み
の
最
低
限
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
位
置
付
け
る
予
定
で
あ
る
。
③
改
訂
案
に
つ
い
て
、

二
〇
一
九
年
夏
に
確
定
の
予
定
で
あ
る
。
手
法
に
つ
い
て
、
原
則
部
分
はA

pply�and�E
xplain

、
条
項
等
はC

om
ply�or�E

xplain

が

採
用
さ
れ
る
。
位
置
付
け
は
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
よ
り
も
更
に
高
い
水
準
を
要
求
し
て
い
る
（
上
乗
せ
規
制
）。

（
２
）　
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
開
示
規
制

（
イ
）　
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
Ⅱ
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
に
お
け
る
開
示
規
制
　
株
主
権
利
指
令
Ⅱ
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
は
二
〇
一
七
年
六
月
に
改
訂
さ

れ
、
加
盟
国
は
二
〇
一
九
年
六
月
ま
で
に
国
内
法
整
備
が
求
め
ら
れ
る
（
31
）

。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
適
用
に
つ
い
て
、
加
盟
国
は
行
動
規

範
に
従
う
議
決
権
行
使
助
言
会
社
が
当
該
行
動
規
範
の
適
用
に
関
す
る
実
効
的
な
報
告
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
前
文
（
26
）

、
第
一
条

（
１
）（
ａ
）
２
）。
加
盟
国
は
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
を
含
む
対

話
方
針
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
毎
年
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
三
ｇ
条
）。
加
盟
国
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
お
い
て
以
下
の

内
容
を
毎
年
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
三
ｊ
条
）。（
ⅰ
）
利
用
し
て
い
る
手
法
、
モ
デ
ル
の
特
徴
。（
ⅱ
）
主
な
情
報
源
。（
ⅲ
）

議
決
権
行
使
助
言
等
の
質
（
ス
タ
ッ
フ
の
適
格
性
を
含
む
）
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
。（
ⅳ
）
各
国
市
場
、
法
規
制
、
対
象
企
業
に
か
か
る

固
有
の
事
情
の
考
慮
の
有
無
・
内
容
。（
ⅴ
）
市
場
毎
の
議
決
権
行
使
助
言
方
針
の
特
徴
。（
ⅵ
）
対
象
企
業
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

対
話
の
有
無
・
内
容
。（
ⅶ
）
利
益
相
反
管
理
方
針
。

（
ロ
）　
英
国
に
お
け
る
開
示
規
制
─
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
案
─
　
二
〇
一
九
年
一
月
公
表
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
で

は
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
へ
の
適
用
に
つ
い
て
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
議
決

（
三
六
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
三

権
行
使
助
言
会
社
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
対
象
と
す
る
（［
本
コ
ー
ド
の
適
用
］
二
．）。
機
関
投
資
家
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

署
名
者
は
ど
の
助
言
会
社
を
利
用
し
、
ど
の
範
囲
で
助
言
等
が
署
名
者
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
利
用
さ
れ
る
か
を
示
す
べ
き
で

あ
る
（
条
項
二
四
）。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
対
応
で
は
、
署
名
者
は
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
よ
う
投
資
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
果
た
し
（
原
則
Ｂ
）、
署
名
者
は
顧
客
利
益
を
優
先
す
る
利
益
相
反
管
理
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
原
則
Ｄ
）。
サ
ー
ビ
ス
の
正
確
性
と
品
質
に
つ
い
て
顧
客
に
周
知
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
役
務
を
提
供
す
る
の
に
適
切
な
経
験
、
適
格
性

を
確
保
す
べ
き
こ
と
、
利
益
相
反
管
理
方
針
の
開
示
と
行
動
規
範
策
定
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
指
針
一−

六
）。

３
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
年
金
基
金
へ
の
実
質
的
な
義
務
化
の
問
題

Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
に
お
い
て
は
株
主
の
権
利
の
実
行
な
ら
び
に
責
任
に
関
し
て
、
企
業
側
は
株
主
に
つ
い
て
知
る
権
利
の
必
要
性
が
あ
り

大
量
保
有
す
る
場
合
に
加
盟
国
間
で
の
開
示
に
繋
が
る
こ
と
、P

roxy�voting

（
議
決
権
の
代
理
行
使
）
の
環
境
整
備
や
電
子
化
と
透
明
性

向
上
、
更
にP

roxy�advisors

の
透
明
性
向
上
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
お
よ
び
透
明
性
向
上
、
重
要
な
議
決
権
行
使
の
開
示
や

役
員
報
酬
お
よ
び
関
連
当
事
者
間
取
引
の
議
決
権
の
質
的
向
上
、
投
資
家
資
産
の
開
示
等
に
資
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
年
金
基
金
（pension�funds

）
へ
の
実
質
的
な
義
務
化
の
問
題
が
出
さ
れ
、
株
主
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
関

与
拡
大
が
財
務
や
非
財
務
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
の
開
示
の
改
善
に
繋
が
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
就
中
従
業
員
の
関

与
の
拡
大
が
上
場
企
業
の
長
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
奨
励
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
32
）

。
英
国
で
は
二
〇
一
五
年
に
年
金
基
金
に
対
し
て

Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
義
務
化
す
べ
き
か
、
特
に
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
（T

rustee

）
と
し
て
の
信
託
形
態
フ
ァ
ン
ド
の
受
託
者
に
対
し
て
規
制
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｆ
（T

he�N
ational�A

ssociation�of�P
ension�F

unds
）
の
反
対
に
遭
い
見
送
ら
れ
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｐ
は
続
け
て

T
rustee ’s�investm

ent�duties

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、P

ension�T
rustee

が
持
つ
べ
き
責
任
投
資
に
か
か
る
投

（
三
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
四

資
方
針
（
年
金
法
に
基
づ
く
投
資
原
則
書S

tatem
ent�of�Investm

ent�P
rinciples�S

IP

）
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
特
定
項
目
を
義
務
付
け
す
る
こ

と
に
意
見
を
求
め
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
の
義
務
付
け
が
実
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
上
の
区
分
け
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
役
割
を
明
記
し
て
、

Ｄ
Ｗ
Ｐ
の
領
域
な
が
ら
年
金
基
金
の
義
務
化
に
つ
い
て
対
応
を
準
備
す
る
こ
と
、
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
と
調
和
を
図
り
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
開
示
、
議
決
権
行

使
結
果
の
開
示
を
義
務
付
け
す
る
方
向
で
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
、
改
訂
後
にT

iering

（
運
用
機
関
評
価
（
33
）

）
を
図
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

４
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
とA

pply and E
xplain

（
１
）　
コ
ー
ド
の
見
直
し
と
適
用
範
囲
拡
大
な
ら
び
にA

pply and Explain

英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
案
の
内
容
は
二
〇
一
二
年
改
訂
以
降
の
実
務
動
向
、
二
〇
一
七
年
改
正
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
を
踏
ま
え
て
機
関
投
資
家
に
よ
る

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
高
度
な
期
待
を
示
し
て
い
る
（
34
）

。
全
体
の
構
成
、
章
立
て
を
見
直
し
、
英
国
二
〇
一
八
年
Ｃ
Ｇ
Ｃ
改
訂
に

沿
っ
て
原
則
（P

rinciples

）、
条
項
（
各
則
）（P

rovisions

）
に
整
理
し
、
指
針
（G

uidance

）
を
設
け
た
。
条
項
に
関
し
て
はC

om
ply�or�

E
xplain

が
求
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
内
容
を
示
す
原
則
に
つ
い
て
は
適
用
し
た
う
え
で
の
態
様
を
示
すA

pply�and�E
xplain

が
新

し
く
求
め
ら
れ
る
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
で
あ
るC

om
ply�or�E

xplain

か
ら
の
一
部
脱
却
を
図
る
も
の
と
し
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
運
用
機
関
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
等
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
適
用
さ
れ
る
規
律
が
区
別
さ
れ
、
各
則
で

も
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
運
用
機
関
の
内
容
が
個
別
に
示
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
章
を
新
設
し
て
い
る
。
コ
ー
ド
適
用
範
囲

を
拡
大
し
、
上
場
株
式
の
み
な
ら
ず
非
上
場
株
式
や
債
券
な
ど
に
投
資
す
る
場
合
も
機
関
投
資
家
が
影
響
力
や
権
利
を
有
す
る
場
合
は
適

用
対
象
と
な
る
。
コ
ー
ド
適
用
の
実
質
化
を
目
指
す
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

（
三
七
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
五

（
２
）　
組
織
目
的
等
の
設
定
な
ら
び
に
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
の
同
質
化

機
関
投
資
家
は
組
織
目
的
を
設
定
し
、
目
的
や
戦
略
、
価
値
観
、
組
織
文
化
が
い
か
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
こ
と
に

繋
が
る
か
に
つ
い
て
開
示
す
べ
き
と
す
る
（
原
則
Ａ
）。
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
組
織
文
化
や
組
織
活
動
全
体
に
対
し
て
コ
ー
ド

の
精
神
を
織
り
込
む
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
趣
旨
と
い
え
る
。
機
関
投
資
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を

果
た
す
観
点
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
切
な
方
針
、
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
（
条
項
三
）、
組
織
と
し
て
の
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
確

保
し
て
い
る
か
を
説
明
す
べ
き
こ
と
（
条
項
五
）
規
定
さ
れ
る
。
内
容
・
趣
旨
が
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
同
様
と
な
り
、
か
つ
詳
細
に
な
り
つ
つ

あ
る
感
を
受
け
る
。
経
営
者
が
担
う
べ
き
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
と
機
関
投
資
家
が
担
うF

iducialy�D
uty （35

）
あ
る
い
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
に
関
し
て
、
名
宛
人
は
異
な
る
が
受
託
者
責
任
と
称
し
て
包
摂
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
、
持
続
的
成
長
と
企
業
価
値
向
上
を
目

指
し
て
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
上
で
当
然
示
さ
れ
る
方
向
性
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
３
）　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮

機
関
投
資
家
は
気
候
変
動
問
題
を
含
む
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
い
か
に
考
慮
し
て
い
る
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
原
則
Ｅ
）。
機

関
投
資
家
に
よ
る
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
結
び
付
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
増
加
を
踏
ま
え
、
長
期
的
視
点
に
立
つ
べ
く
投
資
時
間
軸
（tim

e�

horizon

）
に
関
す
る
開
示
を
求
め
て
い
る
（
条
項
一
〇
）。

５ 

．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
に
お
け
る
新
た
な
定
義
と
深
化
─
二
〇
一
九
年
一
月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書

を
踏
ま
え
て
─

（
１
）　
二
〇
一
九
年
一
月
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書

改
訂
作
業
が
進
め
ら
れ
る
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
関
し
て
、C

onsulting�on�a�revised�U
K
�S
tew
ardship�C

ode

（
二
〇
一
九
年
一
月
）
を
基

（
三
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
六

に
今
後
の
課
題
な
ど
を
更
に
探
っ
て
い
き
た
い
（
36
）

。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書
のIntroduction

と
し
て
は
、
以
下
の
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
（
37
）

。
①
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
金
融
危
機
に
か
か
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
基
に
し
て
、
最
初
に
二
〇
一
〇
年
投
資
家
と
最
終
受
益
者
の

long-term
�return

を
改
善
す
べ
く
策
定
さ
れ
た
。
②
二
〇
一
二
年
の
前
回
改
訂
か
ら
英
国
に
お
け
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
投
資
家
を
引
き
付
け
て
き
た
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
経
営
の
意
思
決
定
（decision-m

aking

）
の
不

十
分
さ
、
業
績
低
迷
も
ま
た
窺
え
る
。
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（effective�stew

ardship

）
の
発
揮
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
は

経
営
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
、
経
済
に
お
け
るcapital�allocation

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ひ
い
て
は
投
資
家
や

社
会
、
持
続
的
な
経
済
成
長
（sustainable�econom
ic�grow

th

）
を
支
え
る
こ
と
に
繋
が
ろ
う
。
③
顧
客
に
対
し
て
機
関
投
資
家
の
責
任
を

果
た
す
上
で
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
る
。
特
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
か
に
責
任
を
果
た
し

て
い
る
か
に
関
す
る
よ
り
質
の
高
い
情
報
を
得
る
こ
と
に
対
し
て
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
か
ら
出
さ
れ
る
要
望
を
備
え
た
市
場
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
英
国
金
融
資
本
市
場
の
質
と
誠
実
性
（quality�and�integrity

）
の
維
持
と
改
善
を
図
る
こ
と
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

の
署
名
機
関
な
ら
び
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
注
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
④
二
〇
一
九
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
ド
ラ
フ
ト
案
策
定
に
お
い
て
、
一
七
〇
の
機

関
投
資
家
等
を
訪
問
し
、feedback

を
得
た
。
ま
た
英
国
、
カ
ナ
ダ
に
活
動
の
基
礎
を
置
き
、
欧
州
や
ア
ジ
ア
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い

る
投
資
家
と
も
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

①
二
〇
一
二
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は
受
益
者
、
経
済
お
よ
び
社
会
に
持
続
可
能
な
価
値
を
生
み
出
す
た
め
の

機
関
投
資
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
亘
る
責
任
あ
る
資
本
の
配
分
お
よ
び
管
理
で
あ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
は
資
産
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
監
視
、
発
行
者
の
関
与
、
重
要
な
問
題
を
説
明
す
る
た
め
の
保
持
と
活
動
の
結
果
に
関
す
る
公
開
さ
れ
た
報
告
が

含
ま
れ
る
（
38
）

。
新
し
い
定
義
は
受
益
者
の
資
産
を
受
託
す
る
と
い
う
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
主
な
目
的
を
特
定
し
、
同
時
に
投
資
の
意
思

（
三
七
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
七

決
定
と
上
場
株
式
以
外
の
資
産
へ
の
投
資
を
含
め
、
規
範
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
②
目
的
・
価
値
・
文
化
（P

urpose,�values�and�

culture
）
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
署
名
者
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
組
織
的
目
的
、
戦
略
、
価
値

お
よ
び
文
化
を
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
目
標
は
、
顧
客
ま
た
は
受
益
者
に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
こ
と

を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
目
的
の
焦
点
は
ド
ラ
フ
ト
案
を
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
一
致
さ
せ
、
事
業
全
体
に
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
行
動
が
確
実
に
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。
③
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
投
資
ア
プ
ロ
ー
チ
の
統
合
（Integration�of�

stew
ardship�and�investm

ent�approach

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
如
何
に
し
て
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
投
資
の
意
思
決
定
、
権
限
（m

andate

）
の
設
計
や
そ
の
他
の
活
動
を
含
む
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
統
合
す
る
か
に

つ
い
て
よ
り
高
い
基
準
を
設
定
し
て
い
る
。
④
上
場
株
式
を
超
え
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（S

tew
ardship�beyond�listed�equity

）
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
英
国
上
場
株
式
市
場
を
株
主
に
と
り
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然

と
し
て
資
本
は
投
資
家
が
異
な
る
期
間
や
投
資
期
間
、
権
利
や
影
響
力
の
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
る
様
々
な
資
産
の
ク
ラ
ス
に
投
資
さ
れ
、

債
券
や
イ
ン
フ
ラ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
等
（such�as�fixed-incom

e�bonds�and�infrastructure�equity

）、
上
場
株
式
以
外
の
資
産
へ
の
投
資
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
署
名
者
は
資
本
が
ど
の
よ
う
に
投
資
さ
れ
た
と
し
て
も
、
利
用
可
能
な
資
源
、
権
利
お
よ
び
影
響
力
を

用
い
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
す
る

こ
と
（R

ecognising�the�im
portance�of�environm

ental,�social�and�governance�

（E
S
G

）�issues

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
二
〇
一
二

年
以
降
、
持
続
可
能
な
金
融
、
責
任
あ
る
投
資
お
よ
び
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
重
要
な
進
展
を
反
映
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
現
在
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
に
つ
い
て
明
確
に
言
及
し
て
い
る
。
署
名
者
は
自
身
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
際
に
気
候

変
動
を
含
む
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
受
益
者
の
投
資
期
間
に
合
わ
せ
た
ス
チ
ュ

（
三
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
三
八

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
お
よ
び
投
資
の
意
思
決
定
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
需
要
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
⑥
投
資
チ
ェ
ー
ン
内
の
様
々
な
事
業
体
の
明
確
な
期
待
に
つ
い
て
、
コ
ー
ド
の
将
来
の
方
向
性
に
関
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
（
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
）
の
回
答
者
の
大
半
は
、
投
資
業
界
に
お
け
る
様
々
な
事
業
体
の
役
割
に
合

わ
せ
て
よ
り
明
確
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ド
ラ
フ
ト
案
は
よ
り
詳
細
な
規
定
と
指
針
を
通
じ
て
こ
れ
に
対
処
し
て

い
る
。
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（investm

ent�com
m
unity

）
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（investm

ent�consultants

）、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（proxy�advisers

）、
お
よ

び
効
果
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（service�providers

）
を

含
ん
で
い
る
。
コ
ー
ド
は
単
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
コ
ー
ド
の
署
名
者
が
各
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
目
的
、
受
益

者
お
よ
び
顧
客
へ
の
義
務
を
果
た
す
た
め
の
活
動
に
沿
っ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
⑦
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ

と
連
携
し
た
再
構
築
（R

estructuring�to�align�w
ith�the�U

K
�C
orporate�G

overnance�C
ode

）
に
つ
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
案
の
構
造
は
番
号
付

き
の
セ
ク
シ
ョ
ン
、
原
則
、
規
定
に
補
足
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
伴
う
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
連
携
に
よ
り
二
〇
一
九
年
Ｓ
Ｓ
Ｃ

は
成
功
し
た
企
業
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
貢
献
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
信
頼
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。
元
来
が
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
契
機
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
経
て
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
質
化
の
観
点
か
ら
も
内
容
の
同
質
化
が
進
み
、
機
関
投
資
家
と
経
営
陣
に
か
か
る
規
律
の
一
体
的
把
握

に
逆
戻
り
つ
つ
あ
る
と
も
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。
⑧
よ
り
厳
格
な
報
告
要
件
（M

ore�rigorous�reporting�requirem
ents

）
に
つ
い
て
、
全

て
の
署
名
者
は
、
自
ら
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
な
ら
び
に
定
め
ら
れ
た
目
的
を
ど
の
程
度
効
果
的
に
達
成
し
た
か
に
関
す
る
評
価

に
つ
い
て
、
公
衆
へ
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
報
告
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
規
範
に
署
名
し
た
際
の
方
針
と
実
務
に
関
す
る

（
三
七
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
三
九

声
明
（a�P

olicy�and�P
ractice�S

tatem
ent

）
お
よ
び
年
次
活
動
と
成
果
報
告
（an�annual�A

ctivities�and�O
utcom

es�R
eport

）
で
あ
る
。

ま
た
単
一
の
コ
ー
ド
（s�single�code

）
を
維
持
し
つ
つ
も
、
受
託
者
責
任
（fiduciary�responsibilities

）
を
有
す
る
ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
お
よ
び
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
議
決
権
行
使
助
言
会
社
お
よ
び
投
資
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て

は
、
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
役
割
と
責
任
に
応
じ
て
原
則
と
条
項
を
区
別
し
て
適
用
し
て
い
る
。

（
２
）　Investor Forum

に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
対
比

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
革
、
な
ら
び
に
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
深
化
を
企

図
す
る
ケ
イ
報
告
書
（T

he�K
ay�R

eview
�of�U

K
�E
quity�m

arket�and�L
ong-T

erm
�D
ecision （39

））
を
嚆
矢
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
設
立
の

Investor�F
orum （

40
）

に
お
い
て
複
数
の
投
資
家
の
協
働
に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
推
進
さ
れ
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法

一
七
二
条
を
踏
ま
え
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
深
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
ケ
イ
報
告
書
の
提
言
に
お
い
て
は
、Investor�F

orum

は
投
資
家
に
よ
る
集
団
的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（to�facilitate�collective�engagem

ent�by�investors

）
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
四
年
設
立
後
も
課
題
が

な
お
存
続
し
て
い
る
。
資
本
市
場
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
（short-term

ism
�in�equity�m

arkets

）、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
捻
じ
れ

（the�m
isalignm

ent�of�incentives （41
））、

仲
介
か
ら
派
生
す
る
信
頼
の
問
題
な
ど
、
ド
ラ
フ
ト
案
は
か
か
る
課
題
に
引
き
続
き
取
組
む
こ
と
を

模
索
し
て
い
る
（
42
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
複
数
の
投
資
家
と
の
協
働
に
よ
っ
て
企
業
の
問
題

解
決
を
目
指
す
も
の
で
、
本
質
的
に
は
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
は
異
質
な
要
素
も
含
む
が
、
も
っ
と
も
近
時
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
フ
ァ

ン
ド
に
お
い
て
は
取
締
役
派
遣
、
更
に
は
私
的
和
解
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
結
果
的
に
企
業
価
値
向
上
と
い
う
対
象
企
業
と
同
一
の
方

向
性
に
進
む
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
方
向
性
と
も
合
致
す
る
（
私
見
）。
そ
の
際
、
情
報
の
非
対
称
性
な
ど

（
三
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
〇

も
新
し
い
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

６
．
利
益
相
反
モ
デ
ル
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
機
能
発
揮

我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
導
入
と
二
〇
一
五
年
会
社
法
改
正
を
踏
ま
え
、
株
主
保
有
状
況
に
即
し
た
株
主
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on�E
xecutive�

D
irector�N

E
D

）
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
三
つ
の
利
益
相
反
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
43
）

。
①
株
主
分
散
状
況
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取

締
役
主
導
型
利
益
相
反
処
理
。
②
支
配
株
主
主
導
型
利
益
相
反
処
理
。
支
配
株
主
型
の
利
益
相
反
処
理
は
支
配
株
主
対
一
般
株
主
の
ヨ
コ

の
利
益
相
反
処
理
で
あ
り
、
支
配
株
主
が
不
当
に
一
般
株
主
か
ら
搾
取
さ
れ
な
い
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
面
の
手
当
て
が
論
点
と
な
る
。
一
方
、

株
主
分
散
の
状
況
下
で
は
総
株
主
対
業
務
執
行
者
の
タ
テ
の
利
益
相
反
処
理
が
課
題
と
な
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
職
責
は
ヨ
コ
の
利
益
相
反
処
理

で
検
討
さ
れ
、
欧
米
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
一
定
の
行
動
規
範
の
下
で
行
う
関
与
に
対
し
て
法
的
効
果
が
付
与
さ
れ
る
。
米
国
で
は
独
立
し
た

Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
了
承
す
れ
ば
経
営
判
断
原
則
（business�judgm

ent�rule

）
が
適
用
さ
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
行
う
審
査
プ
ロ
セ
ス
の
み
が
司
法
審
査
の

対
象
と
な
る
。
独
立
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
不
在
の
場
合
は
、
完
全
公
正
規
準
（entire�fairness

）
基
準
が
適
用
さ
れ
、
会
社
側
は
勝
訴
に
持
ち

込
み
に
く
く
な
る
。
②
類
型
で
は
支
配
株
主
が
利
益
も
最
も
享
受
し
主
要
株
主
が
責
任
を
負
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
り
、
一
般
株
主
に
対
す

る
利
益
相
反
処
理
は
別
途
手
当
て
を
図
る
。S

upervisory�B
oard

は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
と
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
り
構
成
し
、

M
anagem

ent

層
の
業
務
執
行
を
監
視
す
る
。
米
国S

outhern�P
eru

事
案
（
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
支
配
株
主
に
お
け
る
当
該
企
業
に

対
す
る
忠
実
義
務
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
る
中
、
②
類
型
の
提
示
の
意
味
合
い
は
企
業
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
い
て
大
き
い
と
思
料
さ
れ

る
（
私
見
）。
③
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
機
関
投
資
家
）
主
導
型
利
益
相
反
処
理
　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
機
能
発
揮
型
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
個
人
株
主

を
機
関
投
資
家
が
束
ね
、
機
関
投
資
家
同
士
も
シ
テ
ィ
に
お
い
て
纏
ま
っ
て
い
く
方
策
で
従
来
の
英
国
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
我
が
国
が
③

類
型
の
利
益
相
反
処
理
を
進
め
る
に
当
た
り
、
課
題
と
し
て
は
機
関
投
資
家
同
士
の
ヨ
コ
の
連
係
が
十
分
で
な
い
環
境
が
あ
り
、
金
商
法

（
三
七
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
一

上
の
大
量
保
有
報
告
規
制
の
重
要
提
案
行
為
の
範
囲
の
問
題
も
あ
り
話
し
合
い
が
進
展
し
に
く
い
面
が
あ
る
こ
と
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
規
制

の
面
で
構
成
要
件
主
義
、
課
徴
金
の
二
重
形
式
主
義
を
採
用
し
諸
外
国
に
比
し
広
範
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
英
国
に
比
し

て
個
人
株
主
の
多
さ
も
難
点
と
な
ろ
う
。
加
え
て
③
類
型
の
利
益
相
反
処
理
を
図
る
場
合
、
大
株
主
に
対
す
る
情
報
請
求
権
の
存
在
が
不

可
欠
と
な
り
、
会
社
法
上
の
手
当
も
検
討
課
題
と
な
る
。
株
式
状
況
に
応
じ
て
各
上
場
企
業
に
お
け
る
そ
の
時
点
の
最
適
モ
デ
ル
を
柔
軟

に
構
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
法
制
と
し
て
は
全
モ
デ
ル
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
図
る
こ
と
と
な
る
（
44
）

。
今
後
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い

て
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
条
項
を
提
示
す
る
こ
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
よ
る
私
的
和
解
な
ら
び
にW

olf�P
ack

の
動
向
が
意

義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。

７
．
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
と
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
課
題

英
国
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
を
通
じ
て
、
①
基
本
原
則
の
み
に
限
定
さ
れ
る
か
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
上
場
市
場
規
模
に
関
わ
ら
ず
一

律
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
適
用
さ
れ
、
機
関
投
資
家
が
実
質
不
在
で
あ
る
中
小
規
模
企
業
に
対
し
、
現
状
の
モ
デ
ル
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
が
な
し
得

る
か
が
課
題
と
な
り
、
設
立
直
後
あ
る
い
は
上
場
間
も
な
い
企
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
②
次
に
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と

し
つ
つ
、
取
締
役
会
議
長
に
か
か
る
独
立
性
の
定
義
等
が
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
記
載
さ
れ
た
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
動
き
と
し
て
今
後
の
影
響
な
ど
が

注
視
さ
れ
る
。
③
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
開
示
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、F

R
C
�S
trategicr�report

と
欧
州
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
の
同
一

化
が
進
展
す
る
場
合
、
彼
我
の
企
業
に
お
い
て
投
資
家
を
共
有
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
企
業
と
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
意
義
は
見
い
出
せ
る
。
④
今
後
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
に
お
い
て
、
欧
州
指
令
な
ど
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
開

示
要
件
が
注
目
を
集
め
る
。
⑤
関
連
省
庁
で
共
通
の
目
的
を
有
し
、
整
合
性
の
あ
る
対
応
を
試
み
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
と
一
貫
性
を
持
た

せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
優
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
Ｅ
Ｕ
あ
る
い
は
英
国
政
府
全
体
に
お
け
る
整
合
性
を
と
り
つ
つ
、
コ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
企

（
三
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
二

業
開
示
、
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
め
て
総
合
的
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
も
長
く
、
意
見
も
反
映
さ
せ
て

お
り
、
規
制
当
局
と
対
象
企
業
の
対
話
も
深
ま
り
を
み
せ
て
い
る
（
45
）

。
特
に
③
に
つ
い
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
場
合
に
は
Ｅ
Ｕ
一
般

デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
と
同
様
に
、
共
通
化
尺
度
と
し
て
も
国
際
財
務
報
告
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）・
国
際
会
計
基
準
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
等

の
会
計
面
の
み
な
ら
ず
、
開
示
法
制
全
般
の
平
仄
合
わ
せ
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
有
す
る
。
④
の
点
も
、
我
が
国
の
運
用
企
業
は
直
接
・

間
接
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

１
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
と
問
題
意
識

（
１
）　
続
い
て
米
国
の
最
新
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
関
し
て
、
従
前
の
株
主
万
能
主
義
か
ら
長
期
的
企
業
価
値
向
上
へ
の
転
換
が
窺
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
な
ら
び
に
司
法
判
断
（
ケ
ー
ス
ロ
ー
）
の
面
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
持
た
な

い
と
さ
れ
る
米
国
に
お
い
て
も
、
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、
我
が
国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
も
親
和
性
の
あ
る
法
案

提
出
、
支
配
株
主
に
か
か
る
議
決
権
行
使
等
に
か
か
る
裁
判
例
が
相
次
い
で
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

以
下
で
は
、
四
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─
、
五
．
米
国
に
お
け
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T

he�A
ccountable�C

apitalism
�A
ct

、eB
ay�D

om
estic�H

oldings

判
決
─
、
六
．
米

国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容

の
契
機
の
順
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
三
七
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
三

（
２
）　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
忠
実
義
務
─
完
全
公
正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
─

米
国
で
は
、
注
意
義
務
に
関
し
て
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
事
実
上
の
免
責
が
図
ら
れ
、
緩
や
か
な
運
用
が
な
さ
れ
て
き
た
。
受
認

者
の
行
為
規
範
の
水
準
と
司
法
審
査
の
基
準
が
乖
離
し
、
法
に
よ
る
作
用
と
し
て
信
認
義
務
を
通
じ
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
コ
ー
ド
の
機

能
が
実
質
的
に
果
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
る
。
本
来
は
厳
格
責
任
で
あ
る
べ
き
忠
実
義
務
に
つ

い
て
、
適
用
範
囲
拡
大
に
伴
い
規
範
化
概
念
と
し
て
柔
軟
な
扱
い
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
で
あ
り
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
の
接
点
と
も
な
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

忠
実
義
務
に
関
連
し
て
、
支
配
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
の
忠
実
義
務
な
ら
び
に
完
全
公
正
基
準
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
少
数
株
主

重
視
が
議
論
さ
れ
、
株
主
主
権
万
能
の
修
正
の
流
れ
が
顕
現
し
つ
つ
あ
る
。
忠
実
義
務
の
下
位
的
要
求
と
し
て
誠
実
義
務
を
位
置
付
け
る

司
法
判
断
も
出
さ
れ
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
看
取
で
き
る
。

（
３
） 　
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視
─T

he A
ccountable Capitalism

 A
ct

、eBay D
om

estic 

H
oldings

判
決
─

米
国
で
は
英
国
や
我
が
国
の
よ
う
に
政
府
主
導
で
は
な
く
、
民
間
団
体
主
導
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
原
則
が
制
定
さ
れ
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
弱
い
。
半
面
で
、
民
主
党
主
導
に
よ
り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
し
た

経
営
を
求
め
、
連
邦
政
府
認
定
を
義
務
付
け
る
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
が
二
〇
一
八
年
八
月
提
出
さ
れ
た
。
従
業
員
の
経

営
参
加
、
政
治
献
金
の
制
限
等
に
よ
る
株
主
主
権
か
ら
の
脱
却
、
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
な
ど
、
本
来
は
コ
ー
ド
の
盛
り
込
ま
れ
る
は
ず
の
内
容
を
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
枠
内
に
収
め
、
実
質
的
に
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
機
能
も
担
っ
て

い
る
点
、
注
視
さ
れ
る
。
受
託
者
責
任
と
長
期
企
業
価
値
向
上
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
規
制
改
革
な
ど
も
議
論
さ
れ
、
株
主

（
三
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
四

第
一
主
義
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
、
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
（
短
期
主
義
）
の
是
正
、
英
国
二
〇
〇
六
年

会
社
法
一
七
二
条
と
共
通
す
る
取
締
役
の
義
務
の
法
制
度
化
に
向
け
た
動
き
と
思
料
さ
れ
る
。
上
場
規
則
に
よ
り
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト
を
図
ら
ん
と
す
る
我
が
国
の
方
向
性
と
も
異
な
っ
て
い
よ
う
。

（
４
） 　
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

続
い
て
米
国
に
お
け
る
判
例
に
よ
る
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
動
向
に
つ
い
て
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
を
通
じ
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
秩

序
の
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。eB

ay�D
om
estic�H

oldings

判
決

（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
取
締
役
が
株
主
利
益
最
大
化
を
図
る
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
他
方
でT

hird�

P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS

otheby ’s
社
の
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
判
断
（
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
中
長
期

的
利
益
最
大
化
の
視
点
か
ら
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、
短
期
的
利
益
の
実
現
行
動
に
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
助
力
し
な
い
と
の

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
買
収
防
衛
策
の
有
用
性
の
再
考
察
と
し
て
、
ユ
ノ
カ
ル
判
決
（
一
九
八
五
年
）、
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
（
一
九
八
八
年
）

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
米
国
に
お
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
掲
の
通
り

W
olf�P

ack

に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
経
営
陣
の
協
働
化
を
通
じ
、
近
年
廃
止
の
方
向
に
あ
る
買
収
防
衛
策
に
企
業
価
値
向
上
の
視
点

か
ら
な
お
新
た
な
有
益
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
（
石
崎
泰
哲
弁
護
士
）、
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
も
今
後
の
改
訂
を
通
し
て
、
機
関

投
資
家
に
お
け
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
す
る
素
地
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
三
八
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
五

２
．
米
国
信
認
義
務
に
お
け
る
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
不
分
明
、
行
為
規
範
と
司
法
審
査
基
準
の
乖
離

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
し
て
忠
実
義
務
、
対
会
社
の
受
託
者
責
任
、
支
配
株
主
と
株
主
間
の
差
別
化
な
ら
び
に
完
全
公

正
基
準
と
企
業
価
値
向
上
義
務
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
配
慮
義
務
等
に
つ
い
て
、
私
見
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
（
46
）

。
効
果
的
な
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
達
成
と
柔
軟
性
の
維
持
に
関
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
論
じ
る
際
、
社
会
規
範
等
の
法
以
外
の
要
素
も
無

視
で
き
ず
（
47
）

、
社
会
規
範
と
法
は
相
互
に
作
用
す
る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
。
注
意
義
務
に
お
け
る
行
為
基
準
と
審
査
基
準
の
分
岐
に
関
し

て
、
取
締
役
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
緩
や
か
な
司
法
審
査
基
準
が
望
ま
し
い
と
し
つ
つ
、
行
為
規
範
自
体
は
厳
格
な
ま
ま
と
す
る
こ
と
が

問
題
と
な
（
48
）

る
（
49
）

。
環
境
変
化
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
明
確
な
行
為
規
範
の
提
供
が
意
味
を
持
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

米
国
に
お
け
る
会
社
法
上
の
信
認
義
務
に
お
け
る
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
の
扱
い
に
つ
い
て
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
含
め
て
内
容

と
境
界
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き
た
（
50
）

。
受
託
者
義
務
（fiduciary�duty

）
に
つ
い
て
は
、
注
意
義
務
（duty�of�C

are

）、
忠
実
義
務
（duty�of�

R
oyalty

）、
自
己
執
行
義
務
（duty�not�to�delegate

）、
分
別
管
理
義
務
（segregation�rule

）
の
四
つ
の
義
務
が
中
心
的
か
つ
重
要
な
義
務

と
さ
れ
る
（
51
）

。
一
般
的
に
受
託
者
の
信
認
義
務
は
注
意
義
務
、
忠
実
義
務
を
主
体
に
構
成
さ
れ
、
近
時
は
情
報
開
示
義
務
（duty�of��

disclosure

）、
誠
実
義
務
（duty�of�good�faith

）
を
包
摂
す
る
傾
向
も
あ
る
。
忠
実
義
務
は
利
益
相
反
取
引
、
自
己
取
引
を
禁
じ
る
も
の

で
、
多
数
派
株
主
を
利
す
る
取
引
を
含
み
、
忠
実
義
務
違
反
に
対
し
て
は
取
締
役
の
責
任
軽
減
・
免
除
（
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
会
社
法
一
〇
二
条

（
ｂ
）（
７
））、
免
責
・
賠
償
責
任
保
険
適
用
（
Ｄ
＆
Ｏ
）（
同
一
四
五
条
）
が
な
い
（
52
）

。
取
締
役
の
信
認
義
務
違
反
を
問
う
場
合
、
完
全
公
正
基

準
（entire�fairness�test

）、
経
営
判
断
原
則
、
中
間
的
基
準
が
用
い
ら
れ
、
完
全
公
正
基
準
は
利
益
相
反
取
引
な
ど
に
お
け
る
厳
格
な
基

準
で
あ
る
。
中
間
的
基
準
は
、
対
的
買
収
の
支
配
権
争
い
な
ど
の
局
面
で
取
締
役
の
行
為
の
公
正
・
合
理
性
に
つ
い
て
、
取
締
役
に
立
証

責
任
が
課
せ
ら
れ
る
（
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
レ
ブ
ロ
ン
判
決
な
ど
（
53
））。

（
三
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
六

注
意
義
務
に
関
し
て
、
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
事
実
上
の
免
責
が
図
ら
れ
（
注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
）、
緩
や
か
な
運
用
が
な
さ

れ
て
き
た
が
、
重
過
失
を
認
め
たS

m
ith�v.�V

an�G
orkom

（
一
九
八
五
年
）
判
決
以
降
、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
保
険
料
高
騰
、
社
外
取
締
役
不

足
な
ど
の
現
象
が
起
こ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
に
お
い
て
免
責
規
定
が
規
定
さ
れ
る
に
至
り
、
適
用
除
外
規
定
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ

て
き
た
。
注
意
義
務
に
関
し
、
受
認
者
の
行
為
規
範
の
水
準
と
司
法
審
査
の
基
準
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
、
注
意
義
務
に
つ
い

て
緩
や
か
な
司
法
審
査
の
基
準
を
正
当
化
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
取
締
役
の
行
為
規
範
自
体
を
緩
や
か
な
司
法
審
査
の
基
準
に
合
わ

せ
ら
れ
な
い
か
、
考
察
対
象
と
な
る
（
54
）

。
私
見
で
あ
る
が
、
米
国
で
は
法
に
よ
る
作
用
が
及
ぶ
部
分
が
英
国
に
比
し
多
く
な
る
と
は
い
え
、

信
認
義
務
を
通
じ
て
英
国
の
統
合
規
範
な
ど
コ
ー
ド
の
機
能
を
実
質
的
に
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
料
さ
れ
る
。

他
方
で
忠
実
義
務
に
つ
い
て
は
厳
格
責
任
の
は
ず
が
、
適
用
範
囲
拡
大
に
伴
い
規
範
化
概
念
に
つ
い
て
柔
軟
な
扱
い
に
変
化
し
、
こ
の

結
果
、
注
意
義
務
の
境
界
が
不
分
明
と
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
主
観
的
側
面
の
判
断
が
入
り
込
む
と
共
に
、
第
一
義
的
に
は
企
業
に
お
け

る
自
主
的
な
法
令
遵
守
体
制
（
内
部
統
制
）
に
か
か
る
部
分
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
主
に
職
責
を
担
う
内
容
で
あ
ろ
う
（
私
見
）。R

ed�F
lag

（
危

険
な
徴
候
）
と
異
な
り
、
消
極
的
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、
戦
略
面
等
の
積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
判
断
事
項
も
対
象
と
し
て
扱
う
も
の
で

あ
る
。
誠
実
（good�faith

）
義
務
の
接
点
と
も
な
り
、D

isney

事
件
判
決
（
55
）

が
参
照
さ
れ
、
社
外
取
締
役
と
機
関
権
限
配
分
論
の
議
論
に
も

繋
が
る
。
社
外
取
締
役
は
株
主
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
長
期
的
企
業
価
値
の
体
現
者
で
あ
る
べ
き
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど

経
営
陣
と
緊
張
関
係
に
立
つ
の
で
な
く
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
共
通
の
機
能
を
担
う
べ
く
株
主
総
会
、
取
締
役
会
に
お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の

機
関
権
限
の
あ
り
方
を
構
成
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
株
主
自
身
が
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
果
た
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
含
め
自
主
的
な
規

律
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
必
要
性
が
あ
り
、
米
国
に
お
け
る
近
時
の
株
主
第
一
主
義
の
修
正
局
面
の
動
き
と
も
表
裏
の
問
題
と
な
る
。

（
三
八
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
七

３
．
忠
実
義
務
の
規
範
化
な
ら
び
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正

注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
分
類
に
つ
い
て
、L

ym
an�Johnson

教
授
は
取
締
役
の
責
任
免
除
に
関
す
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
般
会
社
法

一
〇
二
条
（
ｂ
）（
７
）
を
対
象
と
し
、
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
概
念
上
の
区
分
に
つ
き
明
確
か
を
問
い
、
忠
実
義
務
の
再
検
討
を
試
み
る
（
56
）

。

忠
実
義
務
は
概
念
が
明
確
で
狭
い
は
ず
の
と
こ
ろ
、
本
来
は
豊
か
な
規
範
的
要
素
を
含
み
、
損
害
賠
償
に
関
し
て
は
狭
く
し
て
解
釈
す
る
。

loyalty

、care

な
ど
道
徳
規
範
的
語
彙
で
表
さ
れ
る
信
認
義
務
が
、
社
会
規
範
と
会
社
法
の
相
互
作
用
の
鍵
と
な
る
（
57
）

。
立
法
論
と
し
て

デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
般
会
社
法
一
〇
二
条
（
ｂ
）（
７
）
に
お
け
る
忠
実
義
務
の
責
任
免
除
の
例
外
に
つ
き
、
取
締
役
が
直
接
ま
た
は
間
接
に
そ

の
違
反
か
ら
利
益
を
獲
得
す
る
場
合
ま
た
は
取
締
役
が
故
意
ま
た
は
思
慮
分
別
を
欠
い
て
（recklessly

）
不
当
な
行
為
を
な
し
た
場
合
に

限
定
す
る
べ
く
修
正
す
る
こ
と
、
適
正
な
忠
実
性
（due�loyalty

）
の
概
念
に
よ
る
絞
り
を
か
け
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
り
司
法
判
断
に
お
い
て
緩
和
さ
れ
て
き
た
注
意
義
務
に
対
比
し
て
、
忠
実
義
務
は
利
益
相
反
等
の
局
面
で
無

過
失
責
任
と
し
て
厳
格
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
規
範
化
概
念
導
入
、
責
任
免
除
規
定
の
存
在
な
ど
柔
軟
に
扱
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
注
意
義
務

と
忠
実
義
務
の
不
明
確
化
を
招
来
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
責
任
免
除
規
定
の
適
用
除
外
事
由
に
絞
り
を
か
け
て
き
た
も
の
と
思
料
さ

れ
る
（
私
見
）。
衡
平
法
上
の
救
済
ま
た
は
限
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
を
基
礎
づ
け
つ
つ
、
裁
判
官
はloyalty

と
い
う
規
範
意
識
の
中
で
柔

軟
に
実
務
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。

他
方
英
国
で
は
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
に
お
い
て
取
締
役
の
一
般
的
義
務
の
中
に
企
業
価
値
最
大
化
に
関
連
し
た
内
容
が
明
記
さ
れ
、

積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
義
務
の
側
面
を
担
い
、
忠
実
義
務
と
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
相
互
補
完
的
な
形
で
規
定
さ
れ
る
。
法
に
よ
る
強

制
を
強
め
て
い
る
と
い
え
、
具
体
的
内
容
と
な
る
規
範
的
要
素
は
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
発
出
さ
れ
て
い
る
。
英
国
に
お
け
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局

面
と
も
評
せ
よ
う
。

（
三
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四
八

翻
っ
て
我
が
国
会
社
法
は
米
国
法
を
継
受
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
策
定
に
よ
り
米
国
法
体
系
か
ら
や
や
離
れ
英
国

形
式
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
。
忠
実
義
務
の
規
範
化
等
に
関
す
る
判
例
形
成
は
未
達
領
域
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｇ
に
よ
り
補
っ
て
い
く
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
我
が
国
で
は
米
国
の
信
認
義
務
が
占
め
る
上
位
概
念
の
位
置
付
け
に
善
管
注
意
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
、
米
国
同
様
の
議
論

は
さ
れ
に
く
い
。
銀
行
取
締
役
の
有
す
る
融
資
局
面
な
ど
高
度
の
善
管
注
意
義
務
の
問
題
な
ど
も
然
り
で
あ
ろ
う
（
58
）

。
我
が
国
独
自
の
動
機

付
け
・
領
域
、
検
討
課
題
の
中
で
議
論
す
る
べ
き
で
、
英
国
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
の
コ
ー
ド
の
引
き
写
し
作
業
に
終
始
し
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

４
．
株
主
主
権
万
能
の
修
正
と
支
配
株
主
の
忠
実
義
務
・
完
全
公
正
基
準
─
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
少
数
株
主
重
視
─

支
配
株
主
に
か
か
る
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
な
ら
び
に
多
面
性
と
株
主
間
差
別
化
を
中
心
に
検
討
す
る
。
米
国S

outhern�P
eru

事
件
（
59
）

で
は
支
配
株
主
の
忠
実
義
務
（
60
）

に
関
し
て
、
取
締
役
の
義
務
の
う
ち
完
全
公
正
基
準
が
注
目
さ
れ
る
。
裁
判
官
が
公
正
価
格
算
定
に
大

き
く
関
与
し
、
第
三
者
特
別
委
員
会
が
Ｆ
Ａ
で
あ
るG

oldm
an�S

achs

の
評
価
を
丸
呑
み
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
対
し
て
裁
判
官
自
ら

が
算
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
社
外
取
締
役
の
独
立
性
の
強
化
と
支
配
株
主
に
よ
る
株
主
主
権
の
基
づ
く
考
え
方
で
な
く
、
社
外
役
員

の
真
の
専
門
性
と
少
数
株
主
に
も
配
慮
し
た
公
正
性
を
重
視
す
る
案
件
と
し
て
示
唆
す
る
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
取
締
役
の
責
任
・

義
務
に
つ
い
て
、
米
国
の
よ
う
に
受
託
者
責
任
を
中
心
に
構
成
す
る
場
合
、
忠
実
義
務
、
注
意
義
務
な
ど
が
主
で
あ
る
が
、
忠
実
義
務
に

つ
い
て
は
対
象
が
支
配
株
主
に
対
し
て
で
な
く
、
少
数
株
主
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
も
考
慮
し
、
完
全
公
正
価
格
ル
ー
ル
に
よ
る

修
正
局
面
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
支
配
株
主
に
よ
る
株
主
主
権
万
能
主
義
の
修
正
と
し
て
英
国
会
社
法
改
正
な
ど
に
み
る
利
害
関
係
人
の

重
視
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
。
社
外
取
締
役
の
独
立
性
強
化
と
支
配
株
主
の
株
主
主
権
に
基
づ
く
考
え
方
で
な
く
、
専

（
三
八
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
四
九

門
性
と
少
数
株
主
に
配
慮
し
た
公
正
性
を
重
視
す
る
案
件
と
し
て
示
唆
す
る
点
が
多
い
。
米
国
の
受
託
者
責
任
に
お
い
て
忠
実
義
務
あ
る

い
は
誠
実
義
務
に
関
す
る
修
正
局
面
に
あ
り
、
株
主
主
権
が
明
白
な
米
国
に
お
い
て
少
数
株
主
や
利
害
関
係
者
の
利
益
に
つ
い
て
デ
ラ
ウ

エ
ア
裁
判
所
が
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の
の
実
態
的
に
考
慮
に
入
れ
つ
つ
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
支
配
株
主
と
経
営
陣
が
対
立
関
係

が
あ
る
上
場
企
業
に
お
い
て
、
多
面
的
な
企
業
価
値
を
考
慮
し
積
極
的
修
正
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。
日
米
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
受
託
者
責
任
の
考
え
方
等
の
近
接
性
を
示
し
て
い
よ
う
が
（
61
）

、
我
が
国
で
は
公
正
価
格
算
定
の
妥
当
性
、
少
数
株
主
権
の
縮
減
防
止
等

は
と
も
か
く
、
価
格
算
定
自
体
を
証
券
市
場
理
論
等
を
実
際
に
駆
使
し
て
裁
判
所
が
算
定
す
る
局
面
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
62
）

。

ま
たeB

ay

訴
訟
（
二
〇
一
〇
年
）
の
事
案
な
ど
は
、
支
配
株
主
で
は
な
く
と
も
一
定
程
度
の
保
有
数
が
あ
り
、
逆
に
そ
の
株
主
第
一
主
義

が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
、
結
論
に
つ
い
て
は
株
主
第
一
主
義
を
求
め
て
逆
で
あ
る
が
、
問
題
の
本
質
で
は
共
通
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

５
．
支
配
少
数
株
主
と
株
主
間
差
別
化

金
融
危
機
等
を
背
景
に
、
善
良
な
る
経
営
陣
の
想
定
す
る
企
業
価
値
最
大
化
と
支
配
株
主
の
追
求
す
る
株
主
価
値
と
の
間
に
ズ
レ
が
生

じ
る
場
合
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
経
営
判
断
原
則
は
基
本
的
に
は
一
般
株
主
と
経
営
陣
が
対
立
す
る
局
面
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
支
配

株
主
と
経
営
陣
が
一
体
の
場
合
に
は
、
少
数
株
主
や
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
り
、P

rincipal�A
gent

問
題
も
検
討

さ
れ
よ
う
。
経
営
意
思
決
定
の
迅
速
化
を
目
指
す
動
き
と
共
に
、
支
配
少
数
株
主
が
経
営
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
相
克
が
生
じ
易
く
、
利
害
が
強
調
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
嫌
気
す
る
支
配
株
主
主
導
の
非
公
開
化
が

進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
（
私
見
）。

６
．
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
序
列
、
誠
実
（good faith

）
義
務
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

取
締
役
の
職
務
執
行
に
際
し
て
法
的
に
求
め
ら
れ
る
適
切
な
動
機
・
認
識
の
意
義
を
誠
実
性
（good�faith

）
と
し
て
考
察
せ
ん
と
す
る

（
三
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
〇

研
究
が
進
め
ら
れ
、
信
認
義
務
の
規
範
の
中
の
忠
実
義
務
、
注
意
義
務
、
重
過
失
（gross�negligence

）、
権
限
濫
用
な
ど
の
相
互
関
係
が

検
討
さ
れ
る
（
63
）

。
忠
実
義
務
は
取
締
役
の
利
益
相
反
禁
止
義
務
に
限
定
さ
れ
ず
、
会
社
利
益
の
積
極
的
増
進
に
専
念
す
べ
き
積
極
的
作
為
義

務
を
含
む
こ
と
が
学
説
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
判
例
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
注
意
義
務
は
積
極
的
利
益
増
進
の
動
機
を
持
つ
取

締
役
が
動
機
の
実
現
の
た
め
に
注
意
と
技
能
を
尽
く
し
、
慎
重
に
行
動
す
べ
き
義
務
を
意
味
す
る
。
忠
実
義
務
が
充
足
さ
れ
て
注
意
義
務

が
成
立
す
る
序
列
関
係
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
存
否
が
渾
然
と
し
て
司
法
審
査
さ
れ
る
場
面
が
存
在
す
る
（
64
）

。

忠
実
義
務
に
つ
い
て
は
、
①
会
社
の
利
益
は
総
株
主
の
利
益
の
増
進
と
解
し
て
既
存
株
主
の
利
益
を
害
す
る
取
引
、
株
主
間
の
差
別
的

取
扱
い
は
忠
実
義
務
違
反
に
な
り
う
る
と
解
さ
れ
、
差
止
請
求
等
の
救
済
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
損
害
を
要
件
と
し
な
い
取
締

役
に
対
す
る
一
般
的
差
止
請
求
を
認
容
す
る
議
論
に
繋
が
る
こ
と
、
②
取
締
役
は
会
社
と
株
主
に
対
し
信
認
義
務
を
負
う
と
説
明
す
る
場

合
、
少
数
派
株
主
に
対
し
て
取
締
役
が
義
務
を
負
う
根
拠
と
内
容
に
つ
き
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
誠
実
性
の
欠
如
が
争
わ
れ

る
場
面
に
取
締
役
の
監
視
義
務
懈
怠
が
あ
る
が
、
判
例
等
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④
忠
実
義
務
規
範
に
含
ま
れ
る
競
業
避
止

義
務
の
説
明
が
な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
忠
実
義
務
の
下
位
的
要
求
と
す
るD

isney

事
件
判
決
の
検
討
も
含
め
、
信

認
義
務
の
考
察
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
え
よ
う
。
主
観
的
な
規
範
領
域
を
問
題
と
し
、
注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
境
界
が
不
分

明
と
な
り
、
忠
実
義
務
が
柔
軟
性
を
有
し
て
適
用
領
域
が
拡
大
す
る
反
面
、
注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
状
態
が
本
来
厳
格
な
忠
実
義
務
に

及
ぼ
す
影
響
に
も
検
討
が
必
要
と
な
る
。
他
方
、
経
営
判
断
領
域
と
し
て
経
営
陣
の
不
可
侵
と
さ
れ
た
戦
略
面
の
判
断
に
司
法
判
断
が
及

び
、
取
締
役
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
の
本
来
的
な
監
視
責
任
の
担
い
手
は
ど
う
な
る
か
、
両
方
の
義
務
が
混
然
化
す
る
中
で
注
意
義
務

の
ミ
ス
テ
リ
ー
の
解
消
に
向
か
う
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
論
点
を
抱
え
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、

（
三
八
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
一

英
国
会
社
法
に
お
け
る
一
般
的
義
務
規
定
と
も
整
合
性
を
持
っ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
流
れ
の
中
で

顕
現
化
し
て
き
た
論
点
と
も
い
え
る
。

五
．
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
企
業
価
値
向
上
の
重
視

─T
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

、�eB
ay�D

om
estic�H

oldings

判
決
─

１
．
米
国
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
受
容

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
に
お
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
経
営
陣
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

対
話
に
向
け
た
動
き
が
窺
え
る
。
独
立
社
外
取
締
役
が
、
株
主
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
（
執
事
）
と
し
て
経
営
陣
か
ら
独
立
し
て
経
営
戦
略
に

踏
み
込
み
意
見
交
換
を
行
う
方
向
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
65
）

。
コ
ー
ド
の
実
質
化
、
義
務
化
の
内
容
が
米
国
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
し
て
顕
現

し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
方
で
我
が
国
で
は
上
場
企
業
に
限
定
し
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
（
上
場
規
則
）
と
し
て
導
入
し
、
徐
々
に
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
手
法
と
思
料
さ
れ
、
早
急
か
つ
柔
軟
に
成
果
を
上
げ
社
会
的
な
コ
ス
ト
軽
減
に
も
繋
が
る
。
近
時
の

F
inT
ech

に
お
け
るR
egulatory�S

andbox

（
治
験
の
場
）
に
類
似
し
た
考
え
方
と
な
ろ
う
か
。

２
．
米
国
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
制
定

（
１
）　
民
間
団
体
主
導
の
コ
ー
ド
制
定

政
府
に
よ
る
公
定
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
米
国
に
お
い

て
、
二
〇
一
七
年
一
月
主
要
機
関
投
資
家
お
よ
び
運
用
会
社
が
投
資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

（
三
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
二

ナ
ン
ス
の
推
進
す
る
た
め
に
自
主
団
体
で
あ
るInvestor�S

tew
ardship�G

roup

（
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
を
設
立
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
原
則
を
制
定
し
た
（
66
）

。
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
発
効
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
上
場
企
業
に
対
し
二
〇
一
八
年
の

株
主
総
会
前
ま
で
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
米
国
で
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
準
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
機
関
投
資
家

は
社
内
体
制
、
対
象
先
選
定
な
ど
独
自
方
法
に
よ
り
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

（
２
）　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則

原
則
Ａ
：
機
関
投
資
家
は
議
決
権
行
使
お
よ
び
対
話
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
策
定
・
開
示
し
、
議
決
権
行
使
お
よ
び
対
話
活
動

結
果
に
つ
い
て
も
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｂ
：
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
は
運
用
機
関
が
ど
の
よ
う
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果

た
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｃ
：
機
関
投
資
家
は
、
利
益
相
反
（
潜
在
的
な
も
の
を
含
む
）
を
回
避
す
る
た
め

の
手
続
き
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｄ
：
議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
助
言
会
社
が
利
益
相
反
管
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｅ
：
企
業
と
の
対
話
が
不
調
と
な
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
を
企
業
に
対
し

開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
Ｆ
：
機
関
投
資
家
は
、
協
働
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
共
通
の
問
題
へ
の
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則

原
則
一
：
取
締
役
会
は
、
株
主
に
対
し
て
説
明
責
任
を
負
う
。
原
則
二
：
株
主
は
、
経
済
的
持
分
に
比
例
し
た
議
決
権
を
行
使
す
る
権

利
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
原
則
三
：
取
締
役
会
は
、
株
主
に
応
対
し
、
株
主
視
点
を
理
解
す
る
た
め
に
積
極
的
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
原
則
四
：
取
締
役
会
は
、
強
力
で
独
立
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
造
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
原
則
五
：
取
締
役
会
は
、
そ
の
有
効
性

を
高
め
る
た
め
の
体
制
と
慣
行
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
原
則
六
：
取
締
役
会
は
、
会
社
の
長
期
戦
略
に
沿
っ
た
経
営
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
原
則
二
に
つ
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
に
支
配
権
保
持
の
た
め
議
決
権
種
類
株
式
を
発
行
す

（
三
八
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
三

る
事
例
が
増
加
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取
引
委
員
会
）
は
一
九
八
八
年
自
己
規
制
機
関
（
証
券
取
引
所
）
に
一
株
一
議
決
権
以
上
の
議
決
権
を

有
す
る
新
株
を
発
行
し
た
会
社
の
上
場
お
よ
び
取
引
を
禁
じ
る
規
則
一
九
ｃ−

四
を
採
択
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
経
済
団
体
ビ
ジ
ネ
ス
・

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
敗
訴
し
、
撤
回
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
自
主
ル
ー
ル
の
形
で
規
則
一
九
ｃ−

四
と
同
等
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
に
な
る
（
67
）

。

３
．The A

ccountable C
apitalism

 A
ct

、B
enefit C

orporations M
odel

（
１
）　T

he A
ccountable Capitalism

 A
ct

米
国
で
は
民
間
主
導
の
コ
ー
ド
策
定
と
別
に
、
民
主
党
主
導
に
よ
り
株
主
の
み
な
ら
ず
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
し
た
経
営

を
求
め
、
連
邦
政
府
か
ら
の
認
定
取
得
を
義
務
付
け
る
法
案A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

（
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案�

Ａ
Ｃ
Ａ
）
が

二
〇
一
八
年
八
月
提
出
さ
れ
た
（
68
）

。

①
　
背
景
と
意
図

T
he�A

ccountable�C
apitalism

�A
ct

は
米
国
で
拡
大
す
る
経
済
的
格
差
・
不
平
等
を
克
服
す
べ
く
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
通
じ
て
資

本
主
義
の
機
能
不
全
を
解
決
せ
ん
と
す
る
（dem

ocratic�socialism

）。
か
か
る
機
能
不
全
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
価
値
バ
ラ
ン
ス
か
ら
株
主
第
一
主
義
へ
変
化
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
69
）

。
そ
の
弊
害
と
し
て
、（
ａ
）
利
益
の
株
主
配
分
の
増
加
（
一
九
八
〇

年
代
五
〇
％
以
下
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
九
三
％
）
が
あ
り
、S

&
P
500

の461

社
を
み
て
も
自
社
株
買
い
は＄

4trillion

（
利
益
の
五
四
％
）、
配

当
は＄

2.9trillion

（
利
益
の
三
九
％
）
に
達
し
た
。（
ｂ
）
事
業
拡
大
の
た
め
の
再
投
資
が
減
少
し
、
国
際
競
争
力
低
下
、
従
業
員
の
可
処

分
所
得
の
低
下
に
繋
が
っ
た
。（
ｃ
）
富
裕
層
へ
の
集
中
と
格
差
拡
大
に
よ
り
、
上
位
一
〇
％
の
富
裕
層
が
全
株
式
の
八
四
％
を
所
有
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

（
三
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
四

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
へ
の
回
帰
が
図
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
主
た
る
推
進
力
と
し
つ
つ
、
経
済
シ
ス
テ
ム
で
労
働
者
に

優
先
順
位
を
付
け
る
べ
く
、
株
主
に
与
え
る
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
排
除
、
企
業
の
政
治
活
動
の
抑
制
、
労
働
者
か
ら
も
戦
略
的
決

断
の
意
見
を
得
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

②
　
法
案
の
要
点

（
ａ
）
年
間
売
上
高$100

億
企
業
は
、
連
邦
政
府
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（U

nited�S
tates�C

orporations

）
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
。（
ｂ
）
商
務
省
内
に
設
置
さ
れ
るO

ffi
ce�of�U

S
C
s

が
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
認
定
、
評
価
を
行
い
、
違
反
企
業
に
は
認
定
を
取
消
す
。（
ｃ
）

Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
は
株
主
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
、
顧
客
、
地
域
社
会
な
ど
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
、B

enefit�C
orporations�M

odel

が
参
考
に
さ
れ
る
。（
ｄ
）
取
締
役
会
は
、
少
な
く
と
も
四
〇
％
が
従
業
員
か
ら
従
業
員
に
よ

り
選
出
さ
れ
る
。（
ｅ
）
取
締
役
、
執
行
役
は
報
酬
の
得
た
自
社
株
式
に
つ
い
て
五
年
以
内
の
売
却
、
三
年
以
内
の
会
社
に
よ
る
買
戻
し

も
不
可
と
な
る
。（
ｆ
）
政
治
献
金
す
る
場
合
、
株
主
七
五
％
以
上
な
ら
び
に
取
締
役
七
五
％
以
上
の
賛
成
に
よ
る
承
認
が
求
め
ら
れ
る
。

背
景
に
はC

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission

（
二
〇
一
〇
）
の
司
法
判
断
が
存
在
す
る
（
70
）

。

（
ｄ
）
の
従
業
員
参
加
は
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
主
旨
を
共
通
に
す
る
が
、
従
業
員
に
よ
る
選
出
を
求
め
る
な
ど
一
層
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
の

影
響
を
受
け
た
内
容
と
な
る
。
従
業
員
主
権
の
必
要
性
は
、
我
が
国
も
欧
米
の
よ
う
に
企
業
経
営
を
専
門
と
す
る
経
営
経
験
者
の
流
動
的

な
市
場
形
成
が
進
む
な
ど
環
境
が
変
化
す
れ
ば
、
様
相
は
異
な
ろ
う
か
（
私
見
）。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
経
営

を
法
的
に
支
援
す
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
と
し
て
当
該
法
案
に
賛
同
も
得
ら
れ
、
既
存
会
社
の
移
行
も
含
め
税
制
上
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
検
討
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
（
71
）

。
反
面
、
連
邦
政
府
が
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
認
定
企
業
の
管
理
を
行
う
点
で
経
営
の
自
由
の
阻
害
に

当
た
る
点
で
反
対
意
見
も
出
さ
れ
る
。

（
三
九
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
五

（
２
）　Benefit Corporations M

odel

、eBay D
om

estic H
oldings

判
決

ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
提
唱
はB

enefit�C
orporations�M

odel

（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
の
着
想
が
あ
り
、
二
〇
一
〇
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
初
め
て
法

制
化
さ
れ
、
三
三
州
と
Ｄ
Ｃ
で
法
的
に
認
め
ら
れ
た
新
た
な
法
人
形
態
で
あ
る
（
72
）

。
株
主
の
み
な
ら
ず
顧
客
、
従
業
員
、
関
東
な
ど
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
も
法
的
側
面
か
ら
追
及
を
可
能
と
す
る
。
従
来
のC

-C
orporation （73

）
同
様
に
税
制
面
の
優
遇
措
置
は
な
さ
れ
な

い
。近

年
、eB

ay

（eB
ay�D

om
estic�H

oldings,�Inc.�v.�N
ew
m
ark

（S
ept.�9,�2010 （74

）））
訴
訟
に
お
い
て
株
主
第
一
主
義
に
よ
りeB

ay

側
に
有

利
な
判
決
が
出
さ
れ
、
公
益
重
視
の
経
営
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
多
様
な
価
値
観
を
有
す
る
企
業
が
法
的
保
護
の
下
で
自
由

に
経
済
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
規
定
内
容
は
州
毎
に
異
な
る
が
、
①
目
的
は
公
共
の
利

益
拡
大
で
特
定
の
公
共
利
益
を
目
的
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
②
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
で
は
取
締
役
、
執
行
役
は
経
営
判
断
に
当

た
り
株
主
、
従
業
員
、
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
等
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
考
慮
す
る
。
③
透
明
性

（transparency

）
で
は
年
間
活
動
を
第
三
者
の
基
準
に
基
づ
き
会
社
自
身
が
評
価
し
、
結
果
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
透
明
性
を
持
っ
て

公
開
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｍ
は
現
在
七
千
社
を
超
え
る
企
業
が
採
用
し
て
い
る
が
、
大
半
が
社
会
貢
献
の
価
値
観
を
有
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
の
起
業
家
で
、

基
準
が
充
足
で
き
ず
株
主
と
摩
擦
を
生
じ
る
例
も
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
①C

-C
orporation

が
定
款
変
更
を
行
い
、
株
主
同
意
を
得

て
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
。
②
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
は
九
〇
％
の
株
主
同
意
を
要
す
る
。
③
事
業
拡
大
に
よ
る
子
会
社
保
有
、
Ｍ
＆

Ａ
等
の
規
則
が
明
確
で
は
な
い
。
④
長
期
的
利
益
と
社
会
的
責
任
に
か
か
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

（
三
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
六

（
３
）　
米
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
多
様
性
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

C
-C
orporation�M

odel

に
お
け
る
株
主
第
一
主
義
に
対
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
多
様
性
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
長
期
的
企
業
価
値

向
上
に
向
け
た
経
営
を
行
う
企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
も
企
業
自
身
が
独
自
の
価
値
観
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
を
認
識
し
つ
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
経
営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
（
75
）

。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
根
幹
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
、
こ
の
点
で
は
改
革
の
方
向
性
を
寧
ろ
先
取
り
し
た
も
の
と
も

評
し
得
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向
上
を
指
向

し
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
た
法
制
度
整
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
英
国
の
一
連
の
改
革
を
範
と
し
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
世
界
的
収
斂
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
（
私
見
）。

B
enefit�C

orporations

法
に
関
し
て
、
第
三
者
基
準
に
よ
る
評
価
お
よ
び
報
告
を
求
め
て
実
質
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
確
保
を

図
っ
て
い
る
が
、
社
会
的
利
益
の
追
求
自
体
を
強
制
す
る
も
の
で
な
く
、
第
三
者
基
準
の
設
定
者
自
身
に
よ
る
継
続
的
監
督
も
当
該
基
準

自
体
の
内
容
の
質
を
担
保
す
る
法
的
な
仕
組
み
も
な
い
た
め
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て
の
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
（
76
）

。

４
．
従
業
員
発
言
の
拡
大
と
受
託
者
責
任

Ａ
Ｃ
Ａ
の
内
容
に
つ
い
て
、
従
業
員
発
言
の
拡
大
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（U

nited�S
tates�C

orporations

）
に
お
け
る
取
締
役
会
構
成
と
受
託
者

責
任
、
ド
イ
ツ
共
同
決
定
法
等
の
関
連
か
ら
検
討
を
深
め
た
い
。
Ａ
Ｃ
Ａ
は
、
同
法
成
立
後
一
年
以
内
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
協
議
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ

の
取
締
役
の
四
〇
％
以
上
は
同
社
の
従
業
員
か
ら
選
出
す
る
内
容
の
規
則
策
定
を
要
請
す
る
（
Ａ
Ｃ
Ａ
第
六
条
）。
労
働
省
に
対
し
て
は
商

務
省
と
連
携
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
遵
守
し
な
い
場
合
、
労
働
省
は
同

（
三
九
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
七

取
締
役
に
対
し
て
罰
金
を
科
す
、
ま
た
は
商
務
省
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
免
許
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
は
一
般
的
な

公
共
の
便
益
を
追
及
す
る
主
体
と
し
て
、
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
最
善
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ｓ
の
取
締
役
は
社
会
に
対
す
る
受
託
者
責
任
を
負
う
主
体
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
（
77
）

。
ド
イ
ツ
共
同

決
定
制
度
（
二
層
制
）
に
お
い
て
監
査
役
会
に
お
け
る
株
主
代
表
は
株
主
総
会
で
選
出
さ
れ
、
従
業
員
代
表
は
当
該
企
業
の
従
業
員
お
よ

び
労
働
者
組
合
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
78
）

。
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
は
共
同
決
定
法
を
評
価
し
、
株
主
至
上
主
義
（S

hareholders ’�C
apitalism

）

か
ら
一
般
的
な
公
共
の
便
益
を
追
及
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
公
益
）
資
本
主
義
（P

ublic�Interest�C
apitalism

）
に
転
換
す
る
こ
と
で

生
活
水
準
向
上
、
持
続
的
経
済
成
長
を
目
指
し
て
い
る
（
79
）

。

５
．
米
国
の
受
託
者
責
任
と
長
期
企
業
価
値
向
上
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
か
か
る
規
制
改
革
提
言

政
治
献
金
に
か
か
るC

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission

（
二
〇
一
〇
）
の
司
法
判
断
に
関
連
し
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議

員
は
言
論
の
自
由
が
個
人
の
み
な
ら
ず
法
人
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
と
い
う
同
判
決
の
正
当
性
に
疑
問
を
呈
し
、
法
人
は
道
徳
的
な
米

国
国
民
で
は
な
い
と
す
る
。
Ａ
Ｃ
Ａ
第
八
条
で
は
米
国
株
式
会
社
が
同
要
件
を
充
足
し
な
い
場
合
、
株
主
は
同
社
を
提
訴
で
き
、
商
務
省

は
同
社
の
免
許
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
か
ら
自
社
株
買
い
規
制
（
一
九
八
二
年
策
定
の
一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
（
ｂ
）（
18
））
の
改
革
を
提
言
（
80
）

し
、
連
邦
議
会
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
（P

roxy�A
dvisory�F

irm

）
に
焦
点
を
置
き
提
言
を
行
っ
た
。
代
表
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（Institutional�

S
hareholder�S

ervices

）、
グ
ラ
ス
ル
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
手
資
産
運
用
会
社
の
二
〇
一
七
年
議
決
権
行
使
数
の
八
五
％
以
上
が
推
奨
に

従
っ
て
い
る
な
ど
、
事
実
上
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
準
策
定
者
の
地
位
に
あ
る
半
面
、
会
社
提
案
に
反
対
の
姿
勢
を
示
す
場
合
に
し
ば
し
ば

（
三
九
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
五
八

誤
解
や
事
実
誤
認
が
あ
る
と
さ
れ
（
81
）

、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
上
場
を
躊
躇
す
る
要
因
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
の
改
善
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
も
提
供
し
、
潜
在
的
な
利
益
相
反
の
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。

連
邦
下
院
で
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
お
よ
び
透
明
性
法
案
（C

orporate�G
overnance�R

eform
�and�

T
ransparency�A

ct�of�2017

）
が
可
決
さ
れ
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
の
義
務
付
け
、
正
確
か
つ
客
観
的
な
提
言
を
行
う

専
門
性
と
能
力
の
証
明
の
義
務
付
け
、
発
行
体
に
対
し
て
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
応
す
る
時
間
を
十
分
与
え
る
こ
と
を
主
な
内
容
と

す
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
米
国
上
場
企
業
の
決
算
を
四
半
期
か
ら
半
期
決
算
に
変
更
す

る
こ
と
の
影
響
の
調
査
を
指
示
し
、
柔
軟
性
や
コ
ス
ト
削
減
、
雇
用
促
進
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
短
期
主

義
の
是
正
と
も
い
え
、
透
明
性
法
案
の
方
向
性
と
も
整
合
す
る
。
現
下
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
方
向
性
は
、
米
国
上
場
企
業
が
長
期
的
視

点
か
ら
企
業
価
値
向
上
を
促
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
内
部
統
制
、
監
査
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
整
備
あ
る
い
は
開
示
強
化
等

の
形
式
面
の
み
な
ら
ず
、
上
場
企
業
数
が
過
去
二
〇
年
間
で
半
減
す
る
事
態
を
受
け
、
公
開
市
場
の
競
争
力
向
上
に
向
け
た
施
策
を
進
め

つ
つ
あ
る
（
82
）

。
株
主
第
一
主
義
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
、
米
国
で
は
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
の
修
正
、
英

国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
と
共
通
性
を
有
す
る
取
締
役
の
義
務
を
法
制
度
化
せ
ん
と
す
る
動
き
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

法
案
の
反
響
は
大
き
く
、
企
業
価
値
向
上
に
関
し
て
上
場
規
則
に
よ
り
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
図
ら
ん
と
す
る
我
が
国
の
方

向
性
と
も
異
な
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
に
お
い
て
、
企
業
の
柔
軟
性
を
求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
の
対
応
と
し
て
法
案
化
を
試

み
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
内
容
が
実
質
的
に
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
取
り
込
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
（
私
見
）。

（
三
九
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
五
九

六
．
米
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
再
考
察
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
成
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
の
契
機

１
．eB

ay D
om

estic H
oldings

判
決
（
二
〇
一
〇
年
）
と
ユ
ノ
カ
ル
基
準
、
支
配
株
主
の
信
認
義
務
違
反

eB
ay

事
件
判
決
に
お
い
て
、
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
適
用
な
ど
が
改
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
衡
平
法
裁
判
所

は
本
件
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
が
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
二
つ
の
要
件
を
充
足
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
小
規
模
閉
鎖
会
社craigslist

社
に
お
い
て
取

締
役
で
あ
る
創
設
者C

raig�N
ew
m
ark

とJim
�B
uckm

aster

が
導
入
し
た
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
（
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
）
を
無
効
と
判
示
し
て
い
る
（
83
）

。

無
償
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
標
榜
し
て
経
済
的
利
益
の
積
極
的
追
求
を
指
向
す
る
原
告
少
数
派
株
主
に
よ
る
支
配

権
取
得
を
防
ぐ
べ
く
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
を
採
択
し
た
取
締
役
ら
に
つ
き
、
信
認
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
の
無
効
の
主
張

が
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
充
足
が
否
定
さ
れ
、
原
告
主
張
が
認
容
さ
れ
た
（
84
）

。

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
は
、（
ａ
）
期
差
取
締
役
会
（classified�board,�staggered�board （85
））

導
入
は
本
件
に
お
い
て
買
収
防
衛
策

と
解
さ
れ
ず
、
経
営
判
断
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。（
ｂ
）
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
は
防
衛
策
と
し
て
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
下
で
審
査
さ
れ
る
。（
ｃ
）

新
株
発
行
は
古
典
的
な
利
益
相
反
取
引
で
あ
り
、
完
全
公
正
（entire�fairness

）
基
準
で
審
査
さ
れ
る
と
判
じ
た
。（
ａ
）
に
つ
い
て
、
取

締
役
会
を
通
じ
競
業
行
為
者
が
自
由
に
情
報
を
共
有
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
は
正
当
で
合
理
的
事
業
目
的
が
認
め
ら
れ
、
信
認
義
務

違
反
は
肯
定
さ
れ
な
い
。
他
方
、（
ｃ
）
に
つ
い
て
はN

ew
m
ark

、B
uckm

aster

間
に
本
件
対
抗
措
置
の
以
前
か
ら
相
互
に
先
買
権
を
認

め
る
合
意
が
あ
り
、（
ｃ
）
は
会
社
の
先
買
権
に
置
換
す
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、eB

ay

社
は
既
に
株
主
間
の
先
買
権
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、（
ｃ
）
の
措
置
に
よ
り
改
め
てcraigslist

社
へ
の
先
買
権
付
与
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
株
発
行
の

（
三
九
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
〇

対
価
は
不
平
等
で
公
正
で
は
な
い
等
と
さ
れ
た
結
果
、
本
件
新
株
発
行
は
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件eB

ay

事
件
判
決
は
、
取
締
役
が
株
主
利
益
最
大
化
を
図
る
義
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
（
86
）

、
経
営

者
側
が
株
主
利
益
以
外
の
目
的
に
つ
い
て
、
関
連
性
を
主
張
せ
ず
前
面
に
押
し
出
せ
ば
信
認
義
務
違
反
を
認
定
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な

る
（
87
）

。２
．
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
受
容

（
１
）　W

olf Pack
の
司
法
判
断
─
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
ブ
ラ
ウ
シ
ス
判
決
─

（
イ
）　T

hird�P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS
otheby ’s

社
の
買
収
防
衛
策
　
株
式
大
量
保
有
報
告
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
形
で

複
数
フ
ァ
ン
ド
が
協
調
的
意
思
の
下
に
独
自
に
株
式
を
買
い
進
め
る
対
応
（W

olf�P
ack

）
に
対
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例

は
低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
敵
対
的
買
収
防
衛
策
（
88
）

を
肯
定
し
、
経
営
陣
に
よ
る
自
己
防
衛
の
肯
定
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の

活
動
阻
止
の
何
れ
で
も
な
く
、
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
中
長
期
的
利
益
の
最
大
化
の
視
点
に
立
っ
て
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、

当
該
戦
略
に
対
し
脅
威
と
な
り
得
る
短
期
的
利
益
の
実
現
行
動
に
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
助
力
し
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。T

hird�P
oint

事
件
（
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ドT

hird�P
oint

の
買
い
増
し
に
対
す
るS

otheby ’s

社
の
買
収
防
衛
策
に
つ
い
て
、
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
裁
判
例
は
上
場
企
業
側
が
当
該
時
点
の
株
主
構
成
で
株
主
総
会
で
の
決
選
投
票
を

行
う
た
め
に
必
要
な
行
為
を
広
く
許
容
す
る
法
解
釈
を
展
開
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
の
関
係
で
議
決
権
の
一
〇
％
と
い
う

低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
買
収
防
衛
策
を
肯
定
し
た
（
89
）

。
こ
の
点
で
は
、e-B

ay

判
決
と
は
逆
の
結
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
ロ
）　
ユ
ノ
カ
ル
判
決
、
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
受
容
　
ユ
ノ
カ
ル
判
決
（U

nocal�C
orp.�v.�

M
esa�P

etroleum
�C
o.1985

）
の
基
準
、
更
に
ブ
ラ
シ
ウ
ス
判
決
（B

lasius�Industries,�Inc.�v.�A
tlas�C

orp.1988

）
に
よ
る
基
準
に
つ
い
て

（
三
九
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
一

更
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ユ
ノ
カ
ル
基
準
（T

he�U
nocal�standard

）
は
、
二
つ
の
段
階
（tw

o�prongs

）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
注
）。

一
つ
は
合
理
性
テ
ス
ト
で
、
取
締
役
会
が
企
業
の
方
針
お
よ
び
有
効
性
に
対
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
だ
け
の
合
理
的
な
根
拠

が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
よ
り
充
足
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
取
締
役
会
は
法
的
に
認
め
ら
れ
る
脅
威
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（m

ust�articulate （90
））。

ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
二
つ
目
の
段
階
は
比
例
性
テ
ス
ト
（a�proportionality�test

）
で
、
取
締
役
会
の
防
御
的
対
応
は
提
示
さ
れ
た
脅
威

に
対
し
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
よ
り
充
足
さ
れ
る
。
比
例
性
の
レ
ビ
ュ
ー
更
に
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
第
一
に
、
裁
判

所
は
取
締
役
会
の
防
衛
的
行
為
が
排
除
的
ま
た
は
威
圧
的
の
何
れ
か
の
点
で
過
激
で
あ
る
（draconian,�by�being�either�preclusive�or�

coercive

）
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
脅
威
に
対
す
る
取
締
役
会
の
対
応
が
過
激
で
は
な
か
っ
た
場
合
、
裁

判
所
は
そ
の
後
、
取
締
役
会
の
行
動
は
提
起
さ
れ
た
脅
威
に
対
す
る
合
理
的
な
対
応
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
91
）

。
被
告
で
あ
る
取
締
役
会
は
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
の
下
で
の
合
理
性
を
証
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

ユ
ノ
カ
ル
判
決
か
ら
派
生
す
る
基
準
と
し
て
、
議
決
権
の
実
効
性
を
妨
害
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
と
す
る
防
衛
策
に
関
す
る
ブ
ラ
シ
ウ

ス
基
準
（
一
九
八
八
年
）
が
あ
り
、
買
収
者
の
委
任
状
合
戦
を
著
し
く
妨
害
す
る
目
的
で
行
う
防
衛
策
と
し
て
有
事
に
お
い
て
取
締
役
会

定
数
を
増
加
し
株
主
の
議
決
権
行
使
を
妨
げ
る
場
合
は
経
営
者
の
保
身
を
助
長
す
る
も
の
で
過
剰
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
の
下
で

は
防
衛
策
は
否
定
さ
れ
る
方
向
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
は
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
適
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
取
締
役
会
が
中
長
期
的
利

益
の
最
大
化
か
ら
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
、
こ
れ
を
否
定
し
て
ユ
ノ
カ
ル
基
準
に
基
づ
き
判
断
を
下
し
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策

に
関
す
る
一
定
の
許
容
性
を
示
し
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
取
締
役
選
解
任
の
議
案
等
へ
の
反
対
投
票
を
念
頭
に
置
い
た
対
処
と
異
な
り
、

米
国
に
お
い
て
も
徐
々
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
受
容
の
契
機
に
も
繋
が
ろ
う
。

（
三
九
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
二

（
２
）　
買
収
防
衛
策
の
有
用
性
の
再
考
察
な
ら
び
にW

olf Pack

と
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

我
が
国
株
主
総
会
で
は
近
時
は
買
収
防
衛
策
の
廃
止
を
行
う
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。
反
面
で
買
収
防
衛
策
に
な
お
も
残
る
意
義
と
し

て
、
市
場
買
付
け
は
公
開
買
付
制
度
の
対
象
で
な
く
、
強
圧
性
が
排
除
さ
れ
な
い
買
付
け
も
可
能
で
、
自
社
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
対
等

な
立
場
で
フ
ァ
ン
ド
等
買
付
者
側
と
交
渉
や
協
議
を
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
フ
ァ
ン
ド
の
買
増
し
を
止
め
る
措
置
は
重
要
な
意
味
合
い
を

持
つ
（
92
）

。
即
ち
買
収
防
衛
策
に
よ
り
経
営
陣
の
交
渉
力
が
一
定
程
度
確
保
さ
れ
、
対
決
型
で
な
く
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
対
話
・
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
図
ら
れ
経
営
陣
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
建
設
的
な
合
意
形
成
が
行
わ
れ
る
た
め
の
道
程
と
な
ろ
う
。

フ
ァ
ン
ド
従
業
員
出
身
取
締
役
は
独
立
社
外
取
締
役
で
は
な
く
、
特
定
株
主
の
利
益
代
表
で
あ
る
が
、
情
報
格
差
等
の
障
害
が
開
示
規

制
等
の
更
な
る
整
備
で
克
服
で
き
れ
ば
、
彼
我
の
差
異
は
あ
れ
、
な
お
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
経
営
陣
と
の
協
働
態
勢
の
構

築
が
対
話
等
に
よ
り
可
能
と
な
る
余
地
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
議
決
権
行
使
行
動
に
か
か
る
環
境
変
化
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
お
い

て
機
関
投
資
家
の
議
決
権
を
取
り
込
むW

olf�P
ack

の
可
能
性
を
引
き
上
げ
、W

olf�P
ack

に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
経
営
陣
の
協

働
化
を
通
じ
て
、
企
業
価
値
向
上
の
道
程
を
つ
け
る
意
味
合
い
か
ら
買
収
防
衛
策
に
も
な
お
新
た
な
有
益
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
「
機
関
投
資
家
は
適
切
な
場
合
に
他
の
投
資
家
と
協
調
し
て
行
動
す
べ
き
」
と
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
推

奨
す
る
原
則
に
つ
い
て
、
有
益
な
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
が
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
指
針
（
四−

四
）
に
漸
く
盛
り
込
ま
れ
、
機
関
投
資
家
に

お
い
て
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
素
地
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

（
三
九
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
三

七
．
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
展
望
に
向
け
て
─
ま
と
め
を
か
ね
て
─

１
．
本
稿
で
は
、
英
国
な
ら
び
に
米
国
に
お
け
る
近
時
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
に
焦
点
を
当
て
、
英
国
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
改
訂
、
更
に

は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
訂
に
向
け
た
最
新
の
議
論
を
検
討
し
た
。
米
国
で
は
株
主
主
権
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
へ
の
変
容
に
つ
い
て
議
員
立

法
提
案
な
ら
び
に
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
判
例
理
論
の
考
察
を
進
め
た
。
両
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
乖
離

し
て
い
た
が
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
収
斂
化
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
取
締
役
会
の
責
任
あ
る
い
は

株
主
主
権
へ
の
対
応
な
ど
の
他
、
従
業
員
に
関
し
て
経
営
へ
の
関
与
強
化
を
推
進
せ
ん
と
す
る
点
で
も
共
通
す
る
。
法
秩
序
形
成
や
制
度

改
革
手
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
が
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
俯
瞰
に
も
大
い
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

英
国
で
は
我
が
国
が
範
と
す
る
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
動
き
と
並
行
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
会
社
の
成
功
を
促

進
す
る
た
め
の
取
締
役
の
義
務
を
基
礎
と
す
る
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
と
株
主
至
上
主
義
を
貫
い
て
き
た
る
米
国
に
お
い
て
も
、
民
主
党
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
か
ら
説
明
責
任
あ

る
資
本
主
義
法
案
が
出
さ
れ
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
と
不
平
等
の
克
服
に
向
け
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
を
通
じ
て
、
過
重
な
配
当
負
担
等
に
よ
る
成
長
投
資
の
減
少
な
ど
資
本
主
義
の
機
能
不
全
の
解
決
に
向
け
た
抜
本
的
な
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ユ
ノ
カ
ル
基
準
や
ブ
ラ
シ
ウ
ス
基
準
の
適
用
を
通
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
あ
る
い
は
支
配
株
主
の
議
決
権
行
使

な
ど
に
関
す
る
新
し
い
司
法
判
断
も
出
さ
れ
、
議
論
が
交
錯
す
る
状
況
に
あ
る
。
背
景
に
はW

olf�P
ack

と
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

取
締
役
の
対
株
主
責
任
の
み
な
ら
ず
株
主
の
担
う
べ
き
対
会
社
責
任
に
か
か
る
忠
実
義
務
の
考
察
等
も
存
在
す
る
。

米
国
は
施
策
面
か
ら
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向
上
が
試

（
三
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六
四

行
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
一
定
の
法
制
整
備
が
指
向
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
注
意
義
務
や
忠
実
義
務

に
か
か
る
概
念
の
規
範
化
、
買
収
防
衛
策
に
お
け
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成
に
向
か
う
も
の
と
思
料
さ

れ
る
。

他
方
、
英
国
のinclusive

（
包
括
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
し
つ
つ
、
忠
実
義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義

務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的
株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
つ
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

我
が
国
は
英
国
を
模
範
と
し
つ
つ
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
進
め
ら
れ
る
が
、
会
社
法
に
根
拠

を
置
い
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
形
を
と
ら
ず
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方
、
グ
ル
ー
プ
ガ
ン
ナ
ン
ス
な
ど
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
面

の
課
題
も
残
る
。
各
国
が
共
通
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
点
が
株
主
主
権
か
ら
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か

ら
企
業
価
値
向
上
へ
移
る
過
程
に
あ
る
と
思
料
さ
れ
、
各
々
異
な
る
歴
史
や
背
景
の
下
で
金
融
資
本
主
義
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
、
そ
の
克

服
に
向
け
て
制
度
改
革
を
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
で
は
、
改
め
て
項
目
ご
と
に
要
諦
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

２
．
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
を
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
同
じ
く
コ
モ
ン
ロ
ー
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
米
国
と
異
な
り
取
締
役
の
受
託
者
責
任
の
枠
内
に
お
い
て
企
業
価
値
向
上
と
い

う
共
通
認
識
の
も
と
、
広
範
な
取
締
役
の
一
般
的
義
務
を
規
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
お
い
て
は
、

会
社
の
成
功
に
向
け
て
行
動
す
る
取
締
役
の
義
務
に
つ
い
て
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
応
し
て
六
つ
の
事
項
を
考
慮
し
つ
つ
株

主
全
体
の
利
益
の
た
め
に
誠
実
と
考
え
る
方
法
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
旨
が
示
さ
れ
る
。
意
思
決
定
に
よ
り
長
期
的
に
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
結
果
、
従
業
員
の
利
益
、
顧
客
等
の
関
係
を
育
成
す
る
必
要
性
、
地
域
社
会
お
よ
び
環
境
に
対
し
会
社
の
活
動
が
与
え
る
影
響
、
事

業
上
の
行
為
に
つ
い
て
会
社
が
評
価
を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
株
主
間
に
お
い
て
公
正
に
行
為
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
り
、

（
四
〇
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
五

最
後
の
点
は
相
反
す
る
背
景
を
背
負
っ
た
全
取
締
役
に
つ
い
て
、
社
外
取
締
役
を
一
律
に
想
定
す
る
の
で
な
く
、
企
業
価
値
最
大
化
の
た

め
の
忠
実
義
務
を
一
層
明
確
化
す
る
内
容
の
も
の
と
い
え
る
が
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
定
め
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

３
．
米
国
で
は
、
判
例
法
で
緩
和
さ
れ
た
注
意
義
務
と
対
照
的
に
忠
実
義
務
で
は
適
用
の
厳
格
化
が
指
向
さ
れ
た
が
、
範
囲
と
し
て
は

柔
軟
に
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
コ
ー
ド
を
持
た
な
い
米
国
に
と
り
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
で
捕
捉
し
き
れ
な
い
領
域
に
対
し

て
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
の
範
疇
に
お
い
て
柔
軟
性
な
対
応
を
可
能
と
す
る
。

英
国
で
は
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
実
効
性
確
保
の
視
点
か
ら
、
業
界
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
成
な
ど
規
範
意
識
の
高
揚
に
向

け
た
動
き
も
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
制
度
設
計
上
も
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
七
二
条
は
法
文
が
限
定
列
挙
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
規
定
の
あ
り
方
に
疑
問
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
改
正
で
は
従
業
員
の
利
益
に
配
慮
を
見
せ
て
い
る
が
、
今

後
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
首
肯
さ
れ
る
指
摘
で
あ
る
。

４
．
株
主
に
関
し
て
支
配
株
主
、
あ
る
い
は
過
半
数
に
は
到
達
し
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
、
そ
れ
も
機
関
投
資
家
か
フ
ァ
ン
ド
か
な

ど
多
様
性
を
持
つ
事
例
に
か
か
る
米
国
の
司
法
判
断
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
社
外
取
締
役
が
株
主
の
利
益
代
表
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
か
ら
経
営
陣
と
の
合
意
あ
る
い
は
私
的
和
解
に
よ
り
送
り
込
ま
れ
た
場
合
な
ど
、
総
体
的
に
当
該
企
業
の
長
期
的
利
益
か
、
短

期
的
利
益
か
、
あ
る
い
は
利
益
計
上
に
関
し
て
も
派
遣
元
の
フ
ァ
ン
ド
に
結
果
的
に
有
利
と
な
り
か
ね
な
い
計
数
処
理
方
法
か
等
、
社
外

取
締
役
間
で
も
事
実
上
差
異
が
生
じ
か
ね
ず
、
情
報
格
差
、
非
対
称
性
等
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
の
課
題
も
生
じ
る
。

注
意
義
務
で
は
包
含
し
に
く
い
領
域
で
あ
り
、
ま
た
米
国
で
は
注
意
義
務
に
お
け
る
過
失
認
定
に
は
緩
い
歴
史
も
あ
る
。

支
配
株
主
に
か
か
る
忠
実
義
務
、
株
主
間
の
差
別
化
の
問
題
は
近
時
、
米
国
判
例
上
も
少
な
か
ら
ぬ
議
論
と
な
っ
て
き
た
（S

outhern�

P
eru

事
件
）。
支
配
株
主
、
分
散
株
主
等
に
よ
り
株
主
が
担
う
べ
き
対
会
社
義
務
も
内
容
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
利
益
相
反
モ
デ
ル
に

（
四
〇
一
）
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二
六
六

よ
る
四
類
型
化
の
試
み
も
さ
れ
る
。
支
配
株
主
の
場
合
、
取
締
役
派
遣
も
監
視
に
止
ま
ら
ず
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
全
責
任
を
担
う
。
他
方

フ
ァ
ン
ド
で
は
改
善
要
求
を
突
き
付
け
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
な
ど
の
リ
タ
ー
ン
期
待
、
私
的
和
解
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
行

動
を
と
り
得
る
。
情
報
格
差
の
問
題
は
い
ず
れ
の
類
型
も
あ
り
得
る
が
、
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

多
様
な
株
主
利
益
を
代
表
す
る
社
外
取
締
役
を
含
む
取
締
役
会
が
共
通
し
て
企
業
価
値
向
上
を
目
指
す
べ
き
規
定
と
し
て
英
国
で
は

二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
が
存
在
し
、
同
条
を
前
提
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
コ
ー
ド
に
お
い
て
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
柔
軟
な
対

応
が
図
ら
れ
、
他
方
米
国
で
は
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
っ
て
忠
実
義
務
の
扱
い
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
形
が
と
ら
れ
て
き
た
。
英
国
で
は
ダ
ブ

ル
コ
ー
ド
に
お
い
て
株
主
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
等
の
多
様
化
の
傾
向
を
柔
軟
に
反
映
で
き
、
取
締
役
会
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
み
な

ら
ず
、
企
業
価
値
向
上
を
図
る
戦
略
的
意
思
決
定
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
最
終
の
防
衛
線
（third�line�of�defense

）
と
し
て
リ
ス

ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
担
わ
し
め
る
根
幹
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
（
93
）

。

５
．
我
が
国
で
も
忠
実
義
務
の
内
容
面
に
つ
い
て
拡
大
し
、
利
益
相
反
防
止
に
止
ま
ら
ず
、
企
業
価
値
向
上
を
コ
ー
ド
に
義
務
化
す
る

規
定
を
置
き
、
注
意
義
務
を
含
む
受
託
者
責
任
と
は
別
に
並
列
さ
せ
る
制
度
設
計
が
想
定
で
き
な
い
か
（
異
質
説
に
よ
る
）。
問
題
意
識
と

し
て
一
石
を
投
じ
た
い
。
半
面
で
、
忠
実
義
務
の
有
す
る
本
来
の
厳
格
性
が
緩
む
こ
と
は
避
け
た
い
た
め
、
コ
ー
ド
に
よ
る
対
応
が
望
ま

し
い
。

６
．
政
府
に
よ
る
公
定
の
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
な
い
米
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
八
年
一
月
主
要
機
関
投
資
家
お
よ
び
運
用
会
社
は
投

資
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
めInvestor�S

tew
ardship�G

roup

（
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
を
設
立
し
、
機
関
投
資
家
向
け
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
原
則
を
制
定
し
た
。

Ｅ
Ｕ
と
異
な
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
準
が
存
在
せ
ず
、
各
機
関
投
資
家
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
社
内
体
制
、
対
象

（
四
〇
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
七

先
の
選
定
方
法
な
ど
独
自
の
方
法
に
よ
り
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
面
で
も
徐
々
に
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

収
斂
の
兆
し
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

７
．
世
界
的
な
景
気
停
滞
下
、
パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
増
え
投
資
家
に
協
調
行
動
化
が
進
ん
で
お
り
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
依
存
度
も

高
ま
る
中
、
米
国
下
院
で
二
〇
一
七
年
一
二
月
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
お
よ
び
透
明
性
法
案
（C

orporate�G
overnance�

R
eform

�and�T
ransparency�A

ct�of�2017

）
が
可
決
さ
れ
、
助
言
会
社
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
な
ら
び
に
正
確
か
つ
客
観
的
な
提
言
を
行
う
専
門
性

と
能
力
の
証
明
を
義
務
付
け
、
発
行
体
に
対
し
て
助
言
会
社
に
対
応
す
る
時
間
を
十
分
与
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
五
月

一
七
日
改
正
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
で
も
助
言
会
社
に
関
す
る
規
律
が
設
け
ら
れ
た
。
機
関
投
資
家
が
助
言
会
社
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
情

報
処
理
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
す
る
一
方
、
分
散
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
外
国
人
投
資
家
の
議
決
権
行
使
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
一

層
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
（
94
）

。

８
．
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
米
国
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
広
範
な
受
け
皿
を
採
用
し
に
く
く
、
他
方
英
国
は
純
粋
株
主
主

義
を
脱
し
て
一
七
二
条
の
捕
捉
範
囲
を
拡
大
し
た
と
さ
れ
る
。
英
国
の
場
合
、
元
来
は
組
合
契
約
的
結
合
が
主
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と

い
う
特
徴
も
あ
る
。
米
国
の
よ
う
に
忠
実
義
務
に
拘
泥
す
れ
ば
、
勢
い
支
配
株
主
な
ど
株
主
間
の
差
別
化
、
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
義

務
と
い
う
議
論
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
英
国
の
制
度
設
計
の
利
点
を
生
か
し
、
我
が
国
の
場
合
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条

の
内
容
で
あ
る
企
業
価
値
向
上
遵
守
義
務
を
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
規
定
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
柔
軟
に
対
応
で
き
よ
う
か
。
内
容
面
の
精
査
は
、

今
後
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
、
実
務
指
針
に
委
ね
る
こ
と
と
な
る
。
経
済
産
業
省
が
積
極
的
に
取
り
ま
と
め
つ
つ
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
類
型
化
な
ど
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
比
重
が
増
し
て
い
こ
う
。

我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
実
質
化
を
進
め
る
上
で
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。
受
託
者
責
任
を
負
う
株
主
に
お
い
て

（
四
〇
三
）
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二
六
八

W
olf�P

ack

戦
術
を
駆
使
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
支
配
株
主
を
両
極
と
し
、
社
外
取
締
役
の
担
う
忠
実
性
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
取
締

役
の
忠
実
義
務
イ
コ
ー
ル
株
主
の
忠
実
義
務
に
重
な
り
か
ね
な
い
場
合
、
取
締
役
会
の
健
全
か
つ
効
率
的
な
機
能
発
揮
の
た
め
に
も
情
報

格
差
是
正
な
ど
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
規
制
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
両
面
か
ら
誘
導
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
も
合
わ
せ
柔
軟
性
、
自
主
性
維
持
か
ら
有
益
な
手
法
と
な
ろ
う
。

９
．
米
国
に
お
け
る
株
主
に
か
か
る
忠
実
義
務
を
検
討
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
法
的
に
ヨ
コ
の
関
係
を
重
視
し
、
株
主
相
互
間
の
誠
実
義

務
違
反
・
株
主
間
差
別
化
と
み
る
立
場
と
の
親
和
性
か
ら
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
修
正
局
面
が
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
り
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看

取
で
き
よ
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
異
な
り
支
配
株
主
で
は
長
期
的
視
点
で
メ
リ
ッ
ト
追
求
を
図
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
情
報
格
差
に
よ
る
利
益
獲
得
、

他
の
株
主
と
の
利
益
相
反
は
要
因
と
し
て
少
な
く
な
ろ
う
。
対
話
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
が
進
め
、
機
関
投
資
家
に
求

め
る
行
動
と
支
配
株
主
に
よ
る
経
営
へ
の
圧
力
に
つ
い
て
は
本
来
異
質
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
支
配
株
主
の
関
連
事
案
に
お
い
て
、

コ
ー
ド
の
中
で
経
営
陣
に
対
し
て
規
律
付
け
を
図
る
内
容
と
し
て
は
、
単
に
主
要
株
主
あ
る
い
は
三
分
の
二
の
多
数
を
超
え
る
株
主
の
賛

意
を
得
れ
ば
ば
よ
い
と
す
る
の
で
な
く
、
結
果
と
し
て
は
取
締
役
会
評
価
（board�evaluation

）
に
お
い
て
適
切
な
評
価
を
行
い
、
改
善

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
図
る
こ
と
が
主
に
な
ろ
う
。
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
に
か
か
る
最
高
裁
決
定
（
95
）

に
対
し
て
、
単
純
な
株
主
主
権
主
義
に
対

し
て
我
が
国
に
お
い
て
も
神
田
秀
樹
教
授
な
ど
か
ら
批
判
が
さ
れ
る
（
96
）

。
社
外
取
締
役
の
独
立
性
と
専
門
性
の
相
克
・
ジ
レ
ン
マ
、
完
全
公

正
原
則
と
忠
実
義
務
の
考
察
な
ど
が
鍵
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

経
営
陣
が
支
配
株
主
の
た
め
に
受
託
者
責
任
を
果
た
す
べ
き
、
と
単
純
に
言
え
る
ケ
ー
ス
で
も
な
く
、
支
配
株
主
も
ま
た
少
数
株
主
の

利
益
に
資
す
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
株
主
自
身
に
対
会
社
の
忠
実
義
務
を
認
め
て
い
く
制
度
設
計
も
検
討
さ
れ
る
。

（
四
〇
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
六
九

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
に
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
冒
頭
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
経
営
陣
、
多
様
な
株
主
と

も
協
同
し
て
企
業
価
値
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

10
．
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
前
提
と
し
て
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
概
念
の
導
入
が
有
用
に
な
ろ
う
。
支
配
株
主
派

遣
の
社
外
取
締
役
に
対
し
て
も
協
働
し
て
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
取
締
役
会
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
に
は
、
企
業
価
値
向
上
の
意
味
合

い
の
共
通
認
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（W

eighted�A
verage�C

ost�of�C
apital�

加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
）、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ

（C
apital�A

sset�P
ricing�M

odel�

資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
）
な
ど
資
本
コ
ス
ト
の
内
容
も
株
主
属
性
等
に
よ
り
相
違
し
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（R

eturn�on�

E
quity�

自
己
資
本
利
益
率
）、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
（R

eturn�on�Invested�C
apital�

投
下
資
本
利
益
率
）
な
ど
目
標
値
に
関
す
る
認
識
の
統
一
も
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
一
層
の
形
成
が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
整
備
が
Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
実

質
化
、
義
務
化
の
視
点
か
ら
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
揮
の
た
め
に
前
提
と
し
て
重
要
と
な
る
。
こ
の
面
で
は
長
期
的
株
主
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
促
進
に
関
す
る
改
正
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
利
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
仲
介
機
関
に
対
し
て
上
場
会
社
の
在
り
方
に

つ
い
て
包
括
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
、
〇
・
五
％
以
上
の
持
株
比
率
を
有
す
る
株
主
が
誰
か
を
知
る
権
利
を
会
社
に
与
え
、
も
は
や
株

主
の
匿
名
性
を
否
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
97
）

。
こ
こ
か
ら
、
背
後
に
い
る
真
の
株
主
を
特
定
す
る
必
要
性
も
生
じ

よ
う
（
98
）

。
11
．
近
時
、S
outhern�P

eru

事
件
に
お
け
る
支
配
株
主
の
株
主
と
し
て
の
忠
実
義
務
の
ほ
か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
か
か
る

T
hirdP

oint

事
件
な
ら
び
にe-B

ay

事
件
に
お
い
て
は
共
通
し
て
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
ユ
ノ
カ
ル
基
準
等
の
ス
ク
リ
ー
ン
を

通
し
て
、
株
主
の
企
業
価
値
向
上
義
務
や
株
主
第
一
主
義
の
あ
り
方
な
ど
が
米
国
に
お
い
て
議
論
と
な
っ
て
き
た
。T

hirdP
oint

事
件

で
は
株
主
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
厳
し
い
判
断
が
出
さ
れ
、e-B

ay

事
件
で
は
株
主
第
一
主
義
の
判
断
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
株
主

（
四
〇
五
）
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二
七
〇

第
一
主
義
に
対
し
て
米
国
資
本
主
義
の
将
来
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
ウ
ォ
ー
レ
ン
法
案
（T

he�A
ccountable�C

apitalism
�A
ct�A
C
A

）
が
提

出
さ
れ
、
多
く
の
州
法
で
公
益
会
社
モ
デ
ル
（B

enefit�C
orporations�M

odel

）
の
規
定
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
支
配
株
主
に
対

し
て
会
社
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
認
め
た
と
思
わ
れ
るS

outhern�P
eru

事
件
も
近
時
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
見
錯
綜
し
た
事
案
の
整
合
性
を
と
る
考
察
と
し
て
、
閉
鎖
会
社
の
特
殊
性
に
よ
り
、e-B

ay

事
件
の
場
合
は
支
配
株
主
で

は
な
い
が
、
無
視
は
で
き
な
い
シ
ェ
ア
を
有
す
る
株
主
で
あ
り
、
ま
た
短
期
的
利
益
追
求
に
走
っ
て
い
た
訳
で
も
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
と
も
相
違
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
支
配
株
主
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
場
合
、
各
々
企
業
価
値
向
上
を
至
上
と
す
る
企
業

理
念
に
か
か
る
中
立
性
の
点
に
疑
問
が
あ
り
、
支
配
株
主
の
場
合
は
短
期
的
視
点
で
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
利
益
相
反
性
を
内
包
し

て
い
る
。
こ
の
点
で
もe-B

ay

事
件
と
は
内
実
が
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

12
．
米
国
に
お
い
て
受
託
者
責
任
あ
る
い
は
信
認
義
務
の
内
容
と
し
て
の
忠
実
義
務
、
誠
実
（good�faith

）
義
務
を
重
ね
た
規
範
化
の

概
念
が
進
み
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
提
案
に
も
繋
が
り
、
経
済
成
長
に
向
け
た
米
国
資
本
主
義
の
転
機
に
向
け
た
流
れ
に
連
な
る
と
も
い

え
る
。
民
間
機
関
の
自
主
的
な
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
制
定
と
平
行
し
て
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
お
け
る
規
範
化
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
化
の
動
き
が
出

た
こ
と
に
な
る
が
、
英
国
流
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
な
く
、
形
式
的
に
は
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
主
体
の
米
国
で
あ
く
ま
で
ハ
ー
ド
ロ
ー
の

枠
内
の
法
制
度
と
し
て
形
成
が
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
で
は
コ
ー
ド
が
上
場
規
則
と
し
て
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
有

し
て
い
る
が
、
米
国
の
民
間
機
関
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
は
同
じ
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
解
し
て
も
、
模
範
的
コ
ー
ド
と
し
て
の
性
格
に
留
ま
る
点
で

も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

13
．
米
国
の
忠
実
義
務
、
英
国
のinclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
の
共
通
点
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
事
実
上
の
受
容
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
米
国
に
お
け
る
支
配
株
主
に
か
か
る
裁
判
例
、
会
社
に
対
す
る
忠
実

（
四
〇
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
一

義
務
な
ら
び
に
株
主
間
差
別
化
の
検
討
を
通
じ
て
、
忠
実
義
務
に
お
い
て
適
用
に
柔
軟
さ
を
認
め
、
従
来
は
注
意
義
務
の
一
部
と
さ
れ
た

誠
実
執
行
義
務
（D

uty�of�good�faith

）
に
つ
き
、
意
図
的
な
義
務
の
怠
慢
（intentional�dereliction�of�duty

）
あ
る
い
は
意
識
的
な
義
務

の
軽
視
（conscious�disregard�for�one ’s�responsibilities

）
の
領
域
に
対
し
て
は
責
任
減
免
等
条
項
の
適
用
が
否
定
さ
れ
て
い
る
（W

alt�

D
isney

事
件
判
決
）。

注
意
義
務
の
ミ
ス
テ
リ
ー
か
ら
の
解
放
、
主
と
し
て
重
過
失
に
限
定
さ
れ
責
任
追
及
に
緩
慢
で
あ
っ
た
注
意
義
務
か
ら
誠
実
義
務
を
分

離
す
る
姿
勢
と
も
見
ら
れ
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
き
意
図
的
な
義
務
の
怠
慢
や
意
識
的
な
義
務
の
軽
視
が
あ
れ
ば
忠
実
義
務
違

反
と
な
り
、
責
任
減
免
条
項
の
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
忠
実
義
務
違
反
に
該
当
す
る
か
は
利
益
相
反
の
場
合
に
限
定
さ
れ
な
い

と
し
て
単
純
な
二
分
法
を
排
し
、
会
社
に
と
っ
て
最
善
な
利
益
に
向
け
誠
実
に
執
行
し
て
い
る
か
を
基
準
と
す
る
。
注
意
義
務
か
ら
誠
実

義
務
を
外
し
、
反
面
で
は
本
来
的
な
忠
実
義
務
適
用
の
拡
大
傾
向
の
中
、
あ
く
ま
で
も
本
来
の
厳
格
性
を
維
持
す
べ
く
誠
実
義
務
と
し
て

要
求
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
お
け
る
二
律
性
の
顕
現
化
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。
経
営
陣
の
判
断
の
積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
義

務
・
責
任
追
及
の
制
度
形
成
と
も
い
え
、
日
米
の
み
な
ら
ず
、
英
国
法
制
と
も
考
え
方
が
接
近
し
て
き
つ
つ
あ
る
。
我
が
国
で
の
善
管
注

意
義
務
の
精
緻
な
検
討
、
取
締
役
等
の
職
務
の
明
確
化
の
受
容
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

米
国
に
お
い
て
施
策
面
か
ら
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
を
通
じ
た
長
期
的
企
業
価
値
向

上
が
試
行
さ
れ
、
本
来
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
馴
染
み
に
く
い
内
容
の
実
現
に
向
け
一
定
の
法
制
整
備
が
指
向
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
適
用
領
域
は

限
定
的
と
も
な
ろ
う
が
、
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
は
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
と
し
て
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー

へ
の
流
れ
と
言
え
な
く
も
な
い
（
私
見
）。
他
方
、
英
国
のinclusive

（
包
括
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
の
立
法
提
案
に
比

し
て
株
主
利
益
に
や
や
重
き
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
忠
実
義
務
の
枠
を
超
え
て
受
託
者
義
務
に
よ
り
将
来
の
株
主
を
含
め
た
一
般
的

（
四
〇
七
）
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二
七
二

株
主
利
益
を
想
定
し
、
法
人
擬
制
説
に
立
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
忠
実
義
務
に
拘
泥
し
た
場
合
に
は
支
配
株
主
に
従
属
す
る
危
険
性
が
あ

り
、
こ
の
点
で
も
先
見
性
の
あ
る
優
れ
た
考
え
方
と
い
え
よ
う
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
冒
頭
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
株
主
が
併
記
さ
れ
て
い

る
が
、inclusive

ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
平
仄
が
と
れ
た
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
。

14
．
最
後
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
、
更
に
ケ
ー
ス
ロ
ー
（
判
例
に
よ
る
規
範
形
成
）
に
つ
い
て
比
較
法
的
に
ま
と
め
を
図
っ
て
お
き
た
い
。

米
国
は
ユ
ノ
カ
ル
基
準
な
ど
を
通
じ
た
ケ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ａ
法
案
と
い
う
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成
に
向
か
い
、
実
態
に
合
わ
せ
る
べ
く

規
範
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
の
概
念
に
つ
き
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
取
り
組
み
が
窺
え
る
。
支
配
株
主
の
忠
実
義
務
に
関
し
て
も

ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
っ
て
規
範
化
概
念
の
流
れ
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
な
る
展
開
が
注
視
さ
れ
る
。
民
間
機
関
の
ダ
ブ

ル
コ
ー
ド
策
定
は
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
上
場
規
則
の
よ
う
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
な
く
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
は
展
開
し
に
く
い
面

が
あ
る
。
英
国
は
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
と
会
社
法
に
よ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
こ
の
領
域
で
は
先
行
す
る
が
、
短
期
主
義
に
よ
る
ジ

レ
ン
マ
が
実
際
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
点
で
課
題
が
残
る
。
企
業
価
値
向
上
義
務
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
経
済
成
長
に
必
ず
し
も
繋
が
っ
て
は
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
英
国
研
究
者
か
ら
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
99
）

。

我
が
国
は
英
国
を
模
範
と
し
つ
つ
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
で
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
進
め
ら
れ
、
政
府
主
導
で
コ
ー
ド
改
訂
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
発
出
な
ど
精
力
的
、
継
続
的
な
政
策
フ
ォ
ロ
ー
が
な
さ
れ
る
が
、
会
社
法
に
根
拠
を
置
い
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
形
を
と
ら

ず
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含
め
会
社
法
と
概
念
の
不
統
一
性
も
存
在
し
、
金
商
法
と
コ
ー
ド
に
関
す
る
根
本
的
設
計
の
問
題
点
も
指

摘
さ
れ
る
（
100
）

。
上
場
規
則
と
し
て
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
形
成
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
依
ら
な
い
限
り
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
の
課
題
は
残
る
。
会
社
法
上
、
三
つ
の
ガ
バ
ナ
ン

（
四
〇
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
三

ス
形
態
の
選
択
が
可
能
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
はC

om
ply�or�E

xplain

、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
よ
り
柔
軟
な
個
別
企
業
の
改

革
手
法
を
容
認
す
る
が
、
各
国
の
施
策
面
で
も
こ
う
し
た
最
終
的
な
共
通
の
改
革
目
標
に
向
け
柔
軟
さ
を
保
ち
つ
つ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
収
斂
）、
コ
ー
ド
の
実
質
化
等
に
向
け
た
動
き
が
各
々
異
な
る
金
融
資
本
主
義
の
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
克
服
に
向
け
て

現
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

15
．
重
畳
的
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
とF

unctional�C
onvergence

　
我
が
国
で
は
上
場
規
則
と
し
て
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
先
行
に
よ
り
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
誘
導
も
含
む
政
策
効
果
を
内
包
さ
せ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
並
行
さ
せ
、
ソ
フ

ト
ロ
ー
の
み
に
着
目
す
れ
ば
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
重
畳
的
、
連
関
的
に
組
み
合
わ
せ
た
我
が
国
独
自
の
ソ
フ

ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
よ
う
。
世
界
各
国
と
は
法
制
度
面
の
相
違
は
残
し
つ
つ
、
機
能
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
収
斂
（F

unctional�

C
onvergence

）
の
顕
現
化
と
も
思
料
さ
れ
る
。

コ
ー
ド
の
上
場
規
則
化
に
よ
っ
て
社
外
独
立
取
締
役
の
導
入
、
任
意
で
は
あ
る
が
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
設
置
等
を
義
務
付
け
、
社
外

独
立
取
締
役
の
機
能
向
上
も
図
る
な
ど
米
国
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
り
進
め
つ
つ
あ
る
現
在
、
同
方
向
に
沿
っ
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
し
、
実
務
面
の
醸
成
と
司
法
判
断
の
誘
導
も
図
り
、
会
社
法
に
直
接
に
基
盤
を
持
っ
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
な

い
が
、
大
き
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
設
計
が
企
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
取
で
き
る
。
我
が
国
独
自
の

ソ
フ
ト
ロ
ー
主
体
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
設
計
と
し
て
注
視
さ
れ
よ
う
。

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
は
「
公
正
な
Ｍ
＆
Ａ
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
─
企
業
価
値
の
向
上
と
株
主
利
益
の
確
保
に
向
け
て
─
」

（
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日
（
101
）

）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
や
支
配
株
主
に
よ
る
上
場
子
会
社
の
買
収
を
念
頭
に
、
利
益
相
反

防
止
措
置
と
し
てM

ajority-of-the-M
inority�V

oting

、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、
特
別
委
員
会
の
具
備
等
を
掲
げ
て
い
る
。

（
四
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
四

米
国
に
お
け
る
支
配
株
主
と
レ
ブ
ロ
ン
基
準
・
義
務
（
102
）

に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
従
来

の
我
が
国
の
司
法
判
断
で
は
二
〇
一
三
年
レ
ッ
ク
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
損
害
賠
償
請
求
事
件
東
京
高
裁
判
決
（
103
）

に
見
る
通
り
、
基
本
的

に
は
総
会
の
判
断
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
米
国
判
例
理
論
を
そ
の
ま
ま
移
植
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
制
度
全
体
の
相
違
を
勘
案

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
104
）

。
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
判
決
（
105
）

に
お
い
て
総
会
の
圧
倒
的
多
数
の
判
断
を

重
視
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
株
主
価
値
向
上
と
企
業
価
値
向
上
の
異
同
性
の
把
握
と
共
に
、
予
て
二
〇
〇
八
年
企
業
価
値
研
究
会
報
告

書
（
106
）

に
お
い
て
過
剰
な
重
視
で
あ
る
と
し
て
批
評
が
出
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
た
る
会
社
法
に
直
接
の
基
盤
は
置
か
な
い
も
の
の
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
上
場
規
則

と
し
て
一
定
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
も
っ
て
機
能
し
つ
つ
あ
り
、
独
立
社
外
取
締
役
導
入
、
そ
の
果
た
す
べ
き
機
能
の
明
確
化
、
任

意
で
は
あ
る
が
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
設
置
義
務
付
け
な
ど
米
国
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
設
計
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
構
築
に
向
け
て
、
徐
々
に

上
場
企
業
に
お
け
る
変
化
を
誘
導
し
、
基
盤
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
は
グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
107
）

、
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
相
次
ぐ
詳
細

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
弱
い
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
は
あ
る
が
、
特
に
実
務
面
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
変
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
司
法
判
断
の
拠
り
所
と
な
り
う
る
こ
と
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
108
）

。
我
が
国
は
、
独
自
に
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

メ
ン
ト
に
お
い
て
強
弱
の
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
主
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
改
革
を
進
め
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
と
し
て
の
司
法
判
断
も

徐
々
に
米
国
判
例
の
方
向
に
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
法
制
度
全
体
の
在
り
方
を
変
化
さ
せ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
も
一
層
発
揮
さ

せ
ん
と
す
る
方
向
性
が
窺
え
よ
う
。

即
ち
金
融
庁
主
導
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
上
場
規
則
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
相
次
ぐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
出

と
い
う
暗
黙
の
省
庁
間
連
携
か
ら
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
み
な
ら
ず
、
一
定
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
方
向

（
四
一
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
五

付
け
も
進
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
重
視
の
米
国
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
と
誘
導
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
配
株
主
と
レ
ブ
ロ
ン
基
準
に
か
か
る
利
益

相
反
防
止
措
置
と
し
て
米
国
判
例
法
理
を
念
頭
に
置
い
たM

ajority-of-the-M
inority�V

oting

、
特
別
委
員
会
の
具
備
が
機
能
を
発
揮

し
、
且
つ
今
後
の
司
法
判
断
に
お
い
て
も
実
効
性
を
持
て
る
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
全
体
の
法
制
度
の
転
換
を

徐
々
に
図
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
主
導
で
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
転
換
を
促
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
一
層
実
効
性
を
発
揮
す
る
と
い
うP

D
C
A

の
関
係
が
看
取
で
き
よ
う
か
。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
盛

り
込
み
つ
つ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
更
な
る
深
化
に
向
け
た
政
府
主
導
の
独
自
性
の
あ
るF

unctional�C
onvergence （109

）

と
し
て
把
握
で
き
、
更
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
1
）�

金
融
庁
長
官
遠
藤
俊
英
「
今
後
の
金
融
行
政
に
つ
い
て
」
証
券
経
済
学
会
全
国
大
会
講
演
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
一
日
於
神
奈
川
大
学
）
一
─

六
八
頁
。

（
2
）�

「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
の
概
要
二
〇
一
八
年
六
月
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

と
の
比
較
」B

U
S
IN
E
S
S
�L
A
W
Y
E
R
S

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
）。F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�A
�U
K
�

C
orporate�G

overnance�C
ode�that�is�fit�for�the�future,�16�July�2018,�1-15pp.

（
3
）�

鈴
木
裕
「
日
英
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
動
向
」
大
和
総
研
・
金
融
資
本
市
場
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
九
日
）
一
─
六
頁
、
同
「
株
主
総

会
で
反
対
票
が
多
い
場
合
の
対
応
」
大
和
総
研
・
金
融
資
本
市
場
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
六
日
）
一
─
三
頁
。

（
4
）�

大
杉
謙
一
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
実
務
上
の
課
題
～
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
の
視
点
も
含
め
て
～
」
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
、

双
日
（
株
）
法
務
部
長
守
田
達
也
コ
メ
ン
ト
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
）。

（
5
）�

江
木
聡
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
に
見
る
『
従
業
員
重
視
』」
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
・
年
金
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

二
六
八
号
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
日
）
一
─
五
頁
。

（
四
一
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
六

（
6
）�C

O
R
P
O
R
A
T
E
�G
O
V
E
R
N
A
N
C
E
�R
E
F
O
R
M

（2017

）�. “T
he�G

overnm
ent�response�to�the�green�paper�consultation ”26-27pp.
（
7
）�

（
１
）
会
社
の
取
締
役
は
、
当
該
会
社
の
社
員
全
体
の
利
益
の
た
め
に
当
該
会
社
の
成
功
（success

）
を
促
進
す
る
可
能
性
が
最
も
大
き
い
で

あ
ろ
う
と
誠
実
に
考
え
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
そ
の
よ
う
に
行
為
す
る
に
当
た
り
特
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ａ
）
一
切
の
意
思
決
定
に
よ
り
長
期
的
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
結
果
（the�likely�consequences�of�any�

decision�in�the�long�term

）、（
ｂ
）
当
該
会
社
の
従
業
員
の
利
益
、（
ｃ
）
供
給
業
者
、
顧
客
そ
の
他
の
者
と
当
該
会
社
と
の
事
業
上
の
関
係

（business�relationship

）
の
発
展
を
促
す
必
要
性
、（
ｄ
）
当
該
会
社
の
享
業
（operations

）
の
も
た
ら
す
地
域
社
会
（the�com

m
unity

）
お

よ
び
環
境
へ
の
影
響
、（
ｅ
）
当
該
会
社
が
そ
の
事
業
活
動
（business�conduct

）
の
水
準
の
高
さ
に
か
か
る
評
判
を
維
持
す
る
こ
と
の
有
用
性

（desirability

）、（
ｆ
）
当
該
会
社
の
社
員
相
互
間
の
取
扱
い
に
お
い
て
公
正
に
行
為
す
る
必
要
性
（
第
一
七
二
条
第
一
項
）。（
２
）
会
社
の
目
的

（the�purposes

）
が
、
そ
の
社
員
の
利
益
以
外
の
目
的
か
ら
成
る
と
き
、
ま
た
は
社
員
の
利
益
以
外
の
目
的
を
含
む
限
り
に
お
い
て
、
第
一
項
は
、

当
該
会
社
の
社
員
の
利
益
の
た
め
に
当
該
会
社
の
成
功
を
促
進
す
る
と
は
、
当
該
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
し
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
３
）
本
条
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
は
、
取
締
役
に
対
し
一
定
の
状
況
に
お
い
て
当
該
会
社
の
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
し
ま
た
は
当
該
会
社
の
債
権

者
の
利
益
に
お
い
て
行
為
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
一
切
の
法
規
（enactm

ent

）
ま
た
は
コ
モ
ン
ロ
ー
・
ル
ー
ル
（rule�of�law

）
に
従
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
効
力
を
有
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
制
研
究
会
（
代
表
者
川
島
い
づ
み
・
中
村
信
男
・
田
中
庸
介
）「
イ
ギ
リ
ス
二
〇
〇
六
年
会
社

法
（
２
）」『
比
較
法
学
』
四
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
九
─
二
三
三
頁
。

（
8
）�

須
磨
美
月
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
改
訂
の
概
要
─
日
本
企
業
は
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
か

ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
─
」
資
料
版
商
事
法
務
四
一
四
号
（
二
〇
一
八
年
九
月
）
二
四
─
五
三
頁
を
参
照
し
た
。
改
訂
内
容
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
上

田
亮
子
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
日
本
へ
の
示
唆
」
月
刊
資
本
市
場
三
九
五
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
二
四
─
三
四
頁
。

（
9
）�K
P
M
G
�B
eard�L

eadership�C
entre,�G

uide�to�D
irectors ’�R

em
uneration�2017,28p.

（
10
）�

須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
〇
─
四
一
頁
。

（
11
）�

も
っ
と
も
実
務
上
、F

T
S
E
350

銘
柄
で
み
て
ご
く
少
数
に
留
ま
っ
て
い
る
（
三
〇
五
社
中
一
二
社
）。
須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
二
頁
。

（
12
）�

上
田
亮
子
・
前
掲
注（
８
）三
一
─
三
三
頁
。

（
四
一
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
七

（
13
）�T

he�D
epartm

ent�for�B
usiness,�E

nergy�and�Industrial�S
trategy,�C

orporate�G
overnance�R

eform
�G
reen�P

aper

（N
ovem

ber�

2016

）�1-57pp.
（
14
）�
中
村
信
男
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
社
法
改
正
構
想
─
二
〇
一
六
年
緑
書
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
」
に
示
さ
れ
た
会
社
法
改

正
構
想
の
概
観
と
示
唆
─
」
比
較
法
学
五
一
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
七
五
─
一
一
一
頁
参
照
。

（
15
）�H

ouse�of�C
om
m
ons,�W

ork�and�P
ensions�and�B

usiness,�Innovation�and�S
kills�C

om
m
ittees,�B

H
S
,�F
irst�R

eport�of�the�W
ork�

and�P
ensions�C

om
m
ittee�and�F

ourth�R
eport�of�the�B

usiness,�Innovation�and�S
kills�C

om
m
ittee�of�S

ession�201617,H
C
54.

（
16
）�C

hizu�N
akajim

a,�P
roposals�for�corporate�governance�reform

�and�crack

─dow
n�on�irresponsible�business�in�the�U

K
,�the�

C
om
pany�L

aw
yer,�V

ol.�38,�N
o.�3,�94p�

（2017

）.

（
17
）�

中
村
・
前
掲
注（
14
）一
〇
六
─
一
一
一
頁
。

（
18
）�

上
村
達
男
「
株
式
会
社
法
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
人
間
復
興
）
を
求
め
て
」
早
稲
田
大
学
最
終
講
義
（
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日
）
参
照
。

（
19
）�

三
井
千
絵
「
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
論
点
と
現
地
の
反
応
、
日
本
で
も
考
慮
す
る
べ
き
点
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
七
日
）
一
─
二
九
頁
を
参
照
し
た
。
改
訂
に
至
る
経
緯
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）�T

he�D
epartm

ent�for�B
usiness,�E

nergy�and�Industrial�S
trategy,�C

orporate�G
overnance�R

eform
�G
reen�P

aper

（N
ovem

ber�

2016

）,29-30pp.

（
21
）�https://hom

e.kpm
g/jp/ja/hom

e/insights/2014/04/eu-non-financial-reporting-140407.htm
l.�

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
「
非
財
務
情
報

開
示
を
義
務
付
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
案
承
認
」（
二
〇
一
四
年
四
月
七
日
）。
拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
─
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
と
統
合
報
告
、
海
外
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
、
二
〇
一
五

年
英
国
現
在
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
な
ど
─
」
政
経
研
究
五
三
巻
二
号

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
）
三
二
七
─
四
〇
四
頁
。

（
22
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）九
─
一
七
頁
、
一
二
頁
。

（
23
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�T
he�U

K
�C
orporate�G

overnance�C
ode�,�July�2018,�pp6-7.D

eloitte,F
R
C
�issues�new

�U
K
�

（
四
一
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
七
八

C
orporate�G

overnance�C
ode,�July�2018,1-12pp.

須
磨
美
月
・
前
掲
注（
８
）四
八
─
四
九
頁
。

（
24
）�

三
井
千
絵
・
前
掲
注（
19
）一
七
─
一
八
頁
。

（
25
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�G
uidance�on�the�S

trategic�R
eport,�July�2018,1-98pp.

（
26
）�
洗
練
さ
れ
た
株
主
価
値
最
大
化
論
と
称
さ
れ
る
。
神
作
裕
之
「
企
業
の
持
続
的
成
長
と
会
社
法
・
金
商
法
上
の
い
く
つ
か
の
論
点
」
東
京
大
学

比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
務
と
最
新
諸
論
点
─
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
─
』（
二
〇
一
九
年

二
月
二
七
日
）
四
六
頁
。

（
27
）�

杉
浦
保
友
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
の
下
で
の
取
締
役
に
よ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
利
益
考
慮
義
務
」
杉
浦
保
友
編
『
Ｅ
Ｕ
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
４
企
業

の
社
会
的
責
任
』
勁
草
書
房
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
一
九
七
─
二
二
八
頁
参
照
。

（
28
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）二
〇
─
二
八
頁
。

（
29
）�D

irective�

（E
U

）�2017/828�of�the�E
uropean�P

arliam
ent�and�of�the�C

ouncil�of�17�M
ay�2017,�A

m
ending�D

irective�2007/36/

E
C
�as�regards�the�encouragem

ent�of�long-term
�S
hareholder�engagem

ent.�C
om
m
ission�Im

plem
enting�R

egulation�

（E
U

）�

2018/1212�of�3�S
eptem

ber�2018�laying�dow
n�m
inim
um
�requirem

ents�im
plem

enting�the�provisions�of�D
irective�2007/36/E

C
�of�

the�E
uropean�P

arliam
ent�and�of�the�C

ouncil�as�regards�shareholder�identification,�the�transm
ission�of�inform

ation�and�the�

facilitation�of�the�exercise�of�shareholders�rights.

神
作
・
前
掲
注（
26
）一
─
五
〇
頁
。

（
30
）�

金
融
庁
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
第
一
九
回
）
補
足
資

料
一
─
七
頁
。

（
31
）�

金
融
庁
・
前
掲
注（
30
）補
足
資
料
四
頁
。

（
32
）�C
onsultation�on�changes�to�the�Investm

ent�R
egulations�follow

ing�the�L
aw
�C
om
m
ission ’s�report� ‘F

iduciary�D
uties�of�

Investm
ent�Interm

ediaries ’�P
ublic�C

onsultation,�26�F
ebruary�2015.�

水
口
剛
「
イ
ギ
リ
ス
機
関
投
資
家
に
み
る
環
境
・
社
会
に
配
慮
し
た

投
資
行
動
の
研
究
」
産
業
研
究
（
高
崎
経
済
大
学
地
域
科
学
研
究
所
紀
要
）
五
一
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
二
七
─
四
〇
頁
。

（
33
）�F

R
C
,�T
iering�of�S

tew
ardship�C

ode�S
ignatories.

三
井
千
絵
「
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
のT

iering

（
運
用
機
関
評
価
）、
日
系
運
用
会
社T

ier１

（
四
一
四
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
七
九

に
な
る
」
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
八
日
）。

（
34
）�

「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
案
」
商
事
法
務
．
二
一
九
一
号
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
）
五
五
頁
。

（
35
）�
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
い
う
関
係
性
が
曖
昧
な
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
資
連
鎖
に
お
け
る
よ
り
広
範
で
複
雑
な
関
係
を
捉
え
、

上
場
会
社
の
価
値
向
上
を
通
じ
て
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
や
最
終
受
益
者
の
利
益
に
資
す
る
と
い
う
最
終
目
的
の
達
成
を
目
指
さ
ん
と
す
る
。
受
託

者
責
任
（fiduciary�duty

）
で
は
な
く
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
な
の
か
、
受
託
者
責
任
の
限
界
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
広
範
囲
の

関
係
性
の
網
羅
に
つ
い
て
、
上
田
亮
子
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
金
融
庁
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
資
料
（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
）
一
─
三
三
頁
。

（
36
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�C
onsulting�on�a�revised�U

K
�S
tew
ardship�C

ode,30�January�2019.�P
roposed�R

evision�to�the�

U
K
�S
tew
ardship�C

ode,�1-27pp.�A
nnex�A

:�P
roposed�R

evisions�to�the�U
K
�S
tew
ardship�C

ode�-�R
evised�U

K
�S
tew
ardship�C

ode.�

A
nnex�B

:�P
roposed�R

evisions�to�the�U
K
�S
tew
ardship�C

ode�-�S
um
m
ary�of�C

hanges.

（
37
）�

前
掲
注（
36
）FR

C
,�P
roposed�R

evision�to�the�U
K
�S
tew
ardship�C

ode,1-3pp,�p10.

（
38
）�C

onsulting�on�a�revised�U
K
�S
tew
ardship�C

ode,2-3pp.

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書
の
翻
訳
に
か
か
る
文
責
は
全
て
筆
者
に
あ
る
。

（
39
）�K

ay,�J.� “T
he�K

ay�R
eview

�of�U
K
�E
quity�m

arket�and�L
ong-T

erm
�D
ecision ”�Investor�M

anagem
ent�A

ssociation,[2012.,K
ay,J.�

“B
uilding�a�C

ulture�of�L
ong-T

erm
�E
quity�Investm

ent-Im
plem

entation�of�the�K
ay�R

eview
:�P
rogress�R

eport, ”�B
IS
.

拙
稿
「
日
本

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
転
換
点
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
─
英
国
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
向
け
た
改
革
の
功
罪
、
真
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
原
点
回
帰
─
」『
危
険
と
管
理
』
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
Ｒ
Ｍ
双
書
三
六
集
四
八
巻
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
〇
日
）
五
二
─
六
三
頁
。

（
40
）�w

w
w
.investorforum

.org.uk/about/history/.�Investor�F
orum

に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
特
徴
と
し
て
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
幅
広
い
投
資
家
と
の
協
働
が
あ
げ
ら
れ
る
。
株
主
意
見
を
直
接
取
締
役
会
に
伝
達
し
、
長
期
的
解

決
策
を
創
出
す
る
た
め
のH

ub�&
�S
poke

モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
村
澤
竜
一
「
機
関
投
資
家
に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

K
P
M
G
�Insight

二
九
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
一
─
四
頁
。

（
41
）�

会
計
監
査
人
が
被
監
査
会
社
の
経
営
者
に
選
任
さ
れ
、
監
査
契
約
を
締
結
し
て
経
営
者
か
ら
会
計
監
査
人
に
対
し
て
監
査
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

（
四
一
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
〇

こ
と
。（
社
）
日
本
監
査
役
協
会
第
九
回
有
識
者
懇
談
会
議
事
要
旨
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
四
日
）
一
─
一
一
頁
。

（
42
）�

前
掲
注（
36
）FR

C
,�P
roposed�R

evision�to�the�U
K
�S
tew
ardship�C

ode,6p.
（
43
）�
武
井
一
浩
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
法
制
上
の
課
題
」
神
作
裕
之
編
『
企
業
法
制
の
将
来
展
望-

資
本
市
場
制
度
の

改
革
へ
の
提
言
─
２
０
１
４
年
度
版
』
財
経
詳
報
社
（
二
〇
一
三
年
）
三
六
八
─
三
七
一
頁
。

（
44
）�

武
井
・
前
掲
注（
43
）三
七
〇
─
三
七
一
頁
。

（
45
）�

三
井
・
前
掲
注（
19
）二
七
─
二
八
頁
。

（
46
）�

拙
稿
「
忠
実
義
務
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
考
察
─
米
国
の
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
と
英
国
会
社
法
の
一
般
的
義
務
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved�P
ersons

制
度
等
の
接
点
─
」
日
本
法
学
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
一
月
）
四
三
九
─
四
九
二
頁
。

（
47
）�

大
杉
謙
一
「
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
・
再
論
（
下
そ
の
一
）
─
お
よ
び
『
日
本
的
経
営
』
の
法
と
経
済
学
─
」
都
法

四
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
五
頁
、
一
九
二
頁
。）K

arolina�E
riksson,�C

orporate�G
overnance�in�the�E

uropean�U
nion:�P

ost-

E
nron,�15�B

ond�L
.�R
ev.�158,�168�

（2003

）.�

メ
ル
ビ
ン
・
Ａ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ー
グ
（
川
口
恭
弘
訳
）「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
法
制
の
改
革
」

民
商
一
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
）
三
八
九
頁
、
三
九
一
頁
以
下
。

（
48
）�

仮
屋
広
郷
「
取
締
役
の
注
意
義
務
と
経
営
判
断
原
則
─
人
間
観
と
法
の
役
割
─
」
一
橋
法
学
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
七
、一
二
二
頁

以
下
。

（
49
）�W

iniam
�T
�A
llen,�T

he�C
orporate�D

irector ’s�F
iduciary�D

uty�of�C
are�and�the�B

usiness�Judgm
ent�R

ule�under�U
.S
.�C
orporate�

L
aw
,�in�C

om
parative�C

orporate�G
overnance:�T

he�S
tate�of�the�A

rt�and�E
m
erging�R

esearch�307,�330�

（H
optet�al.eds.1998

）.

（
50
）�

酒
井
太
郎
「
米
国
会
社
法
学
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
規
範
（
１
）」「
米
国
会
社
法
学
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
規
範
（
２
・
完
）」

一
橋
法
学
一
一
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
四
九
─
一
六
六
頁
、
一
二
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
八
九
─
二
三
〇
頁
参
照
。
酒
井
太
郎

「
取
締
役
の
誠
実
性
（good�faith

グ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ス
）
を
め
ぐ
る
米
国
会
社
法
学
の
近
時
の
議
論
」
徳
本
穰
・
徐
治
文
・
佐
藤
誠
・
田
中
慎
一
・

笠
原
武
朗
編
森
淳
二
朗
先
生
退
職
記
念
論
文
集
『
会
社
法
の
到
達
点
と
展
望
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
八
年
五
月
）
一
八
九
─
二
〇
八
頁
。

（
51
）�

神
田
秀
樹
「
い
わ
ゆ
る
受
託
者
責
任
に
つ
い
て
：
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
へ
の
構
想
」
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ

（
四
一
六
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
一

ビ
ュ
ー
」M

arch-2001.98-110

頁
。
田
岡
絵
里
子
「
忠
実
義
務
か
ら
み
た
信
認
関
係
の
内
容
と
そ
の
性
質
」
早
稲
田
法
学
五
八
巻
二
号

（
二
〇
〇
八
年
）
三
五
九
─
四
一
二
頁
。

（
52
）�
青
井
信
「
Ｍ
＆
Ａ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
慶
応
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
金
融
市
場
論
（
二
〇
一
一
年
）
一
─
五
〇
頁
。

（
53
）�
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
報
告
書
「
企
業
価
値
報
告
書
～
公
正
な
企
業
社
会
の
ル
ー
ル
形
成
に
向
け
た
提
案
～
」（
二
〇
〇
五
年
五
月

二
七
日
）
一
─
一
二
七
頁
。

（
54
）�

野
田
博
「
法
規
範
と
社
会
規
範
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
取
締
役
の
信
認
義
務
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
─
」
ソ
フ
ト
ロ
ー
理
論
研

究
会
（
東
京
大
学
）（
二
〇
〇
四
年
九
月
二
四
日
）
一
─
二
〇
頁
。

（
55
）�In�re�T

he�W
alt�D

isney�C
om
pany�D

erivative�L
itigation,906�A

.2d�27�

（2006

）.

正
木
義
久
・
野
崎
竜
一
「
日
米
の
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ

リ
ー
義
務
の
変
容
と
比
較
」
商
事
法
務
一
八
〇
四
号
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
三
〇
─
四
一
頁
。

（
56
）�Johnson,�L

ym
an,�A

fter�E
nron:�R

em
em
bering�L

oyalty�D
iscourse�in�C

orporate�L
aw
.�D
elaw
are�Journal�of�C

orporate�L
aw
,�

V
ol.�28,�N

o.�1,�27-73pp,�2003.E
m
erald�P

artners�v.�B
erlin,�787�A

.2d�85�

（D
el.�2001

）.

酒
井
・
前
掲
注（
50
）一
八
六
─
一
九
四
頁
。

（
57
）�

野
田
博
「
エ
ン
ロ
ン
後
に
お
け
る
取
締
役
の
信
認
義
務
論
議
の
一
断
面
」
一
橋
法
学
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
九
─
一
〇
四
頁
。

（
58
）�

拙
稿
「
銀
行
取
締
役
の
追
加
融
資
責
任
に
関
す
る
考
察
─
東
和
銀
行
損
害
賠
償
請
求
等
訴
訟
事
件
と
関
連
事
案
の
検
討
な
ら
び
に
米
国
の
比
較

法
的
研
究
を
通
じ
て
─
」
法
学
紀
要
第
五
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
五
五
─
一
六
二
頁
。

（
59
）�C

ourt�of�C
hancery�of�D

elaw
are.�Inre�S

O
U
T
H
E
R
N
�P
E
R
U
�C
O
P
P
E
R
�C
O
R
P
O
R
A
T
IO
N
�S
H
A
R
E
H
O
L
D
E
R
�D
E
R
IV
A
T
IV
E
�

L
IIG
A
T
IO
N
.�C
.A
.N
o.961-C

S
.�S
ubm
itted:July�15,�2011.D

ecided:�O
ct.�14,�2011.�R

evised:D
ec.20,�2011.

（W
E
S
T
�L
A
W

）.

（
60
）�

支
配
株
主
の
忠
実
義
務
に
関
し
て
、
支
配
株
主
の
権
限
濫
用
行
為
の
規
制
に
つ
き
我
が
国
は
明
文
規
定
が
な
く
、
不
法
行
為
責
任
説
、
忠
実
義

務
説
、
事
実
上
の
取
締
役
説
の
法
理
解
釈
が
さ
れ
る
。
忠
実
義
務
説
（
出
口
正
義
『
株
主
権
法
理
の
展
開
』
文
眞
堂
（
一
九
九
一
年
）
三
頁
他
）
で

は
支
配
株
主
に
忠
実
義
務
を
認
め
る
が
、
有
限
責
任
と
い
う
立
法
上
の
難
点
も
指
摘
さ
れ
る
。
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
４
版
）』
二
一
頁

（
有
斐
閣
二
〇
一
一
年
）。
事
実
上
の
取
締
役
と
み
て
監
視
義
務
と
構
成
す
る
判
例
も
み
ら
れ
る
。
京
都
地
判
平
成
四
・
二
・
五
（
判
時
一
三
七
六
号

一
一
〇
頁
・
金
判
八
八
〇
号
二
四
頁
）、
大
阪
地
判
平
成
二
三
・
一
〇
・
三
一
（
判
時
二
一
三
五
号
一
二
一
頁
）。
事
実
上
の
取
締
役
説
も
四
二
九
条

（
四
一
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
二

に
包
摂
さ
れ
、
更
に
別
途
、
株
主
の
権
利
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
（
会
社
法
一
二
〇
条
）
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
私
見
）。

（
61
）�

拙
稿
「
金
融
危
機
後
の
国
際
金
融
法
規
制
の
展
望
と
新
た
な
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
に
向
け
て
」
奥
島
孝
康
先

生
古
稀
記
念
『
現
代
企
業
法
学
の
理
論
と
動
態
第
一
巻
《
下
巻
》』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
六
九
三
─
七
五
九
頁
。

（
62
）�
最
三
小
決
平
二
一
・
五
・
二
九
金
判
一
三
二
六
号
三
五
頁
参
照
。

（
63
）�

酒
井
太
郎
・
前
掲
注（
50
）四
九
─
一
六
六
頁
、
八
九
─
二
三
〇
頁
参
照
。

（
64
）�

酒
井
太
郎
・
前
掲
注（
50
）七
八
〇
─
七
八
三
頁
。
太
田
洋
・
矢
野
正
紘
「
対
抗
的
買
収
提
案
へ
の
対
応
に
際
し
て
の
取
締
役
の
行
動
準
則

〔
上
〕〔
中
〕〔
下
〕
─
わ
が
国
で
レ
ブ
ロ
ン
「
義
務
」
は
認
め
ら
れ
る
か
─
」
商
事
法
務
一
八
八
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
頁
・
一
八
八
五
号

（
二
〇
〇
九
年
）
三
八
頁
・
一
八
八
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
劉
小
勇
「
ア
メ
リ
カ
判
例
法
に
お
け
るR

evlon

基
準
の
変
遷
─
取
締
役
が
株
主
の
た

め
に
株
式
売
却
の
最
高
価
格
を
得
る
責
任
」
六
甲
台
五
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
九
頁
。

（
65
）�

田
村
俊
夫
「
米
国
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
新
潮
流
─
何
を
話
す
か
、
誰
と
話
す
か
─
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
七
年
六
月

二
七
日
）。

（
66
）�

金
融
庁
・
前
掲
注（
30
）補
足
資
料
二
頁
。「
米
機
関
投
資
家
団
体
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
を
制
定
。

26
機
関
が
既
に
賛
同
」
ニ
ュ
ー
ラ
ル
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
（
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
）。

（
67
）�U

nveils�F
ram
ew
ork�of�G

uiding�P
rinciples�w

ith�E
xpectation�of�L

ong-T
erm
�V
alue�C

reation,�Investor�P
rotection�$17�

T
rillion�in�A

U
M
�R
epresented�by�U

.S
.�and�International�Investors,�Investor�S

tew
ardship�G

roup�L
aunches�S

tew
ardship�

F
ram
ew
ork�for�2018.https://sustainablejapan.jp/2017/02/17/am

erican�-stew
ardship�-corporate-governance-principles/�25615.

（
68
）�

佐
藤
剛
（
全
米
取
締
役
協
会
員
）「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
の
魂
の
戦
い
─
『
株
主
第
一
主
義
』vs

『
ス
テ
ー
ク
ホ
ウ
ル
ダ
ー
の
価
値
の
バ

ラ
ン
ス
』
─
」
経
営
行
動
研
究
学
会
報
告
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
三
日
）
一
─
四
頁
を
参
照
し
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
法
案
、B

enefit�C
orporation�

M
odel

な
ど
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

（
69
）�

“A
ccountable�C

apitalism
�A
ct ”

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
議
員
Ｈ
Ｐ
）。
https://w

w
w
.w
arren.senate.gov/im

o/m
edia/doc/A

ccountable%
20C
apitalism

%
20A
ct%
20O
ne-P

ager.pdf.

（
四
一
八
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
三

（
70
）�C

itizens�U
nited�v.�F

ederal�E
lection�C

om
m
ission,�558�U

.S
.�310�

（2010

）.�C
itizens�U

nite.

政
治
資
金
規
正
の
一
部
規
定
に
つ
い
て

合
衆
国
憲
法
第
一
条
の
言
論
の
自
由
に
反
し
、
違
憲
と
し
て
連
邦
宣
教
委
員
会
を
提
訴
し
た
。
最
高
裁
で
は
五
対
四
の
票
決
でC

itizensU
nited

勝
訴
と
な
り
、
米
国
企
業
の
政
治
献
金
の
支
出
時
期
に
関
す
る
制
限
は
事
実
上
撤
廃
さ
れ
、
ロ
ビ
ー
活
動
と
株
主
や
経
営
者
の
利
益
最
大
化
を
促
す

法
制
度
策
定
を
助
長
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
岡
田
功
太
「
米
国
の
社
会
及
び
環
境
に
対
し
て
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
」
野
村
資
本
市
場

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
八
─
九
頁
。

（
71
）�https://w

w
w
.gsgboards.com

/

（
72
）�

佐
藤
・
前
掲
注（
68
）二
頁
。
鈴
木
由
紀
子
「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
課
題
」
商
学
研
究
三
三
号
（
二
〇
一
七
年
三

月
）
九
三
─
一
〇
八
頁
を
参
照
し
た
。“E

lizabeth�W
arren�has�a�plan�to�save�capitalism

”V
ox�M

edia,�Inc.�A
ug�15,�2018.

（
73
）�

米
国
で
は
州
法
に
お
い
て
以
下
の
企
業
タ
イ
プ
を
選
択
で
き
る
。
連
邦
税
法S

ubchapterC

に
よ
り
課
税
さ
れ
るC

-C
orporation

が
最
も

一
般
的
で
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
上
場
企
業
が
該
当
す
る
。
個
人
経
営
（S

olo�P
roprietorship

）、C
-C

orporation

、S
-C

orporation

、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（P

artnership

）、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（L

im
ited�L

iability�C
om

pany

）。https://w
w
w
.bengoshiusa.com

/start_up/entity.htm
.

（
74
）�eB

ay�D
om

estic�H
oldings,�Inc.�v.�N

ew
m
ark,�C

.A
.�N

o.�3705-C
C
�

（D
el.�C

h.�S
ept.�9,�2010

）.

（
75
）�

佐
藤
・
前
掲
注（
68
）四
頁
。

（
76
）�

髙
橋
真
弓
「
営
利
法
人
形
態
に
よ
る
社
会
的
企
業
の
法
的
課
題
（
１
）：
英
米
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
法
人
の
検
討
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」

一
橋
法
学
第
一
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
七
月
一
〇
日
）
二
五
二
─
二
八
八
頁
を
参
照
し
た
。
同
二
八
二
頁
（
注
224
）。D

ana�B
rakm

an�

R
eiser,�T

heorizing�F
orm

s�for�S
ocial�E

nterprise,�62�E
m
ory�L

.�J.�681,�692�

（2013

）,at726-727.

（
77
）�

岡
田
功
太
「
米
国
の
社
会
及
び
環
境
に
対
し
て
説
明
責
任
あ
る
資
本
主
義
法
案
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
一
─

一
二
頁
参
照
。

（
78
）“W

hy�do�A
m
erican�C

E
O
s�m

ake�tw
ice�as�m

uch�as�G
erm

an�C
E
O
s? ”�F

ortune,�N
ovem

ber�4th�2014.

（
79
）�

岡
田
・
前
掲
注（
77
）七
─
八
頁
。

（
80
）�

一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
（
ｂ
）（
18
）
に
お
い
て
、
市
場
に
お
け
る
自
己
株
式
取
得
が
相
場
操
縦
に
該
当
し
な
い
と
規
定
さ
れ
、

（
四
一
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
四

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
（
規
則
の
適
用
除
外
）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
以
降
は
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い
。D

ivision�of�T
rading�and�

M
arkets:�A

nsw
ers�to�F

requently�A
sked�Q

uestions�C
oncerning�R

ule�10b-18�

（"S
afe�H

arbor"�for�Issuer�R
epurchases

）.�https://w
w
w
.

sec.gov/divisions/m
arketreg/r10b18faq0504.htm

.

（
81
）�
岡
田
功
太
・
吉
川
浩
史
「
米
財
務
省
に
よ
る
資
本
市
場
の
包
括
的
な
規
制
・
制
度
改
革
提
言
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�

W
inter

）
一
─
一
五
頁
。

（
82
）�

岡
田
功
太
「
米
国
上
場
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
係
る
最
近
の
議
論
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（2018�A

utum
n

）
一

─
一
〇
頁
。S

teven�K
.�V
ogel�

（P
rofessor,�U

niversity�of�C
alifornia,�B

erkeley,�2018/10/04

）「
ア
メ
リ
カ
で
物
議｢

日
本
型
経
営｣

法

案
の
衝
撃
内
容
株
主
重
視
か
ら
対
極
な
動
き
が
出
て
き
た
」
東
洋
経
済
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
二
〇
一
九
年
五
月
九
日
）
一
─
三
頁
。

（
83
）�

矢
崎
淳
司
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
」
法
学
会
雑
誌
五
三
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
三
一
日
）
六
九
─

一
一
〇
頁
参
照
。

（
84
）�

髙
橋
真
弓
・
前
掲
注（
76
）二
三
七
─
二
八
八
頁
、
二
七
五
─
二
七
六
頁
（
注
195
）
参
照
。

（
85
）�

矢
崎
淳
司
・
前
掲
注（
83
）・
九
三
─
九
七
頁
。
衡
平
法
裁
判
所
は
、
期
差
取
締
役
会
（classified�board,�staggered�board

）
に
関
し
て
信

認
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ユ
ノ
カ
ル
基
準
適
用
に
対
す
る
逆
風
の
傾
向
が
出
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、eB

ay

事
件
判
決

と
方
向
が
合
致
す
る
。
か
か
る
傾
向
に
対
す
る
修
正
と
し
て
、staggered�board

を
取
り
上
げ
て
お
り
、dem

ocratic�socialism

の
方
向
性
と
軌

を
一
に
し
て
い
よ
う
（
私
見
）。
①
期
差
取
締
役
会
が
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
の
実
証
研
究
も
出
さ
れ
る
。K

.J.�M
artijn�C

rem
ers�&

�S
im
one�

M
.S
epe,�T

he�S
hareholder�V

alue�of�E
m
pow
ered�B

oards,�68�S
tan.�L

.�R
ev.�67�

（2016

）67-148pp.

②shareholders ’�em
pow
erm
ent

に

対
す
る
修
正
の
一
つ
と
し
てstaggered�board

を
把
握
し
、short-term

�shareholder

とm
arket�pressures

か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
集
合
的
株

主
を
考
え
て
取
締
役
、
経
営
陣
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
長
期
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
し
て
結
果
的
に
株
主
価
値
も
増
大
す
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。

（
86
）�W

illiam
�H
.�C
lark,�Jr.�and�E

lizabeth�K
�B
abson,�H

ow
�B
enefit�C

orporations�are�R
edefining�the�P

urpose�of�B
usiness�

C
orporations,�38�W

m
.�M
itchell�L

.�R
ev.�817,�842�

（2012

）,at�828.

高
橋
・
前
掲
注（
76
）二
七
六
─
二
七
九
頁
（
注
202
）
─
（
注
206
）。

（
四
二
〇
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
五

（
87
）�J.�H

askell�M
urray,�C

hoose�Y
our�O

w
n�M
aster:�S

ocial�E
nterprise,�C

ertifications,�and�B
enefit�C

orporation�S
tatutes,�2�A

m
.�

U
.�B
us.�L

.�R
ev.�1,�37�

（2012

）,at�15.
（
88
）�
山
田
剛
志
「
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
隆
盛
と
株
主
の
権
利
」
前
掲
注（
26
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実

務
と
最
新
諸
論
点
─
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
─
』
一
─
三
七
頁
参
照
。

（
89
）�T

hird�P
oint�L

L
C
�v.�W

R
�C
.A
.�N
o.�9469-V

C
P
�

（D
el.�C

h.�M
ay�2,�2014

）.IN
�T
H
E
�C
O
U
R
T
�O
F
�C
H
A
N
C
E
R
Y
�O
F
�T
H
E
�

S
T
A
T
E
�O
F
�D
E
L
A
W
A
R
E
,�T
H
IR
D
�P
O
IN
T
�L
L
C
�v.�W

IL
L
IA
M
�F
.�R
U
P
R
E
C
H
T
�and�S

O
T
H
E
B
Y

’S
,�a�D

elaw
are�corporation,�

C
.A
.�N
o.�9469-V

C
P
,�M
ay�02�2014,�T

ransaction�ID
�55389863,C

ase�N
o.�M
ulti-C

ase,�1-64pp.

石
﨑
泰
哲
「
近
時
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・

フ
ァ
ン
ド
の
動
き
と
日
本
の
上
場
会
社
に
求
め
ら
れ
る
対
応
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所M

&
A

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
一
月
号
）
五
─

九
頁
を
参
照
し
た
。
買
収
防
衛
策
導
入
に
つ
い
て
、
経
営
陣
と
の
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
新
し
い
有
用
性
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。

（
90
）�A

ir�P
rods.�&

�C
hem
s.,�Inc.�v.�A

irgas,�Inc.,�16�A
.3d�48,�92�

（D
el.�C

h.�2011

）.

（
91
）�U

nitrin,�Inc.�v.�A
m
.�G
en.�C

orp.,�651�A
.2d�1361,�1367�

（D
el.�1995

）.

（
92
）�

石
﨑
・
前
掲
注（
89
）八
─
九
頁
。

（
93
）�Im

plem
enting�enterprise�risk�m

anagem
ent�:�from

�m
ethods�to�applications,�Jam

es�L
am
,�author.�2017�H

oboken,�N
ew
�Jersey�:�

John�W
iley�&

�S
ons,1-405pp.�

拙
稿
「
金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
─
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監

査
な
ら
び
にF

inT
ech

関
連
法
制
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
考
察
─
」
日
本
法
学
八
三
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
一
月
三
一
日
）
一
─
六
〇
頁
。

（
94
）�

尾
崎
悠
一
「
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
月
刊
資
本
市
場
三
九
二
号
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
三
六
─
四
七
頁
。

（
95
）�

最
二
小
決
平
成
一
九
・
八
・
七
民
集
六
一
巻
五
号
二
二
一
五
頁
。

（
96
）�

経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
（
座
長
：
神
田
秀
樹
教
授
）『
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
』（
平
成
二
〇
年
六

月
三
〇
日
）
一
─
一
七
頁
。

（
97
）�

神
作
裕
之
・
前
掲
注（
26
）一
八
頁
。

（
98
）�

拙
稿
「
英
国
企
業
法
制
に
お
け
る
新
た
な
登
記
制
度P

S
C
�R
egim

e

（people�w
ith�significant�control

）
に
か
か
る
考
察
」
千
葉
商
大
論

（
四
二
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八
六

叢
五
六
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
一
三
五
─
一
五
四
頁
。

（
99
）�John�B

uchanan,�R
esearch�A

ssociate�,�C
entre�for�B

usiness�R
esearch,U

niversity�of�C
am
bridge

「
分
岐
点
が
迫
っ
て
い
る
日
本

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
）、
拙
稿
・
前
掲
注

（
39
）五
二
─
六
三
頁
。

（
100
）�

神
作
裕
之
「
金
商
法
の
観
点
か
ら
見
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
研
究
記
録

第
五
五
号
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
）
一
─
一
二
九
頁
。

（
101
）�

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
「
公
正
な
Ｍ
＆
Ａ
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
─
企
業
価
値
の
向
上
と
株
主
利
益
の
確
保
に
向
け
て
─
」（
二
〇
一
九

年
六
月
二
八
日
）
一
─
四
七
頁
。

（
102
）�R

evlon,�Inc.�v.�M
acA
ndrew

s�&
�F
orbes�H

oldings�Inc.,�506�A
.2d�173

（D
el.�1986

）.

（
103
）�

東
京
高
判
平
成
二
五
年
四
月
一
七
日
判
時
二
一
九
〇
号
九
六
頁
。

（
104
）�

飯
田
秀
総
「
企
業
買
収
に
お
け
る
対
象
会
社
の
取
締
役
の
義
務
─
買
収
対
価
の
適
切
性
に
つ
い
て
─
」
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
」
通
巻
第
一
二
一
号
（
二
〇
一
五
年
三�

月
）
一
三
五
─
一
五
八
頁
参
照
。

（
105
）�

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
最
高
裁
決
定
（
二
〇
〇
七
年
八
月
七
日
）
民
集
六
一
巻
五
号
二
二
一
五
頁
。

（
106
）�

二
〇
〇
八
年
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
（
座
長
神
田
秀
樹
教
授
）「
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
」

（
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
）
一
─
一
七
頁
。

（
107
）�

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
「�

グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
二
〇
一
九
年
六

月
二
八
日
）
一
─
一
四
二
頁
。

（
108
）�

坂
本
里
和
経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
長
「『
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
』（
グ
ル
ー
プ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
～

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
六
日
）
参
照
。

（
109
）�T

ypes�of�C
onvergence

と
し
て
、C

onvergence�on�L
egal�F

orm

、C
onvergence�on�F

unction

の
二
つ
の
要
素
の
充
足
の
有
無
か
ら
、

（
四
二
二
）



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
、

米
国T

he A
ccountable C

apitalism
 A

ct

に
み
る
企
業
価
値
向
上
義
務
（
藤
川
）

二
八
七

F
orm

al�C
onvergence

、F
unctional�C

onvergence

、F
aux�C

onvergence

、N
o�C

onvergence

に
四
区
分
し
、F

aux�C
onvergence

で
は
形

式
的
な
収
束
は
あ
る
が
、
機
能
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
偽
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（F

aux�C
onvergence

）
と
称
し
て
い
る
。
他
方
で
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
在
り
方
に
は
ロ
ー
カ
ル
な
独
自
性
の
存
在
は
容
認
さ
れ
、F

unctional�C
onvergence

で
は
形
式
は
異
な
る
も
の
の
機
能
は
同
じ
で
あ
る
。

外
国
の
制
度
を
採
用
す
る
場
合
に
、
歪
曲
に
取
り
込
む
こ
と
が
問
題
と
な
る
（「
悪
魔
が
潜
む
」）。D

an�P
uchniak,�A

ssociate�P
rofessor,�

N
ational�U

niversity�of�S
ingapore,� “S

tew
ardship�in�A

sia�and�S
ingapore ”

講
演
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｍ
＆
Ａ
の
国
際
的
な
動

向
』
東
京
大
学
第
五
九
回
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
）。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
他
の
講
演
は
、R

oger�B
arker,�

H
ead�of�C

orporate�G
overnance,�Institute�of�D

irectors,�U
K
,� “C

orporate�G
overnance�and�Institutional�Investors�:�D

o�S
tew

ardship�

C
odes�m

ake�any�difference�? ”

ほ
か
。
更
にF

orm
al

、F
unctional

、C
ontractual

、H
ybrid

、N
orm

ative

、
そ
し
てInstitutional

の
各

C
onvergence

間
の
相
違
に
つ
い
て
、G

ilson

教
授
とC

offee

教
授
はF

unctional�C
onvergence

がF
orm

al�C
onvergence

よ
り
も
起
こ
り
や

す
い
と
す
る
。R

onald�J.�G
ilson,�G

lobalizing�C
orporate�G

overnance:�C
onvergence�of�F

orm
�or�F

unction,�49�A
M

.�J.�C
O
M

P
.�L

.�

329,�337–45�

（2001

）;�John�C
.�C

offee,�T
he�F

uture�as�H
istory:�T

he�P
rospects�for�G

lobal�C
onvergence�in�C

orporate�G
overnance�

and�its�Im
plications,�93�N

W
.�U

.�L
.�R

E
V
.�641,�679–80�

（1999

）.�G
ilson

教
授
に
よ
れ
ば
、
形
式
面
を
変
化
さ
せ
る
に
は
コ
ス
ト
も
か
か
り
、

競
争
条
件
の
圧
力
に
晒
さ
れ
て
い
る
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
は
業
績
低
下
を
気
に
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
ま
たF

orm
al

とF
unctional

の
二
元
論
の

C
onvergence

（dualism

）
は
、H

ybrid�C
onvergence

に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
（is�supplem

ented�w
ith�the�concept�of�hybrid�convergence

）

こ
と
に
つ
い
て
、P

aul�R
ose,�E

U

　C
om

pany�L
aw

�C
onvergence�P

ossibilities�A
fter�C

entros,11�T
R
A
N
S
N
A
T

’L
�L

.�&
�C

O
N
T
E
M

P
.�

P
R
O
B
S
.121,�134–35�

（2001

）（explaining� “hybrid ”�convergence�in�the�post-C
entros�landscape

）.�S
ee�M

athias�M
.�S

iem
s,�

C
onvergence�in�C

orporate�G
overnance:�A

�L
exim

etric�A
pproach,�T

he�Journal�of�C
orporation�L

aw
,V

ol.35:4,�June�7,2010,729-756pp.

［
本
稿
は
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
］

（
四
二
三
）




